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　1．　研究飼的　Aim　of　ma鷺grove　studies

　地球上の植生，森林には順寒帯の北方針葉1壷淋から

赤道直下の熱帯多雨林までさまざまなタイプや種類が

ある。もっとも生態学的に特殊な森林形態をとってい

る林分の1つはマングローブ林である。定期的に海水

または半海水にっかる熱帯から亜熱帯にかけての海岸

沿いの内湾や河口沿いに発達しているマングローブ林

は，その生理的な特性，したがって各植物の生育形，

立地の特異性によって古くから植物学者たちに注目さ

れていた。すでに1928年にイギリスのWatson　J．　G．

によってマングローブ林の生態についてのみごとな著

書が発表されている。その後，分類，生理，地理的な

研究も主として断片的に数多く行われている。

　しかし，国際的に本格的な関心を呼びはじめたのは

比較的最近のことである。従来の研究を総括的にまと

めたVJ　Chapman（1976）ををよじめ，熱帯の植物，

植生についての研究は，必ずマングローブについて触

れている（Schimper，1935，　H．　Walter　1964，　KnapP

！965，Richards，1952，　Aksomkoae　1975，1976他）。

しかし，東南アジアで日本も含めて大きく総合的，本
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格的にマングローブ林およびその生育地が対象として

研究が始められたのは最近10年この方である。現在で

は日本はもとよりタイ，フィリピン，インドネシア，

マレイシアなど各国でマングμ一ブ林の生態学的，林

学的，漁業資源的，立地的な多様な研究が成果を競っ

て行われている。

　世界三大熱帯および周辺の亜熱帯域で河風や比〔絞的

波の静かな内湾などの定期的に海水あるいは汽水に浸

るところに発達しているマングローブ林は，その生育

形の特殊性，ならびに生理的に他の陸上植物あるいは

海中植物とは異なった特異性によって，科学的とくに

植物学的な関心をもって古くから個別的な研究は数多

く行なわれている。マングローブ林は現在では，単に

植物学あるいは科学的な研究対象として興旅があるば

かりではない。実は東南アジアをはじめ世界の熱帯域

ですでに陸上のDψ記7可0α湾）郡，S1研でα，窃ヲ0δαZαπ0一

♪8‘5，Bz／u31zoノ弓侃などのDipterocarpaceae類などのラ

ワン材としての有用木材が急速に伐採され，その陸上

森林資源が枯渇している現在，マングローブ林は有用

林業資源としても新しく脚光をあびはじめている。と

くに東南アジアでは，マングローブ林が海岸油いや河

川流域にそって生活している住民には，最も身近かな

建築材や燃料として古’くから親しまれ利用されてきて

いる。同時に木材資源としては現在，タイの各地で大

規模な木炭生塵工場的な手法で行われているcharcoaI

（木炭）の生産をはじめ，さまざまな有用材としての

利用が広く行われている。また，水産資源としてみた

ときに河口，内湾のマングローブ林は魚床として，あ

るいは産卵場所や稚魚の生息地として，さらに海産生

物，魚類の重要な栄養源としても数多くの研究が次第

にその重要性を明らかにしてきている。

　このようにマングローブ林がエネルギー資源とし
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て，i‘寿時に水産資1彦1｛として，また洪水や大波二よる海

胆線内湾，河辺ぞいの土壌授触に対しての生きた防波

堤として，目薬環境の保全，地域糊イ∫の景観の主な：｛韓

成要素としても多田i的な機能を果たしてきている。こ

のようなマングローブ林に対してりi窪まで個別的な研

究，とくにその生理的な特姓1あるいは特異な気根の形

態，相観，胎生種子，地一｝．茎などによる変った繁殖法

などによって植物’｝的に興味の舛象とされてきた。

　マングローブ林の群落王威種，重々の種の分布，さ

らに優占種などについての記載は数多い。しかし，植

物学的にもまた人類が利用する1芯川翻からもきわめて

重要な水中の特異な森林群ギ客としてのマングローブの

地球的視野からの群落単位の決定やシステム化は行な

われていない。科学的な各分野の研究の対象として，

さらに応護涌1での各麺の将来の自然環境の保全，産業

的な禾騎］を考える場合にも，広く世界煮大熱帯に分布

しているマングローブ林の個々の実験的齢又果や，そ

の利用鋤で他に応∫「iさせる場会，さらにマングローブ

林の生産量を比較する笏金にも，もっとも霊風な蓬礎

は群落単位の決定である。優占種によってもマングロ

ーブ林のような種組成の限られている群落単位では，

ある程度群落の内容，組成あるいは，その生産姓など

も判定出来る。しかし，科学的にあるいは応用面でIll

しく相互に比較するためには，マングローブ林を構成

しているすべての種類に同じ璽みを置いた種組成的な

比較による群落単位の決定がきわめて験要である。

　我々は製本列島の各植物群落単位で行なってきた，

そして現在広く地球的に行われている植物社会学的な

現地における植生調査を基礎にした局地的な琴洋浴単位

の決定を行ってきたG脇他1982，’83麹）。さらにま

だ不十分であるがFloraおよび群マ婆構成．種無がかな

り明らかにされている東南アジアの他の地域，またア

メリカ熱帯，アフリカ熱帯のマングローブ林と比較し

ながらタイのアンダマン海沿いからシャム浩爵いに全

域の各種マングローブの現地調査を行なってきた。こ

れらのきわめて数多くのタイのほぼ全域から得られた

横議調査資料を基礎にして，文献その他と比較して植

物群落単位の決定，さらにその体系化は，単に植物社

会学的な研究対象としてだけの興味にとどまらない。

まちがいの少ないマングローブ林とその自然環境の保

全，必要に応じてエネルギー源あるいは木材資源，環

境保全，災￥！ゴ防止，水産業的な利用の基礎としてのマ

ングローブ林を総合的，多面的に研究利用される場合

にも，基本的な群落単位の決定がすべての前納とな

る。したがって，本研究の目的はタイ国全域のマング

ローブ林のきわめてきめの細かい，精度の高い植生調

査資料を恭礎に，現在までに得られた世舞客地のマン

グローブ林の断求職ではあるがFlora，組戒，群落と

比較しながら地球的視野での群落単位の決定とその体

系化を目指している。また植生単位を基本に行なわな

ければならない課題として以下に考察されている。

　すなわち地球的システムによって決定された群落単

位の具体的な蔓立を隣接科学の諸分野，さらに翻訳面

で利用するための科学的な現献診断図としての現存植

生図の作成が必要である。i碕時にすでにタイのマング

ローブ林の全域について，見かけ上は自然植生に見え

る植分までも，長い闘のさまざまな人為的影響により

代償植生におきかえられている場合には，その立地本

来のまちがいのないマングローブ林の復元，回復，造

林，利用，保全の基礎としての潜在臼然植生の図化も

必要である。本浦では現存植生図の各緬霞尺による作成

例が旋示されている。また引き続き潜在植生図を将来

作成するために群落甥1的考察が主な棉物群落と，その

ヨγ地について行なわれている（Miyawaki　e£aL　l985）。

2．調査経過Pr・gress・f　i聡vest豊ga慧・n

　マングローブ林の分布の北限近くに位置している日

本列島の最南端，琉球諸島や奄美群島のマングローブ

林の調査を我々は臼本列島の植生解明の一環として関

心をもち，現地調査を行なってきた（宮脇他　！975，

1978，！980）。　タイ国を中心にする東南アジアのマン

グローブ林に本格的な関心を持たされたのは！978年の

春のことであった。杉二郎教授からタイのサンガ

（1）rof．　Dr．　Sanga　Sabhasrl）がマングローブの研究を

共にやろうということで来日しているので一緒に朝食

を食べないかと誘われて以来のことであった。それ以

後，！979年の2月，5月の2圓にわたるEl本学術振興

会（JSPS）の援助による敢初の1多団長を中心にした岩

槻邦男教授ら6名のタイ国のマングローブ調査団に参

加させて戴いたのがこのタイのマングローブ林につい

ての現地調査の謡初の手がかりであった。次いで1979

年度の予備調査に引き続き1980年度に熱暢；アジア，と

くにボルネオのカリマンタン地区の植生調査が海外調

査（文部科学研究費）に採択されて主として，インド

ネシアのカリマンタン，ならびに一部門レイシアを含

めての予備調査ならびに本調査が！979～80年と我々の

研究室で実施することができた（’黒髭1982）。その

際，束カリマンタン，Rlko川流域のマングローブ林

が調べられた（鈴本・持田！982）。　さらに，！981年に

は宮脇・奥証iがjSPSの1愛助で，また研究室員の一部

（藤原一癖，鈴木邦雄）が文翻工面外学漢詩調査の野田

班の分担研究者として，タイ国のChanthaburi及び

Ranongのマングローブの植生調査を行なうことがで



きた。1982年～83年度に存ま2ケ年にわたって本国的な

タイ国のアンダマン海沿いからシャム湾沿いの全域24

地点で，総計約2，300箇所の植生調査を行なうことが

できた。マングローブの現地調査は連日腰まで，時に

は胸まで泥水にっかっての植生の調査である。見透し

のききにくいマングローブ林内で，各調査地点や河川

の支流などからの位置を確認するために植生調査は主

として河口付近，中流ならびに上流付近の各マングロ

ーブ植生帯に対応して川ぞい，あるいはクリークの水

ぎわから内陸サイドに向かってほぼ直角に，300～500

mのべルトトランセクトbelt　transectをとる。その

ペルー・ぞいに各群落の組分をsystematicに方形区調査

法によって植生調査を行なってゆく。同時に代表的な

植生調査地点については土壌断面を作り，そこで土壌

調査とくに土壌水分の略語濃度の測定などが行なわれ

てきた。また大縮尺の地図がタイ圏のマングP一ブ林

などでは入手出来ない。したがってレベル測量による

地形調査を行ないながら，その地形に対応した各植物

群落の具体的な配分が調査された。このような植物斎

会二曲な現地調査に際してはきわめて多くの作業量と

測定作業員を必要とする。幸いにも分撫研究者以外に

も我々の研究室でも若手研究者も共倒調査に参加する

ことができた。また，タイ国側ではサンガ（Prof，　Dr．

Sanga　Sabhasri，　Perlnanent　Secretary，　Minis亡ry　of

Science，　Tec｝mology　and　Energy）を中心にし，さら

に1くasetsart　Universityのサニ、ソト教授（Dr．　Sanlt

Aksornkoae）が現地におけるすべての壌船あるいは具

体的な調査地点の事前の旭志収集にタイ王立森林潟の

各M・ng・・v・F・・e・t　M…g・n・ent　Unltの彼等の弟

子達を含めて全関係機関が積極酌に調査に協力，参加

して戴いた。各Mangrove　Forest　Management　Unit

の主任ならびに調査員はもとより，Royal　Fores£

DepartmentのDr・τhawatchai　Santisukをはじめき

わめて多くのタイ側の研究者の町頭も共に泥水にっか

りながら各地の調査が休みなく行われた。1982｛1’度は

主としてChanthaburiを中心にしての現地調査が連

続して行なわれた。Chanthaburiの各河川沿いのす

べての河口から内陸サイドへの現地調査で一応のマン

グローブの主な群落組成ならびにその具体的な配分の

基礎的知見を得た我々は，さらに東海岸ビルマとの国

境に接したアンダマン海沿いのRanongにおいて継

続調査を行なってきた。これら1982年度の植生調査結

果を基礎に1983年度は一挙にタイ国マングローブ林の

主な地域すべての全域踏査を実施することが計画され

た。すなわち，まずアンダマン海沿いのビルマ卿寛に

接した，La－un∴Ranong，　Kapur，　Khuraburi，　Phang一
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nga，　Krabi，　Trang，マレーシア隔境のSa紺n，さら

に半、し∫を東にシャム湾沿いに南からPa£tani，蕪adyai，

Songkhla，　Nakhonsrithammarat，　Khanom，　Surat－

th・nlの植生調査が行なわれた。このような東南アジ

アでも，もっともよくマングローブ林の発達している

タイ園のほぼ全域の現地調査で得られた，きわめて数

多くの植生調査資料を麸礎にして，地球的視野からの

群落単位の体系，システム化がこころみられた。すな

わち日本の琉球諸島その麹の出生調査資料，寿11時に文

献調査による熱帯アフジカ，アメリカ熱帯の植生調査

資料，とくに，Chapman　1976，　Knapp　1965による

一部中央：アメリカ，ニューギニア，ミクロネシア，エ

ユー Wーランド，オーストラリアなどの植生と比較し

て我々のタイの各地の調査資料を基本にしながらまと

められた。さらに一溜マレイシァ，インドネシアのボ

ルネオ，カジマンタン，RikO川繋留の植生調査結果

も参考にして，今回ぱじめて地球的観点で植物社会学

的なシステムが提案された。

　このように広域的な植生単位をきめる場合には，い

わゆる科学一般に行なわれ融油化の燥探すなわち植

生の基本構成要素である種属（Taya）を基本にして，

群落を形成している種の組み合せ（species　cOmbina－

tion；Arte！werblndtlng）によってsociologicalな群

落単位が決定された。

　このような植物祁二会学的な群落単位の具体的な醗分

を地図上に描いた植生図は単に生態学的に群落fl伽の

具体的な配分を知るだけでなく，植生調査糾果が蕉し

かったかどうかの試金石；Prufsteinの役割りを果た

す。【「琶時に植生学：的な調査綿果を隣接諸科学や林業的

にマングローブ保全，利用，再生あるいは今後の遷

移，消長を予測する駅舎の基．礎資料となる。我々は従

来，日本条地で行なってきた．植生図作成が比較的容易

に各調査目的地に甥達できて行えたのにくらべて，戸

内の見通しのきかないマングローブ閣内の現地踏査に

よる植生図化にはきわめてきびしい調査条件下で，さ

まざまな因難に直送iした。とくに軍事的その他の理由

で航空写真の入手がほとんど不可能なタイ圏における

植生図化は，避難を克服して現地調査field　surveyに

よる以外に方法はない。したがって，我々はRanon9

およびChanthaburiなどにおいて小縮尺（1：500），

中縮尺（1：25，000）ならびに大縮尺（1＝10，000～

12：00，000）の，それぞれの縮尺による植生図化を

こころみた。幸いにも多くの共同研究者の現地におけ

る積．極的な協力を得てマングローブ林においても大縮

尺，中縮尺，小縮尺による植生図化が可能であること

の実例が示された（ヂ1絵着色植生図参照）。
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　現存植生図の図化と同時に新しいマングローブ林の

管理・保全・復元・創造あるいは自然環境との対応を

見る場会に重要なのは潜在自然植生図である。とく

に，古くからの伐採あるいはtin　mlningによる地下

の採掘，学僧などによって，その土地本来の自然植生

としてのマングローブ林が破壊されたり，対地化して

いるところで新しく，その土地本来の，あるいはもっ

とも適したマングローブ林を再生させようとするとき

には潜在自然植生が科学的な処方図の役目を果たす。

同1｝寺に木炭その他として有用なR1塵。勉α噛α妙記～廊オα，

R，7ノ躍。’ω撚αなどの桝質の硬い高木性の選ばれた樹

種が現存植分以上にどの程度植栽が可能であるか。ま

た他の植物群落との対応関係や植物群落を指標にした

土壌，塩分濃度，干満の差などを植生で判定しようと

するときは現存植生図が基本になる。

　長：い間の様々な人為的干渉によって現在代償植生が

広く占めているマングローブ林では，そのような現存

植生図と対応させた，その土地の本来の自然植生を支

える潜在自然植生を図化した潜在自然植生図がベース

になる。潜在自然植生を基礎にしてまちがいのないマ

ングローブ造林，土地利用，さらに無理のないマング

ローブを使っての海岸や河口周辺の，固有の景観形成，

生態学的な環境創造の基本にもなる。潜在自然植生図

を作成するためには，その土地本来の自然植生がどの

ように人為的な干渉により変ってゆくかという，さま

ざまな人為的な影響の種類，強さ，あるいは加っていた

期間の長さに対応した，それぞれの潜在自然植生ある

いは自然櫃生の変化の状態を総合的に知る必要がある。

　我々は現地調査において空間的に，さまざまな人閻

の影響下に二次的に発達している各．種の代償植生を調

べ，残されている自然植生と対応して空閥的な自然植

生と代償植生とのかかわりあいを時間の軸の上に配列

した遷移の動態すなわち群落環（communlty　ring；

GesdlschaftsringNこ対応させることができる（Mi－

yawaki　et　a1．1985）。さらに各．地域，各自然植生域に

ついて河口域，中流域あるいは上流域の，それぞれの

地域で潜在自然植生の把握が今後の研究課題となる。

　まだ，奥深いマングローブ林の植生学的，植物社会

学的な研究は我々の現地植生調査結果では必らずしも

十分ではない。今後の継続的な研究が望まれる。しか

し，現在までのタイ國を中心にした東南アジア各地そ

してマングローブ林の数多くの資料を統合して，ここ

にタイ国のマングローブ林を地球的視野でまとめるこ

とができた。まだ不十分な点もあると考えられるが，

それは本甲を基礎にさらにより深い現地調査を根強く，

くり返しながらタイ岡全域のより多くの植生調査なら

びにより広い範囲の植生図化を完戒させたい。

　翼下をまとめるにあたり，最初に東南アジアのマン

グローブ林の調査の指示と現在まで公的，私的に深い

御指導，暖い御助言を戴いている杉二郎教授に厚く御

礼を申上げたい。タイ国で我々がインドネシアあるい

はマレイシアで必らずしも十分な成果があげ得なかっ

た全国土のマングローブ林の調査，研究がここまでき

わめてスムースに，限られた予筑，そして時間の中で

逐行できた。これらの現地における広域的な植生調査

資料を基礎に，世界で初めて，本格的な植物社会学的

なsystemがまとめ得たのは，実に相手国，タイ国の

Prof．　Dr．　Sanga　Sabhasriの公私にわたる実にきびし

い，科学的なそして人間的な共同研究者としての御援

助によってのみ可能であった。最初第1回の調査のと

きは土，日曜と，選の半分はBangkokのオフィスか

ら現地にわざわざ来て，我々と共に，腰，胸まで泥に

つかって植生調査を行われた。とくにタイ国科学技術

エネルギー省の事務次官に就任されてからは時間がな

いので，土，日曜そして1983年度はクリスマスの休み，

1984年の正月の3日まで連日朝7時から我々の陣頭に

立って泥水の中で共嗣調査を続けてきて戴いた。Pro壬・

Sangaの変わらぬ好意に深く感謝したい。なお，　Dr・

Sangaは植物社会学に特に深い関心をもたれ！982年の

秋には非公式に横浜国大に来られ，1週間に難って我

々の野外調査にあるいは植物群落の組成表のまとめ，

植生図化を共に学ばれ議論さオτ自らも理解を深められ

た。同時にNRCTを通して以下の若いタイ国の有能

なマングローブ・ユニットの主任その他のタイ側の研

究者をJSPSの援助で横浜国大環境科学研究センター

植生学研究室におくられた。

1．

2．

3．

4．

5．

6．

Mr．　Prachim　Suksileung

Mr．　Sopon　Havanont

Mr．　Pen　Thammachot

Mr．　Narls　Thammachot

Mr．　Worawit　Chuasuwan

Mr．　Chaorat　Tantrapornpong

また，Dr．　Sanitには，以上の6名のマングローブの

専門宮らに手配し，優れたorganizerとしても，我々

の現地調査の希望を見事に取り入れて，すべての調査

毒心・実施の心配を一手にひき受けてarrangeして

戴いた。したがって，わずかな時悶の無駄もなく，成

田空港から夕方Bangkokに着いても，何時も翌朝の

午前4時には車で現地に出発するという強行軍が可能

であった。何れもPr砿Sanga，　Dr，　Sanitと，その

配下の共「司研究者たちのみごとなチームワークによる

調査計麺，スケジュールの実施と各種の必要な車輌，
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船舶，現地での案内者などの準備によった。各地の植

生調査，植生図化に際しても，生涯を賭けてマングロ

ーブを研究しているDr．　Sanitと，その共岡研究者た

ちの積極的な御協力によるところが本調査の遂行にき

わめて重要な役割りを果たしたことを感謝したい。ま

た，Herbarium・至R・ya1　F・rest　Department主妊

研究員Dr．　Thawatchai　Santisukも忙：しい日程の中

で余暇を見出しながら，たびたび現地を訪れて我々と

共にマングローブ林ならびに隣接群落を構成している，

各種のFloraを専門の分類学的知見でいろいろと協力

戴いた。また東京農大中村武久，桧垣宮都両氏および

　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　蛍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　　　　　　ANDA照A短　SEA　　　　　　　　　　’｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
RANONG〔35m｝　　　　　26704345

P卜田KEτ｛3m）

　　　　ワ
BU脳A　l
　　　　ノ

　　　ノ
　　　！
　　！
　　！
　！
！

く

～　Chumphon

頒栄矩大福岡山行，京都大学伊藤元己氏および」三t亡

Kongsangchai氏にも漁：接現地調査に同行して：載いた。

さらに佐々木寧，金聖徳，鷹野秀炎，穴井法明，荻野

武利，西野浩行，金鍾元，塚越優美子，益i二日康子氏ら

にも現地調査で協力を戴いた。

　なお，莱南アジアの本格的なマングローブ林の調査

が可能になったのは文部省科学研究費海外学術調査研

究費！982課題番号（57041018），1983課題番号（580410

29）による。文部省学術国際局国際学術課長をはじめ

絶えず御援助，御協力を戴いた関係機関の皆様にも厚

く御礼を申し上げたい。

Bangkok
●
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■
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　F｛9．1植生調査地域およびその気候（気候ダイヤグラムはWalter＆Lleth　1967による）。

Map　showillg亡he　sロrvey　areas　andオhelr　c1三mate（The　ciimate　diagra阻ms　are　referred　fro：11

VL「alter　＆　Lieth　1967）．
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狂　調査地の概要

　　Ou宅Hne　of　the　area　s重udied

　1）　位置　　Loca樋on

　タイ国の南部は熱帯に仁∠羅することから，マングロ

ーブの分布は，きわめて広く，湾口や内湾であればほ

とんどすべての地区：に生育している。とくに，マレー

半島のアンダマン海に顧した海岸線に1ま，ほぼ連続的

にマングローブが発達している。またシャム湾側では

断続的にではあるが広い．植生域がみられる。したがっ

て，タイ国は長南アジアの中でマングローブの最：も発

達した国の一つに数えることができる。

　本調査はこれらのマングローブについて，現在破壊

をまぬがれている大部分の地区について現地調査を行

なっている。調査地区はアンダマン海淵では北から，

Ranong，　Khuτaburl，1）han9一鷺ga，　Krabl，　TraRgお

よびSa£unの6地区，シャム湾側ではChanthabしlri

ChumPhon，　Suratthani，　KhanomおよびPattan三の

5地区総計n地区である。　なお，　Ranong，　Trang，

Sa亡UR，　Sur従than｝各地区では，埴生調査が広い範1！［1

にわたったため小地区に分けられている。全域の位置

的な広がりは緯度で7～ユ2。，経度で98～103。の範闘

Tah．1　調査地域の・一覧

Location　of　stu（lied’areas

番号
110．

地
Area

区

1
RanOng

a　La一しln

b　Ranong
cKapur

　　　　県
　　Province

Ranon9

2 王くhurabし1ri

Phang－nga

Pal｝9－nga

3

4 Krabi

5 Trang

Kral）量

iT・a・g

6 Satun ミSatun
」ゴ

7

8

9

i．…黛等温P｝三？呈…．．i『益巳碧望｝on

1・・・…h…

a　Donsak

b　　Chaiya

tsurattha徽i

1まhanO1鷺 Nakhonsri之han聡rat

10 Pattani i　I）乙芝ttan三

　　ニ111Chanthabur三 Chanthaburl

にある（Tab，！およびF19．1参照）。

　2）気候C難職ate
　年平均議論は調査地域のすべての地区において26～

27℃を示し，しかもほとんど季節変化がみられない。

これに対し降水量は1，800～4，300mmと地域によっ

て大きな差がある。また季節変化は4～lo，月に多量の

降雨があるのに対し，12～3月にはいちじるしく少な

く，あきらかな雨季と乾季の差がみられる。

　地域的にみると，Ranongは降水量が4，345mmで最：

も多い。しかも雨季と曲面との差が極端である。シャ

ム出漁のChanthaburiでもRanongと似た傾向を示

すが，乾季の期間がRanongが2ケ月であるのに対し

4ケ刀と長い。シャム湾側のChumphonとBandorn

はRanon呂に近い位置にありながら雨量が少ないのが

注目される。両地区はアンダマン側のPhuket，　Kangor

（Malaysia）と降水昂：，季節変化ともよく似ている。

またSo鷺9khlaは年間降ガ（最は2，257mmであるが，

11月にピークをもち，：乾季にも他地区ほど少くないの

が特徴である。

　3）　地牙多，地質　　Topography　and　geograP垂｝y

　マングローブの発達をささえる地形的条件として勾

配のゆるい海岸線，流量の一定した河州とそれによっ

て形成された三角洲，遠浅の内湾などがあげられる。

また潮位変化も大きな要因の～つである。これらの条

件をすべてみたしたChanthaburi，　Ranong，　Phang

－ngaなどの地i｝ζには広大なマングローブ林が発達し

ている。

　マングローブ林のヨニ壌は上流域や海域から運積され

た，風化土壌を基質とするが，立地によって短水時間

の長短による土壌の化学的変化が異なる。また土壌中

の有機質のi丘的側面が群落の配分に影響を与える。さ

らにスズ鉱からの微細な澱土の堆積土嚢ミ植生に強い影

響を与える地区がある。

　地質的にはPhan9－n9乏1とKτablで石灰岩起源の

堆積物でおおわれている点が特徴的である。

　4）人為的影響　Human藍n｝pact　upon　mangrove

　　vegetation

　タイ国におけるマングローブの利用は，きわめて古

くから行なわれており，殆んどすべての類分で入為的

影響がみられる。燃料としての森林伐採が，最も主要

なマングローブ林の利用である。さらに近年の約20年

間には，人「：iの増加とともに道路造成，スズ鉱の拡

大，エビ養殖池や塩［iliの造1ユ気など産業の発展とともに

マングロ＿ブ資源が急速に破壊されている。加えて都

市付近では埋立によるマングローブの立地そのものの

消減も起っている。したがって，タイ国の現存のマン



グローブ林は多かれ少なかれ代償植生でしめられてお

り，臼然植生は鱈蔀の地域をのぞききわめて断ハ的に

存在するに過ぎない。　　　　　　　　　（噴　E日）

遷　調i査対象と調査方法

　Subjec奮and　n裏eもhoδs

　マングローブ植生の生態学的調査研究方法として，

基本的には，ベルトトランセク1・（belt　tr簾＄ect）法

による環境傾度に対応した黍｝詐落忌列，群落構造の分極

が行われた。さらにベルトトランセクトに並行して行

われた植物社会学的方形区：法による群落の種組成分的

比較考察により群落単位が決矩された。

　ベルトトランセクト法では，現地で得られた最もlir三

細な地形図に基づいてラインの基点が決定された。基

線はマングローブ植生の発達する海川を地形および群

落相観により下番域，中央域，上部域の3区域（鈴木・

持田1982）に区分し，それぞれの地域におけるマング

ローブ植生の典型的な植生配分がみられると判定され

る地点において，水際から内陸側に向って引かれた。

　基線に重行して，ハンドレベルによる微地形の計測

が行われた。また植生の変化が認められる地，・訊ごとに

土壌中の地下水が採取され，簡易計測器（HORIBA

Salt　Meter　SH－7）により！証分量農度が測定され．たQ

　植物社会学的quadrat法（B「au恥Blanquet！964）

では，基線ぞいに出現する草本群落から森林群落ま

で，各種のマングローブ植生とこれに隣接する林期生

の低木一つる植物馬賊や八b惚力8〃々ビζτ〃5の植分な

ど，何れもできるだけ均質な群落が櫃生調査の文｝象に

選ばれた。

　したがって植生祠査地点は，励磁的，立地的に均一

と判定され，かっ最小面積以上の広がりをもつ身分が

選定された。植生調査地では，区分された各群落階層

別に，調査地区内の全幽現種についての完全な種のジ

ストの作成と総合優占度；£otal　es巨mate　value（：被度

と数度；coverage　and　abundance）および群度；

soclab11三tyの測定が行われた。野外で得られた鯉｛．謁

査資料はEllenberg（1956）の表操作法に攻ついて整

理された。すなわち調査資料は素表，常窪度表，部分

表，区分表，総合常在度表へと表の組み変えを行ない，

最終的に群落組成表にまとめられ，群落単位が決定さ

れた。

　各群落単位の広がりは，各地域ごとに現易で確認で

きる昏絶で，植生断lfil図，植生配分図が作成された。

また本現地調査中に可存邑な範【用で現存植生潔iが描かれ

た。

　植物の種のi司定はSmitinand（／980）に共ついて，

7

極力現易で行われた。現地で同定不可能な種や疑問種

は，採取標本にされ，後日バンコックの三E5／植物標本

館でDr．　Tem　Smitinan（1，　Dr．　Thawatchaiらに

より概定され，種名の同定が行われた。なお和名は

C（）r聡r＆渡辺（！969）に従った。　　　（大　野）

W　調査結果と考察

　　亙こes腰茎ts　and　disc聴ssi｛｝筑

　1981年から！984年にかけて3次の調査隊により，現

存するタイ国のマングローブ林地帯を可能なかぎり踏

査した結朱，調査地域数は1！ケ所，実施されたベルト

トランセクト潟査が25！，植生調査総：数は2，2｛37に達

した。これらの数値は，タイ国のマングローブ林の植

生学．．しの基礎的研究資料としては十分な値と考えられ

る。同時に地下水塩分濃度と押湯断【自；調査が90ケ所，

植生図f／i堤地域が6ケ所に及んでいる（Tab．2）Q

　本調査報告では，これらの調査資料を紐大もらさず

記録にとどめるべく努力されているが，すでに第1年

次の調査軸側の．…部1は公表されているためその結朱は

購愛されている（Miyawak三eむa1．辮83）。

　1．植生単位欝躁もCO藍m田樋t三es

　現地踏査によって得られた2，267の1観！調査資＊31を

室内における群落組成表fノド業，および既発資料との倹

討を貢ねた結果，以下にのべる22の植生単泣にまとめ

ることができた。すなわち，マングローブ林として13

筒の群集および群落，マングローブ林に隣接するその

他の祥落単語として9箭の群集，群落が1；し執された。

これらの群集として記載された！71・1集のうち，いくつ

かの単位については予報的に報告がなされているが，

すべての群集が今II　1顕しぐ己載されるものである。

　なお後半にはこれらの群落単砿の鼠落体系について

論じ，月界i杓視点にぬ1つた群落体系がまとめられてい

る。

　畿　マンゲ自一ブ林鯉川grove　forest　com搬u鷺鰻es

　1）Sonne還£豊。　a沁盆e－Avicen踊e如m

　　亀恥ae　ass．nov・σaも．3）

　　　マヤプシキーウラジロヒルギダマシ群集

　標徴種：50〃〃6’認～α‘～～0‘～，旧習ごCノ～〃臨α1∂α．

！）相観

　50〃1zc”認～α‘泌αあるいは五⑳cθ〃〃1ααZ翫‘が高木

層に優算する薪木林。林床は植物がきわめて少ない。

時に！く1～～£01）1～01・αノ〃～’び。〃α’α，R．‘4・～α♂Zα’αが，低木

層，高木第2層以下に生育する　（Rhizophora

mucTo二ata：亜豊詩集）（Fi9．2，3）。

2）構這
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Table

Tab. 2

showing

1981-1984GiZViti-tsib2･Lfoh'i!il,k,"gfflkii131･op-l･te}-2SISII-wsif

the data of vegetation survey carried out during 1981-v1984.

A '7tzS"v<7>x?fiiliHij Andaimansea side

FilJ.pt,fftui

Location

lSI:-}i"lRSS,lk,f.ll!JlEfFiseallDate

}7yk7}tzi"I'otalno.:l''･7;"'t{z9F3iifU']'

ofiTransectno.

t[Yitl:.IYtl,d.tl

[ttl,rvkc

Totalno.

tlv,'i7)gil,11,JQ,:

Salinity

t[gi.tl,-.f.:l

VegetatioR

yearI transect1' ofrelev6
data map

Ranong 1:1981.10.221i1981.10,23
1I1981.10.24

2IR12.'
1iR3.
3I'R4-6.

24

16

53

1i1981.10.25 4iR7--10. 39

1i1981.10.26 3iRll-13. 41
1i1981,10.27; 2iR14,15. 32

2]1982.IO.I2 4il"M4,5.I..03,4. 48

(Kapur) 1llgsl.Io.3e 11,Sl 13

1lI981.10.31 4ls2-s. 32

1i1981.11,1 2iS6J, l9

1!1981.Il,21i1981.II,3
1llgsl.Il,4

2IS8,9,
3]SIO-12,
2iS13-14.

22

22

10 1*
2I1982.10.13 3ILM6,L05,6. 18

3l1983.12.24 9ILR4.KLI--5,KS3-5. 40 1
3I1983.12.25
3llgs3.12.26

9iLR5-7,KI..7-9,KS6-8.
2iKS9-10.

37

29
j 32

(La-un) 2l1982.10.11 5!LMI-3.LOI-21 37 113l19S3.12.23 8:LRI-3.LLI-3.KSI2., 65 l4 J

Khuraburi 2i19S2.10.14 6iLM7--9.L07-9 45

(Takuapal

2119S2.10.15
3i1983.I2.27
3i1983.12,26

6ILMIO-12.LOIO,le,11.
4iLR9,10,KSII,12,
1iiLR8

43

31

14

7

Phang-nga 2:1982.10,16
2llgs2.10,17
3i1983.12.28

4:LM13.14.LO12,13.
7ILMIs-l7.LO14-18.
6iLRII.12.PSOI,2.KS13,14,

49

50

30 H

I,

3i1983.12.29 12iLR13-16.PS03.4.KS15-l8. 50

Krabi 2:1982.10.IS: 6iLMI8,l9,20a.LO19-21. 42

2:1982.10:19
2l'lgs2.Io.2e

6iLM20I}-22.L022a,22b.23
6ILM23-25.L024-26

61

45

(Banyai) 2llg82..lo.21 4ILM26,27.L027,28. 49

(Thlongyang) 2ll982.10.22 8iLM2S,32.L029-31 61

Trang('Bansuso) 2i1982.10.241 4iLM33,34.L032,33. 47

(Palianl)

(Kantang)
2t1982.10.25
2i1982.10.26

7!LM35-38.L035-37.
6ILM3g-41.L038-40.

52

41

Satun(Tangkoi)
(Muang)

<Baragate)

2l1982.10.27
2llgs2.Io.2s
2il982.10.29

6ILM42-45.L04142,
6ILM46--48.L043-45
sILM49-52.I..046.

52

52

44

B i-･ jr A}egkg Gulf of Thailand side

Chungphong 3!l984.1.3: 5ILR27.CLI-4. 70 ls 11
3i1984.1.4 4[LR2S.CL5-7. 24 J j

Suratthani<Chaiya) 3i1984.1.2 7ILR24-26.CHLI-4 59 6

(Densak> 3:1984.1,l' 8:LR20-23.DI..l--4.' 53 5

Khanom 2:1982.11,2
3i1983.12.31

5iLM59,60.L051-53.
7ILRI7-l9.SOLI,2.KS21,22.

44

61
)1:÷:

Pattani(Yaring) 2;1982.10.31, 10iLM53-58.L047-50l 71

Chanthaburi 1;1981.10.13
1i1981.10.14

4:Ll--4.
2iL5,6.

33

40

1l1981.10.15 3iL7-9. 43
1l1981.Ie.16' 3iLIO-l2. 5tl

1:l981.Ie.17
1llgsl.Ie.Is
3llgs3.I2.9

3]L13-15.3iL16-18,
3ILAI,2.CVI.

54

58

42 1

1*

3i1983.I2.10 3iLA3,4.CV2. 6tt 7

3119S3.12,11 2ILA5.CV3, 42
J

';:-:`ii'l"i'Tetal 251 2267 90 6

*iiei.tlt.IW]asSKt See vegetatlon maps.
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．レ

「’・’ 諱諱f｛し’㌧押覧 2襖鴨’罫斌・・～”1・；4ノ’畜ザ

ハ

．4 @、・汝

”　巨　き

Fig・4　Sonnera巨oalbae－Avlcenn三etuma｝bae植生断面模式。

Vegetationpro田eof　Sonneratloalbae．Avicennietumalbae．
　1，3ω～〃召’』αオ’ααZゐごz　2．ノhヴ‘6η〃～α‘～Z伽　　3．R1～～驚oρ乃01・α〃～～κノー。〃α’α

　1～4層構造。群落高3～35mと幅がある。一般に

高木第2層にR1礁oρノzo／u妙’‘z4Z‘z雄やRノ鹿oρ1zα瀦

ノ肥c1’ω臨αをもち3～4潜を形成している林分では，

群落高15～35mと高い（Rhizophora　mucro－
nata　jlll群集）σ，4沈β1～ノZ～αα伽，5・・〃～8耀～ααあα

だけで構成されている林分は，群落高！0～25mの林分

が多い。流水沿あるいは河口の最前縁の泥土堆積地や，

砂洲などでは，2～3mの高さで，20～30劣の低無爵

の疎な若齢林が形成されていることもある。構成種は，

30朋6rα々ααあαや翫ノ瑠ノ〃磁αあαが流速，砂土あ

るいは泥土などの堆積の桐違により1種で生育する例

もみられる。Ranong，　La－un，　Satun，　Phang－ngaで

はA8g～ごびα∫cα’癖‘～’♂α々〃πを低木贋に有している。

出現種数1～5種　（Fig．2～5）Q

3）　立地

　砂土を基盤とした泥土堆積が20m以下の立地。

N－valueが5以上の立地に発達している。　A㍗融〃～～α

αZ∂αが砂土上に生育するといわれるが（Cbapman

1970），5ω～〃θr識αα♂～フαも同様な立地に生育する。

河口中央や下流域の中洲など砂土が堆積した立地にも

Sonneratio　albae－Avicennietum　albae
がみられる。So〃〃εrα加αあαの方が，泥土から砂土

まで，より広く生育可能であることが，樹形が横に広

がり，痩立根をもった根を大きく広げることより考察

される（Fig．3）。

4）　下位単位

　a．Rhiz・Phora　mucr・nata螺洋集：泥土
堆積地に発達する。R・〃～♂κ1η〃認α，　R．αρ1α面∫αで区

分される。下流域や，泥土が堆積した立地で3～4摺

F童9．5。30ノ～〃81窃忽厩ゐαの実。

　Fruits　of　50ノ～〃81一磁ααZ撮．

群落を形成する。

　b．典型τ臣群集：河川内の中洲や砂近海岸あるいは，

河目部の広い，泥土の浅い堆積地に20～50mの1隔で発

達することがある。

5）分布

　K始nom，　Laem　Sadet　in　Chanthaburiを除く調査

地全域で調査された。とくにマレー半島西岸では広い

面積で発達している植分が多い。

6）保護と利用

　50〃ノ～8’『α如‘泌α，孟㍗’c8朋’ααあα1或薪炭材として

は利用されないため，比較的伐採からは免れている。



したがって，流域から陸地をみて高木林が陸地の前縁

にみられるのは，Sonneratlo　albae－Avic，

ennietum　albaeの場合が多い。

　Sonneratio　albae－Avicennietum
albaeは，マングローブ林の前縁に位置していると

ともに，隣接するRhizophoretum　mucro．
nataeの泥土の流出を防ぐ働きも行ない，　Rhizo－

Pho「etum　mucronataeの生育環境の維持を

助けている。したがってマングローブ林全体を維持す

るためには重要な立地に生育している。現在残されて

いる林分を保全することは，困難な仕事ではない。保

全によるマングローブ林全体の維持と活用を併せて計

ることが望ましい。

　錫採掘による泥土，あるいは砂土流出は，マングロ

ーブ林破壊をもたらしている。干満の潮位の変動時に，

真水が流れる所では，！1τ蜘朋如。〃フαや50朋θ一α〃α

αZゐαにより，砂土堆積をおさえ，泥土についても，

泥土堆積の頗をみて，植栽によって泥土をおさえるこ

とが可能となる。

　2）　Soaneratietum　caseoralis　ass．
　　熟ov．　（Tab。4）

　　　ヤナギ．ベヒルギモドキ群集

　標燃種；30〃ノz61’α’1αcα∫ω1u廊　区分鍾：∠勘αノ～ぬ’∫

’〃6ケb疏ご∫．

1）相観

　5～10mの低木林で50／z’～αuz～‘zごα∫θo／u♂∫∫のみで

構成されている林分では，ユーカリ状の細長い葉をた

ばねた，ヤナギ林に似た相観を呈している。一般的に

は，高木第1層に＆cα5eorα♂’∫が3～4の三度で優

草した林分を形成し，La－unでは学内にK翻48Z’α

ぐα〃44が優廻する植分がみられる。あるいはZ）6ノγ～∫

”ψ♂認α，丑”Zのノ∫o”’α”’α廓’”’αなどのつる植物が

混生している林分がChalyaやLa－unで調査された。

2）構造

　1～4層構造。高木層は50・～〃8ノ’α加α醜ω’α”5によ

り構成されている。孟輻Cω〃職α必αやA・q茄。加α廊

は時に高木第1，2層に混生する。低木層ではんα〃一

‘Z6”α侃〃48Z，　A6g∫‘6ノ’α∫ぐ。ノ噂〃’ぐ”Zα”〃μが40～80％を

占める植分（Kandeha　candel　jU群集）と，

D8ηお∫ノガb”‘4αがからみついている三分（Derrls

trifoliata，lli群集）がみとめられる。草本1曹は比

較的単純でDerris　trifoliata亜群集ではA6一
～・o∫‘～c磁〃品αεθ℃‘‘〃‘が生育している。一般にはAcαル

蜘∬漉Cウ‘b”螂が低被度だが高常在度で生育している。

3）立地

　中流域の砂堆積地や中洲，あるいはN－value　5以

11

下の流水沿いの岸のふちに発達する。

4）下位単位

　a．典型亜群集：流速が他の亜群集よりも速い立地

に発達している。あるいは，流水沿いの前縁部に発達

する。群落高5～61n，出現引数2～3種と少ない。

　b．Kandelia　cande1亜群集：La－unの中～
上流に近い中洲上に発達している。καπ漉磁ごαノZ48Z，

導爆6θ駕ごα擁α4α’z〃μで区分される。群落高12～

17m，出現種数6種。

　c．Derris　trifoliata亜群集：エ）θrr∫5かゲb．

如∫α，五。ノ’05彦ど61躍〃z磁ノでど〃π，Xメ06αψπ59γα2zα如2z

により区分される。群落高12～18m，幽現種数7～8

種と多い。中～上流域の流水縁の岸上に発達している。

5）分布

　La－un，　Chaiya。

6）保護と利用

　他の5ω班8ノ窃忽αあα，ノ1窃ご醜ノz忽α乃αと同様に

薪炭材としての伐採が行なわれていないため，比較的

残されている。Sonneratio　albae－Avicen．

nietum　albaeと同様に他のマングローブ林保全

のためにも上中流域においてはSonneratietum

cはseorahsの保全が必要である。

　3）　五〇εcθππぎα配αrεπαcommu勲童ty（Tab．5）

　　　ヒルギダマシ群落

　区分種＝・4τ・飴8〃漉α〃～αr’刀α

1）相観

　孟腕C8〃〃ぬ〃～αノ伽αにより構成されている低木林

（Fig．6）。

2）構造

　1～2溜構造。低木層にA甑卿ηz如ηzα1弓∫ηα，草：本

読・シ

灘

・繕i

一町

上弓

嬢

翻
撫謡順潮甘撚：謡轟・2憲嶽滋・

灘

　　Fig。6　／1汐！c召〃〃’α〃～6τノ『ゴ刀α需羊落。

撫，∫‘珈7zfα〃～α2ゴ2zαcommunity　at　Laem　Sadet

in　Chanthaburl．
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層に飛ηめr硬yZ∫5　sp．，　EZ召oclzα1容sp．が生育する。

出現種数1～2種の単純群落0

3）　立地

　外湾に薦した砂地。

4）分布
　Laem　Sadet三n　Charlthaburi。

5）　保護と利用

　外論の砂地に発達した減分で，マングローブ林の前

縁群落として，保全が必要である。

　4）Aegicerato－Kandelietum　ca譲dd
　　ass．　nov．（Tab．6）

　　　ツノヤブコウジーメヒルギ群集

　標徴種：Kα1z4読αcα1κた♂，　区分種：Aβ8プ‘，ω郡

　COノブZガα4α彦己‘〃多

！）相観

　5～10mの低木～II｛1高木林で，＆〃1618”αα～〃‘18Zカ～

低木層，亜高木層に生育している。亜高木層や低木鰹

に多くは5ωz／zθ1’αオ～ααあαが混生する。La－unに分

布する植分は，かつて伐採されたあとがあり，地上1

mの位置から萌芽している。満潮時に伐採し運搬する

ため，地上1mの萌芽形態ができたものと考えられる

（Fig．7）。

2）構造

　1～4層構造。亜高木層，低木履に∫（α〃4〃ααZノト

4εZ，30〃ノ～ε1・α孟ぬα♂枷が高常在度で生育する。低木層，

草本層にはAo9如’¶α∫601’加。〃Zα甜ノ〃，κα〃‘躍忽。α1κ配

の芽生えや若齢樹が多くみられる。出現種痘2～6種

と幅がある。

3）　立地

　中～上流域の泥土堆積地。N－val“65’以下あ1’泥土

の浅い立地に発達する。

4）分布

　La－un，　Kapur。馬木的にはPhang－nga他広く分布

しているが（Thawatchai！983），群落としては上記

で調査されただけである。

5）　保護と利用

　中流域の流水沿植生として保護が望まれる。

　5）Rhizophoretum　lnucτo烈ataeass．
　　nov．（T3b．7）

　　　オオバヒルギ群集

　証徴種：R1庸0助orα槻’α’0ノ～忽α．

1）相観

　Rlz詑0ρ1・Orα〃擢ぴ0／Zα忽あるいは，沢．砂～α’Zα雄が

優卜する高木林。薪炭林利用による伐採が頻繁にくり

かえされるため，若齢林が広くみられる。時に高木第

1層に孟窃‘θ1～ノ廊嚇の～αZ～∫が被度2～3で生育す

　　灘㌶

離纏．

　　F圭9．7　Aegicerato－Kan（lelietum

　　　　　　candelの外観（Ranong）。

PhysiognomyofAegicerato－Kandelietum
can（lei（Ranong）．

ることがある。林内はRノ癖砂1～o’¶αの支柱根，璽下気

根が高木林では1～2mの位置から地につながり，こ

みあい低木林状に林立している（Fig・8）。

2）構造・ドー～、1．…

　1～4暦構造。：’群落高6～341nまで，若齢林から安

定した高木林までの出現種数2～4種の林分がまとめ

られる。高木第1履では，R1庸0！）1｝orα〃’～κノ層。／zα’α，

R妙蜘伽α，時に・4て・～C6〃〃～α幽α，且．｛ガ掘〃α廓，

50ノ～〃ω厩’αα乃αが高木第1層に優類することがある

（Sonner飢ia　alba　4iil論集）．高木第1層を

ハ窃ビ幽〃～αα乃α，Aq〃凝〃α齢が被度1～3を占め

る場合は高木第2層にR解脚ρゐ01¶α〃’～κ1り〃α如およ

び瓦砂〆αイ如如が生育する。低木層，草本層にも同

様に1く．〃〃’びω～磁α，瓦αガ6扉α如の芽生えがみられ

る。Ranong，　La－un，　Phang－ngaでは，時に低木層

や草本層にA891α～㍑∫ω1’1舵～廊オ～〃〃が生育している

（Fig．9）。

3）　立地

　河目や下流の流域のSolme「atio　all）ae－

Avice韮11ietum　albaeの後背泥地では，本群

集の生育林分が450m以上続くことがある（ChUm一
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滋勲麟線
・． T．三

D、

ﾊ繋i誉
　　孟議慧．鐙．、・懸

鱒灘．
騨繍撫箋

Fig．8　Rhizophoretum　mucronatae。「：：1・！流域では堤上の前縁ひこ発達する（Ranon9地区）。

On　th。　b・nk　at　mid・st・eam，　Rh三・・ph・・et・1・・mucr・n・t…　ccurs　at　the　f・・nt・f　the　f・・e・t・

Fig．9　Rhizophoretummucronatae群落断面模式

Vegetatlonpro丘1eofRhizophoretummucronatae
　　　1．沢ノ1詑砂1zo’・α〃z～‘6’η〃α’α　　2．　R．αμcz4α‘α

phon）。下～中流域の流水縁の岸上では50～200mと

幅があり，潮位の幅が大きい地域では発達が良好であ

る。一般にN－valueが5以上の地域である。

4）　下位単位

　a，Avicennia　officinalis：1匝群集：孟．（～〃7

Cど〃α跳で区分される。中流域の流水沿の岸上で，時に

真水が流れる立地に発達する。

　b．典型亜群集：泥土上に広く分布する。2～3種

の構成種よりなる。Ranongでは樹冠部が34mセこ達す

る林分がある。
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5）分布

　Avicennia　officinalis：亜群集＝Amphur
Pailing　in　Satun，　Pattani．典型至匝群集：Chanthaburi，

Ranong，La－un，　Kapur，　Khuraburi，Phang－nga，Krabi，

Trang，　Satun，　Pattani，　Chaiya，　Chumphon。

6）保護と利用

　R層£砂110rαは薪炭用としてもっとも利用価値が高

く，常に伐採，利用が行なわれている。もっとも自然

林に近く，発達した林分ではRanongの｝｛ad　Sai　Kao

に残されているように樹冠が34mに達している。25～

30m以上に発達しているRhizophoretum　mu．

cronataeのマングローブ林は，東南アジアでは現

在きわめて少ない。したがって，遺伝子資源保護の意

味においても現在残されているHad　Sai　Kao地域は

タイ国の，あるいは国際的な保護区に指定して，将来

にわたって保護・保全することが望まれる。広く発達

するRhizophoretum　mucronataeの若齢
林は，10m以上に生長すると，再び薪炭材として伐採

を繰り返される。詞じ地域にRlz詑（～ρ1zo7uηLZ4‘γ07～α如

やR．ゆα廊彦αを復元させるためには，よく発達し

た気根により流出が防止されていた泥土を伐採後，残

根の腐植消失などにより新たに流失しない対策を講じ

る必要がある。また伐採あと地に胎生種子を播種して

早期に復元を図ることも必要である。

　6）　Rhizophoro　apiculatae－

　　　Bruguieretum　gymnorrhizae
　　ass・澱ov・（嬰ab．8）

　　　フタゴヒルギーオヒルギ群集

　標緩緩：Bズz49～4∠θノu　g＝y〃ηzorノーゐ稔α．

1）相観

　高木第1層，高木第2層にR1庸。少ゐα・α砂記z・Zα∫α，

．8川g鷹rαg：y〃3刀07γ傭αが，被度3～5と優占する

30～40mの高木林。　Ranong地区にもっともよく発達

している（Fig．10）。

2）構造

　3～4履構造。若齢林では12～22mの林分がみられ

るが，全般によく発達している林分が多く，40mに達

する林分も植生調査された。高木第工摺のR1歳ρρ1zo，

ア』α＠ごα廊如，βη‘9漉1「α即〃切orノヲ～舵αに，内陸では

β¢y♂読41廊αが混生する。Rhizophoretum
mucronataeに接する地域では，・8．　cッZご～～4／8∫・α

を欠きR，〃z～岬リノzα臨が混生する。出現種数2～5種。

3）　立地

　N－value　5以下のmud　clay地域。　mud　clayは

還元されて，時に硫化水素を出しているところもある。

土壌中の空気溶存量が少ない。

4）下位単位

　a．Bruguiera　cyhndrica運群集：区分種

議、

　讃、
　　凝．

幾

マ麟
　　お　　セ識鍵・

灘・む

織r嵐、短紘、

　．難i．

　　　　　露

鷺．

懸

　　三

崩三
遍

講

覇

Fig．10　Rhizophoro　apiculatae－Bruguieretumgymnorrh玉zaeの林内二二。
　　Rhi・・ph…　api・u1・t・e－B・ug・i・・et・m　gymn・rrl・i・ae　i・R・n・ng．



ルz’9～磁㍑（ぴ・〃〃4プ磁。もっとも典型的な！3襯9‘幽’α

鼠y〃〃～or’・1露α林でβ・8ツ〃〃～αγ1～たαや，　R‘ツZ加♂パαヱ

が高木第1層あるいは高木第2層に優占しゃすい。

　b．典型1匝群集：君ノ帽～‘9’～磁’闇αSPP．は少なく，　R捻。－

！・ノ～o㍑妙～‘”諏彦αが優賦する。

　c．Rhizophora　mucronata亜群集：区
分種R愉・♪1・・’π1〃・…8・…礁Rhi・・Ph・・et・m

叉nucronataeの後背地に発達する。3亜群集中で，

もっともN－valueは高い。

5）分布

　Ranongでもっとも広く発達している。他地区では

入為的影響が加わり破壊されているところが多い。残

．／f地；Phang¶ga，　Krabi，　Trang，　Chanthaburl。

6）　保護と利用

　R配2砂1zoノ’αとともにB’鳥z‘gz4∫8ノ’αが木炭材として

広く利用されており，残存自然林分は少ない。また伐

採されたあとは，　mudの堆積も浅く，干満により表

層のmudが流され，　C6’層！砂∫如9‘～Zが侵入しやすく

なる。現在残されている自然林は，厳動こ保護し，破

壊あと地の復元のための見本林，あるいは典型的な’マ

ングローブ林として将来の潜在的活用資源として残す

ことが望まれる。

　7）　RhεzqρんorααPεc溜ZαfαcOI漉munity（7ab・9）

　　　フタゴヒルギイ洋落

　区分種：R1齋。∫・1zo1’α妙∫αイ♂α奴

1）相観

　R1庸gpんαUα♪諭読Z如の優占林。

2）構造
　1～3層構造。　ノ～ん’2roメ）1zoハ¢　α〆）かご～‘Zα彦α　1麺カミ優軽

し，Cωゼ砂∫絃9αZ，　Xツのごα’ψ榔9ノ’α〃α孟～〃μなどの芽

生えがわずかにみられる程度の種類組成のきわめて単

純な林分である（F量9．11，12）。

3）立地

　mudあるいはmud　clay，　N－valueが3から5の

間で，流水沿より内陸まで広く生育地がみられる。

4）分布

　Satunに広く分布する。

5）保護と利用

　Rhizophoretum　mucronatae，　Rhizo．

Phoro　apiculatae－Bruguieretum　gym－
norrhizaeの伐採あと地に二次的にR1疲。ヵ／LOlu

‘ψぬ♂♂α如の一斉林をつくることが多い。また，

Acrosticho－Xylocarpetum　moiuccensis
が発達するシャコ山の間の凹状低地に，一斉林を形成

している。いずれも人為的に伐採されたり，あるいは

内陸地の，滞水の時間が長い立地であったり，極端な
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難

・懸，

；囎

麟

識1

磁

　・欝等：、

　黙F・囁

…呂ﾝ 諺

罐

瑳

F量9．11　支柱根で林床をおおうm詑砂1LO7u

　　　　‘ψガα’Zαごαcommunity。

Rlz’2（ψ加ノ・ααμα～Zαまαcommunity　with　dense

prop・roots　on　the　fQrest　floor．

難

厳しい環境条件下にあるため，1種による林分が形成

される。このような林分は伐採が繰り返されることに

より，mudの流出が多くなり，　C6r∫oρ5顔9αZや

XメOcα’1餌591’αノz漉z研の生育がみられるようにな

る。製炭材として利用するためには，伐採後，前縁に

R1ぬoρ1LO「α‘ψα’♂α‘αの根部を残すなどの対策を講

じ，さらに播種により，復元を行なうなどの利用が考

察される。

　8）　Ceriopetum　taga夏ass．　nov．（翌3b．10）

　　　コヒルギ群集

　標徴種：Co18～oが如9α乙

1）相観

　Ceriopetum　tagalは，　Cθr’（4＞5‘α9α♂が高

木層に優占して生育している林分，あるいは高木層を

欠き，低木層がα”～oが如g認1種からなる林分など

である。植分によって群落相観が異なっており，
1∫1・～‘9‘卿’・α9）ηπノZO’γノぬα，　RIZ詑0ρ1～α’α妙’α4如オα，　R・

〃～～‘c’僧ω～α如などが高木層に優醸している林分や亜高木

層，低木層，草本層に群集叢叢種であるC瞬oρ5如g記

が生育している林分も含まれている（Fig．13）。

2）構造

　高木第1層，高木第2層，低木層および草本層の4
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Fig．12　R1ぬoρoんu‘ψ～‘－～’♂αごαcommuni亡y群落断面模式。

Vegetation　pro丘le　oξノ《／～～之砂／ω’一α‘ψ～‘〃Zαオ‘～comn玉unity．

　　　　1．R1～～之oρ1～o’瀦‘ψ～ぐ～’♂α’α

Fig・13　Ceriopetumtaga1の標微種で
　　　　あるC8パoρ5如g認。

C・r砂5’α9αい島echa・a・teristic　species・f

Ceriopeturn　tagal．

層構造，あるいは高木第2屠以下の3層構造をなす。

植生の高さが25mを越える高木林でも，高木第1暦

の植被率が50％を越えることは少なく，β惚g～！～8鷹

8ツ〃〃～01γ乃詑α，孟面ご8〃1～’α　（ガ1‘2～ノ～ζ漉5，　501ηz〔η・磁1α

o拠如などが比較的限られた被度，群度で生育してい

る。また，高木第1題を欠いている林分が多い。高木

第2願および低木層は，1益た砂1正。ノーα砂～α～♂α忽，／苗～．

切ρ1301層α〃～～1θ¶o〃α如，C爾9ρ鐸αgαZが高常在度で生育

しており，被度，群度の高い林分が多い。B’認9Z4細㍑

‘ツ♂玩‘1’ゴ。α，B・ρα1’τ，ケZo1鴇お．8：y〃〃～01γ1z薦αが高木

箆1層あるいは高木第2層に繁茂している林分も児ら

れる。草本層は，未発達な林分が多く，ごく限られた

植分で伐採跡地や開放娯観地に繁茂するマント群落の

構成種nノ～奴）ノ50ノ～～αノノ～α’¶読〃～α，擁α〃zぬf5読‘ガbZ∠z4∫，

D8ノγな”ガb♂～α雄，　D8ηおCαノκ1研α彦ω～5おなどの侵入

かみられたり，低木層以高を構成している木本種の幼

木などが生育している。　！1cノ’o漉01zπ’〃αz♂’℃～〃〃，オ．

5ρ面。∫’〃πの生育や，シャコ霞の発達している林分は

少ない。

　出現丁数は1～8種で，大部分の植分が3～5種を

数える。種組成的に，Cer三〇petUln　taga1は，

XyZoごαψz∬8γα〃α‘～4〃’を欠くことによってCerio－

po－Xylocarpetum　granatlと区分され，

同じRhizophoro－Bruguierlon　gymn一



orrhizaeに群団所属がまとめられているRhizo－

phoretum　mucronatae，　Rhizophoreto

apiculatae－Brugu三eretum　gymnorr－
hizaeとはCθ’臨ψ5如g刀Zが生育していることによ

って区分される。

3）立地

　Ceri・petUm　taga1は，直接または間接に人

間活動の影響を受けているマングローブの二次林であ

る。したがって，原植生，潜在自然植生の違いや人間

活動の影響の程度に応じて，群落の相観，構造，種組

成を異にしている林分を含んでいる。現存植生が

Cer三〇petum　taga1の林分であっても，潜在犠

然植生を　Acrosticho－Xylocarpetum
moluccensisとする立地では，翫ro5‘～‘ゾzz〃〃

功戯05κノπが残存生育していたり，シャコ山がみられ

たりしている。

4）下位区分

　a、典型［亜群集，b．　BrugUiera　gymnOrr－

hiza亜群集，　c．　Xylocarpus　moluccensis

亜群集の3亜群集に下位単位が区分される。

　典型亜群集は，C81’めρ∫’αgαZにより林冠が形成さ

れていることが多く，群落の高さが10：n以下の林分の

大部分を占めており，出現種数も4種を越えることが

ほとんどない。Bruguiera　gymnorrhiza亜
群集は，B”μ9～ご～61書49y1πノ～αγ1庸αの生育によって亜

群集区分される林分であり，出現種数が2～6種を数

える。高さが35mの高木第！漕にB～噂ε4gz4～θ脇9y””～o一

η施舵αが残存生育している林分から，高さが5mの

低木林でRIL枕砂1zorααρ’α4α彦α，　RIZ～加ρ1LO1’α”πκノ¶0圃

〃α如を欠いているβη‘9～‘諭“α8フ”η～oズズ1z認α一C6厚oρ5

‘α8紬縞までが含まれている。Xylocarpus　mol－

uccensis亜群集は，4地点から植生調査資料が得

られており，亜群集区分種としてXメ。ごα～伽∫〃’oム

zκc6π5～5が生育しており，群落の高さが30～38mで，

幽綿種数が4’種を数える。

　Ce「ioPetum　tagalの31亜群集は，さらに，
B’忽9～磁rασZ動4がごπ，Bη磐厩θズαραノ’ηゲ701噂αの生育

によって変群集はおよび亜目群集に下位区分される

　（Fig．14）。

5）分布

　タイのマングローブに成立している最も代表的な二

次林であるCeriopetum　taga1は，現地踏査
された11地区のほとんど全てにおいて植生調査資料が

得られている。漉群集レベル以下でみれば，Phang－

nga，　Krabi，　Satun，　Pattaniなどからは，典型亜捌集

の植生調査資料が得られていない。また，Brugui一
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F量9．14　ノ∫ノー～‘9〃～6rα（y～1～6〃～‘7αの花（Ranong）。

　　　Flowers・f／タノブ’9〃1θ「αくyZ～〃ζ”磁

era　gymnorrhiza亜群集ヵ～広範囲から植生調

査資料が得られているのに解して，　Xylocarpus

mQluccensis：ill翼洋集は，　KrabiとSatunにおい

て植生調査資料が得られているにとどまる。

6）保護と利用

　CeriOPetUm　tagalはマングローブ域に生育

している代表的な二次的である。具体的な林分として

は立地条件や人為的干渉の程度に応じて多彩となって

いるが，Ceriopetum　taga1の成立からその土

地は，表麟土の還元など特別の配慮をしなくても今後

時間の経過とともに，より自然林（潜在自然植生）に

近い種組成，群落構造の林分に復元できる立地の潜在

力が確保されていると判定できる。

　9）Ceriopo－Xylocarpetum　granati
　　ass．　nov．（Tab・11）

　　　コヒルギーホウガンヒルギ群集

　標徴種および区分種：Xッ♂oα〃ψ〃591層α〃‘z’〃〃’，

C61ゾ。カ5∫α9α♂．

D　相観

　Ceriopo－Xylocarpetし1m　granatiは，
直径20Cmを越える大形の種子を数多く付けるXyθ一

ごα1ψ～イ∫9／U〃α孟Z〃μの生育によって特徴づけられるマ

ングローブ林であり，発達している林分では35mに達

する高木林を形成している。高木第1屠には，Xッん一

むωψ～∬9／u1～α彦z碑またはC8’勿ρ5　zα9認が優1翻して

いる林分が多く，R1庸砂ん0ノ’α妙～α4‘τごα，瓦〃’0ε180－

1臨α，盈κ9‘｛1εrα9」’〃111αγ1ぬαの優曝している林分

においてもX5，Zoαη抑∬9ズα”‘漉”μとC6パ。が‘α9α♂

の常在度は高い。

2）構造

　高木第1層，高木第2暦，低木層，草本層の4贋構
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造からなる。被曝，群度の差はあっても，20mを越え

る高木第1層，10m以上の高木第2層，3～4m以上
の低木層の各階層は，X5面ごαψ～イ59’『α〃α∫～〃〃，　Cβ1ゴ砂∫

凝gα♂，R1ぬ。勲α’α砂～α4π彦αを中心に構成されてい

る。高木第1層の植被率の高い林分では，冷夏照度が

低くなり，高木第2麟，低木層そして草本暦の階層構

造が明確でなくなり，構成種と植被率が限られている。

草本層は，高木にまで生長する木本植物の幼木，
凡η」αツ50刀～αη～αが∫加α，．4ごαノ～彦1LZ4∫∫Z～ごケbあz♂∫，　D81γ’5

か施如如などがわずかに生育している林分が多く，

Chanthaburiの4地点から植生調査資料が得られてい

る林分などに限ってA6ro∫漉1zz〃πα～〃でμノπが生育し

ている。他の地点では且。ノ層。漉clzz〃μψ8c～05～研がシ

ャコ山上に高い被度，道戯で繁茂している植生調査資

料が得られている。

　出現種数は，　2～10種を数え，　AcrOstlcho＿

Xylocarpetum　moluccensis　よりは少な
い。種組成的にC瞬砂5如g認を欠いている林分もあ
るが，Xツ～0ごαノ，’∬grα刀α‘κ；ノも沢ゐ～20∫）ゐ0’層ααρ飴～4α如

の2種の常在度は，各下位群落を通して高い。

3）立地

　Ceriopo－Xylocarpetum　granatiの生
育地は，タイのマングローブ林域の中で，汀線に近い

前線に発達しているRhizophoret・apicula－

tae－Bruguieretum　gymnorrhizae，
Rhlzophoretum　mucronataeなどRhi．
zophoreto－Bruguierion　gymnorrhi。
zaeにまとめられている自然林に接した内陸側に成

立している。外洋に面した立地に生育域を広げている

Sonneratio　albae－Avicennietum　al．

baeなどSonnerado－Avicennietalia
aibaeの林分に接した立地にも，　Ceriopo－Xy－

10carpetum　granatiが生育している。河川

に沿った，より上部までマングローブが広がっている

地点や汽水による影響の少ない高位レベルの立地では，

Acrosticho－Xylocarpetum　moiucce－
11sisの生育地となっている。

4）下位区分

　Ceriopo－Xylocarpetum　granatiは
特定の亜群集区分種の生育しない典型亜群集と　β～’Z｛一

g蜘1’α8ン・〃〃。〃施が加の生育によって区分される

Bruguiera　gymnorrhiza亜群集との2亜
群集に下位区分される。典型亜群集は，林分によって

XyZoα〃ψzご591’α’～‘z如〃’，　C8ノ・’oρ5オα8厩，左傭9助α一α

ψα廊砲などの擾占種が異なっており，群落の高さ

も10m以下の亜高木林，低木林から38mに達する高木

林まで含まれている。各亜群集は，ノ1αり漉61z～〃μαμ．

7でμノノz，β1マ‘9～で～8ノ’αc頭1～4プ～ごα，βノ’z‘9～ご∫ρプα勿ruゲZo7u

の生育によって区分される各変群集，さらに亜変群集

に細区分される。B〃ピg～’紛αρα’マノゲZorα，おノ”‘9～’～θ1僧α

‘ンZ訪4’ゴごαの生育によって区分されている下位群落は，

1）θフ’～5　〃層のZ～α’α，ノ1α〃～〃πイ∫　∫♂～cのZゴ～‘∫，　∫弓～刀Zα∠y50π～α

〃～ω伽〃’αなどマント群落構成種の常在度も高く，人

間活動の影響，撹乱を受けている林分である。Acro－

stichum　aureum変群集は，植生の高さも10
鵜以下と低く伐採後の再生林である。Bruguiera

gymnorrhiza亜群集は，30mを越えて発達して

いる林分が多く，群集標徴種および区分種，亜群集区

分種の他に描掬oρ1zorααρ～ごz雌馬の常在度が高い。

Bruguiera　gymnOrrhlza亜群集は，林分
の撹乱，荒廃を指標するβ1’z‘gz‘’6ノ’αカ‘η層τ’ゲ♂o楓，　B「払

9”16障り”ノκ跡ωの生育によって，さらに，下位群

落に区分される。

5）分布

　Ceriopo－Xylocarpetum　granatiは，
菓南アジアのマングローブ林の典型的あるいは代表的

な群集の一つといえる。今回のタイのマングローブ林

調査地のほぼ全域から植生調査資料が得られており，

その生育面積も広い。並群集以下のレベルでは分布に

かたよりがみられ，Chanthaburiに限って典型璽群

集のAcrostichum　aureum変群集の植生調
査資料が得られている。また，Bruguiera　gym－

norrhiza亜群集のBruguiera　cylindrica
変群集の植生調査資料は，Chanthaburiからは得られ

ていない。

6）　保護と利用

　Ceriopo－Xylocarpetum　granatlをよ，
木炭として利用されるRみたqρ1zo1弓α妙が甜」α’α，ノ《．

ノ〃z’α層。〃α∫αの大木の生育，繁茂が見られるだけでな

く，用材として広く利用されているCc”吻5如g‘～Z，

XッZo‘1ωψ～’∫glw～α‘～’〃’の大木の生育地でもあるため，

古くから目的に応じた樹種の間伐の影響が高い頻度で

及んでいる。潜在自然植生をCeriopo－Xylocar－

petum　granatiとする立地でも，一部の林分が

Ceriopetum　tagalにまとめられる二次林へと

退行遷移している。

　10）　Acrost董cho－Xylocarpeもum
　　盈oluccens隻s　ass．　nov・　（Tab．12）

　　　ミミモチシダー二リスホウガン群集

　標徴種および区分種：Xメ。‘αψ郡1〃。面ご6θノ厩5，

ノ1ごro5孟’c1LZ‘〃孟ψ6‘∫05～〃〃．

／）相観
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Fig・15／1‘’那オ∫c／3～’〃35♪爵05♂’〃’が林床に繁｝支していAcrosticho－Xyiocarpetum

　　　　moIuccensis（Kapur，Ranong地区）。

AstandofAcrosticho．Xylocarpetum　mQluccensis．．4c～・o∫‘～61z～〃〃∫p6c～05’〃ノ，

grow　densely　on　the　forest　floor．

　Acrosticho－Xylocarpetum　molucc．
ensisは，中高木にまで生長すると日本のクヌギや

コナラのように樹幹のコルク質が発達し，縦に削げる

Xメ06αψ螂ηzo伽。68〃廊の生育と林床のシャコ山に

〆1cro∫痂13μ〃1ゆθ6ご。∫κノμの繁茂によって特徴づけられ

るマングローブ林である。群落の高さは25mを越える

高木林を形成することが少なくない。林内には着生の

ラン科植物やD6〃廊ケゲb幽幽，　F〃～如y50加α〃’αノ宛～．

〃～αなどつる植物が繁茂しており，林床にはA61η5猷

（ゾL～”μαμノでん’μ，A6α〃”LZ‘∫源ごケb戯‘∫の群生するシャ

コ11」が形成されている（Fig．15）。

2）構造

　Acrosticho－Xylocarpetum　lnolucc．
ensisは，林冠をなす27～35mの高木第！届を始め，

高木第2層，低木層，草本層の4層構造からなる。高

木第11曹，高木護2層には，XツZoω1ψz‘∫〃♂o♂～～こご6〃5～5

が優占して生育している林分が多く，♪（）痴。α’1ρ螂

〃～oZzκ‘8／z5ご5，　C61『∫oρ∫孟αg記，　Xツ♂oαηψ～‘591・αノκz彦♂〃〃，

R1ぬ砂1ZOIU砂∫α‘♂鷹αの4種類常在度が高い。これ

らの種の被度，軽度も高い林分が多い。低木層はこれ

らの種を中心に，B7認gz瘤1’αρy如κ♂痒。α，　Rノ庸（ψ1zo’u

槻κro〃砿α，旦τωβC〃ゼαごz9α♂♂OC1雄，他ノ痂6プαZ漉0’・α．

Z∫∫，ハらψα弄’Z癖Cα〃5などが比較的低い植被率で生育

している。シャコ山があるために起伏に傷む地形とな

っている草本暦の構成は，シャコ山の頂上部に・4θη・

漉‘1z～4〃㍑ψ面05’‘ノ〃，孟ごαノ～オゐ～∬ノ♂∠‘ガ∂♂’～イ5，　Z）6〃・’5かゴ．

ノb♂厩αなどが群生し，潮位が高い時に冠水する低位

レベルの立地に独特な支柱根を紳ばすRノ庸oρ1～om

αρ～α・♂α彦αの低木，幼木が生育している。

　讃評種数は4～15種を数え，8種を越える林分が多い。

3）立地

　Acrosticho－Xylocarpetum　moluc．
censisの生育地は，　Ceriopo－Xylocarpe－

tum　granatiよりも高位のレベルでシャコ山間に

限って汽水による撞水する立地となっている。地形的

に平坦でないために，より内陸側に隣接して生育して

いるLumnitzeretum　littoreae，　Phoe－
nicO－Excoecarietumの構成種であるムκ〃～．

〃～捻召ノ駕漉ω敵～，瓦郡Odα〃－1ααgα〃0ご12αなどが時に

侵入している林分も少なくない。低木暦と草本層に限

って，ミクロ的にみれば，シャコ山の部分とその間の

低位の所では，種組成，優占種などに差があるが，高

木第1層の構成種，高木第2層の構威種を考慮にいれ

ると2群落としては区分できない。
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4）　下位区分

　Acrosticho－Xylocarpetum　molucc－
ensisは，特定の薫群集区分種をもたない典型亜群

集，Bノ層～’9～イ～01’α95り〃ノ～01γノ歳αを簾群集区分種とする

B「uguiera　gymnorrhiza亜欝集との2亜
群集に下位区分される。典型亜群集は，群落の高さが

10m以下の林分が多く，君ノ’～轡’～8ノ幽αり「Z～”ご翻ω，β”仏

9ど‘記1’α少α1ΨゲZo・8αの生育の有無によって典型変群集，

Bruguiera　cylindrica変群集およびBru－
9uiera　Parv三flora変li羊集の3変群集に細区分

される。一方，10m以下の林分がほとんどないBrtト

9uiera　gymnorrhiza　j匝群集は，　Bノ¶♂’9♂’～81U

8ア〃〃01γ1～1£αが高木層に優占する林分を形成するこ

とはなく，XJF∠oぐα’ソ）～∬”～oZ～’αノ。”5～5，αノ畠～oρ5‘α9α♂，

Xメ。α～1ψ郡g／Y〃～α‘～〃〃，R1鹿ρp1ωrα妙！α’館αの内，

1～3極が高い被度，群口で繁茂している。Brugu－

iera　gym110rrhiza亜群集は，　さらに，β1’～’一

9’で～8’u‘う〃〃‘疏αzの生育によってBrugulera

cylindrica変群集と典！ll竣祥集とに細区分される。

5）分布

　Acτostlcho－Xylocarpetum　molucc－
ens童sは，　Pattani，　Nakhonsritham11ユaratなどから

の植生調査資料が得られていないが，断片的な細分も

いれれば，タイのマングローブ域に広範1珊に分布して

いる。亜群集以下のレベルでは，各下位単位の植生調

査資料が得られているPl〕an－nga，典型亜群集しか植

生調査資料が得られていないChanthaburiなど分布

にかたよりがみられる。

6）保護と乱打

　Acrosticho－Xylocarpetum　moiucc－
ensisは，他のマングR一ブ林と同様に，B〃’g～’～6／u

8び，ノ〃〃。’闇所舵αの大木を中心に閲伐の影響が及んでい

る。大規模な伐採が及んだ立地では，起伏に富んだ地

形であるために二分的な嚢網土を有機質の流出が生じ

やすく，Pゐ。ω～鳶ρ‘ぬ‘／o沼などの侵入がみられる二

分も少なくない。

　U）SOlmeratietUm　OVaもae　aSS．nOV．
　　　（Taわ．13）

　請雨種：50ノ～ノzo1’α孟～αo㍗ごπα．

1）　相観

　Sollneratietum　ovataeは，高さ25mを超
える高木の5ω〃z6”盈αo搬如ヵミ林冠を形成し，林内

は！ぐ1z激4，ノ～01『α砂～ご’でZαぬを中心にマングローブ林の

構成種が数種混生している（Fig．16）。

2）構造

　最も発達したKapur（Ranong地区）の林分では

38mに達しているが，一般に24～28mの高木第1層を

始め，高木笛2層，低木層および草本層の4層構造か

らなる森林植生である。高木第1屑には，50〃〃θノ厩∫α

07’‘z如が優心し，林分によってR1庸（ψ1～α8ααρ’α4α如，

飯，～僻η～勧（痂で加α廊を混生している。高木第1層の

三面率は80％以上の林分が大部分であり，林内まで高

い照度が確保されるため高木第2履および低木層には

多くの植物の繁茂がみられる。高木第2罎は植被率が

50～70％と高く，　Rlz～之。♪ノ～01とzα／）1c～イZ‘z’‘z，∠4τ雇ご8〃刀ノπ

痂’ご加αZ～∫，／鋤’g～イ～8ノ虚αカω－τ，ぴZω’αなどの常在度が高

い。低木厨も高木第2層の構成種を中心に，　1VJψα

ノ＞8嫉‘ノα〃∫などが生育している。林分によって植被率

の差が大きい草本願は，ノ16απ’ノz郡〃ごの疏ぜ5，Dc’フ露

”ガbZ～α‘αの常在度が高い。出現種数は5～13種，平

均臨現二二は8種を数える。

3）立地

　Sonnerati硯um　ovataeは，マングローブ
林域でもレベルの高い立地に限って成立しており，多

くの林分がすでに伐採されてしまっている。Cerlo－

po－Xyiocarpetum　granati，　Acrostl－

cho－Xylocarpetum　moluccensisの生育
地とPhOen量CO－EXC（）eCarietUmあるいは

hmnitzeretUm　l1ttoreaeの生育地との接
点域に生育域をもつ。また，河川沿いでは，Aegl．

cerato－Kandelietum　caIldeiの生育地と
接していることも少なくない。

　Sonneratietum　ovataeの立－地は，潮の干

満によって冠水する期間（時間）が少なく，汽水の塩

分濃度も低いが，土壌中に残留している塩分の濃度が

高い価となる傾向があると判定される。したがって

50〃〃6・噂認～α属が優吟詠を形成している。

4）　下位区分

　Solllleratietum　ovatae　をま，　且η～c6〃〃ガα

（〃ど0～〃α薦が生育することによって区分される亜群集

と特定の区分種をもたない典型亜群集とに下位区分で

きる。　Avicennia　officinalis垂i群集は，

8～13種の出現種数を数え，5～7（10）種の典型亜

群集よりも豊かな種組成である。

5）分布

　今回の調査では，Sonneratietum　ovatae

の植生調査資料は，Kapur（Ranong）およびDonsak

の2地点から得られている。

　12）Phoenico－Excoecar量et職聖ass．
　　nov．　（Tab．14）

　　　マライソテツジュローシマシラキ群集

　標徴種lE脚06じα”～αα9と認θ訪召，区分種：Pノ～06〃鉱
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　F圭g．16Sonneratietumovataeの林内相観（Kapur）。

Viewoflnsideaforestof　Sc）lueratietum　ovatae　atKapur．

　！，αZ～κ♂o∫α．

1）組成と構造

　Phoenico－Excoecarietumはマングロ
ーブ帯に生育する常緑高木林の一つである。植生高は

生育条件によってかなりのばらつきがあるが，10～20

mの高さをもつ林分がもっとも多くみられ，発達した

林分では301nにも達することもまれではない。

　群落の階層はおおむね高木第1層，高木第2層，低

木層，草本層の4層構造を示すが，群落の発達や人為

的影響の程度によって高木層の欠ける林分がみられる。

なお植生高が5m程度のβ認06ビαがααgα♂Zo‘，1～α若齢

林が各地にみられるが，これらは人為的な伐採による

再生林であるため，本群集には含まれてはいない。

　高木層から草本層まで，各階層を構成する種の数は

植生高と［薄様3～6種，10～！5種，23～25種と，群落

の生育立地条件に対応し異なり，しかもまとまりのあ

る値を示している。高木第1層と高木第2層には群集

箆鷺種のE脚0αUノゴαα9τ〃0‘ソ～αが最も常在度が高く，

さらにノ銃隠砂1～θ’¶α妙飴～’Z‘～’α，Xyoαz厚）〃∫9’w～ζz々〃〃，

X．ノ〃oZ榔6β〃∫’5，盈漉～8”αZ漉α’α〃∫などの高木が高

い常在度を示し，ところによって優占種となっている。

またC5ηzω〃（励α1’ゴραが比較的高い植被率で生育す
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　Fig．17チャソタブリのPhoenico－

　　　　　Excoecarietumの林分。

StandoξPhoenico－Excoecar三eωm
at　Chanthaburi．

る林分も局地的に存在する。

　低木層には群集の区分種である昂。伽嬬ρα々κ103α

が高い常在度と植被率を示し，またC8’ゴ砂5頗g‘4も

これに次いで高い優占度を示している。　とくに，　C．

彦αgα∠は未発達の若齢林で優占する傾向がある。また

σ46α〃～4α8αは低い植被率であるが，高い常在度で

生育している（Fig．17）。

　草本層構成種はAθ¶o∫’1漁’〃μ5P6c’05～〃μが最も一

般的で，3G～5G％の植被率で林床をおおい，出現種数

の多いよく発達した林分に出現する傾向がある。また

註．αr‘耀〃〃は出現種数の少ないやや疎開した未発達

林分に生育する傾向がみられる。

　群集を構成する種群の大部分は自立生の常緑高木で

あるが，つる性の木本植物も比較的多い。Dβノブ廊癖一

ノb〃αオα，Dα伽’19’αcα〃‘z6ノ～α卿∫15躍α98〃α1ゴα∫ノ話6α

が高い常在度で生育し，主に低木層に繁茂している。

また半つる性低木のα6”046〃凶80〃～ノ卿’ノ〃8も常在度

は低いが所によって高い植被率を示している。

2）　立地条件

　Phoenico－Excoecarietumの生育地はマ
ングローブ林の生育域の中では上流域の陸側に近く，

海水の影響の比較的少ない立地に位置している。すな

わち，海水の冠水時間の最も長いSolmeratio－

Avicennleteaの植生帯やそれに続く，ノく1庸。一

ρん。㍑spp・の優上する植生帯には全く出現しない。

さらに陸側に近く，移動してXメ0‘αψ～’∫spp．の目

立っ植生帯に入ってはじめてPhoenico－Excoe

－carietumの小林分が出現しはじめる。そして

Acrosticho－Xylocarpetum　moluccen，
sisの植生域に接してはじめてまとまりのある植分

がみられる。その広がりの規模は様々であるが，地形

の勾配がゆるやかなところでは300～400mの広い幅で

生育する場合がある。Phoenico一£xcoecari－
etumの陸側にはH8漉～α’α」∫オオ。’u々5の林分がつづ

き，淡水の低地湿生林となる。また，排水不良と考え

られる平坦地形では次項にのべるLumnitzere－

tUIII　llttoreaeの群集域が相接して存在する場

合も少なくない。

　Phoenlco－Excoecarietumの生育地に
はしばしばシャコ山の形成がみられる。したがって，

地形的にはきわめて起伏がはげしい。そのため，同一

林分内でも冠水時間が異なり，個々の植物の生育条件

にわずかな差が生じている。E螂08ごαノ毎α9α”061zα，

以08〃ぼρα伽405α，H6漉’8”α♂漉0ノ冨’5などの高木

や，D8ηゴ5〃ガb〃α∫α，理α9〃αrガαfノκ♂～ごα，　A‘7η5漉んノ‘〃z

spp・などはシャコ山の上部に生育する場合が多く，

βノ’～69”妙πSPP．，　XツZ・‘ωψ～∬SPP．などは凹状地で

生活力が旺盛である。

　土壌は，流水によって周辺の陸域から運搬された砂

質土壌が母材となる場合が多い。しかも短水時間が比

較的短かいため，土壌中では酸化還元が行なわれやす

い。またシャコによる土壌の撹乱は土壌中への酸素の

流入をうながすため，土性は比較的疎な構造をもち，

土色も明褐色をおびている。しかし，平坦な地形に生

育する林分では土壌も硬さをましてくる。地下水の塩

分濃度は1．4～1．5を記録している（p・41参照）。

3）下位単位

　Phoenlco－Excoecarietumは種の結びつ
きにより以下にのべる3亜群集に下位区分される。

　a．Xylocarpus　Inoluccensis亜群集：
　区分種はXメocαψ照〃～oZ配ω～∫’∫，・4が‘8／1加αφ

ノγ6～〃α〃5，n雇αツ∫ω～ゴα〃’αが∫～ノ〃α，五αz〃∫1～硲〃。ゲb々～∬

である。高木層のE∬ご08ごα1毎α9α♂♂o‘ゾ～αとXメ。‘αノ：ヵ1‘∫

〃励κ‘78〃5∫∫が相半ぽで生育する植分が多い。　P／zo6一

〃四四翻405αと　Hoノ捌6ノ’α♂漉α「祓5をよ低木層に生

育し，高い常在度で存在する。草本暦にはAθ’o∫昂

ご1z～‘〃’ψ爾。∫z〃〃が50～60％の植被率で生育する。出

現種数は10～20種で比較的多く，時に27種に達する植



分も記録された。

　Xylocarpus　moluccensls距群集の立地

はAcrosticho－Xylocarpetuln　moluc．
cens玉sときわめてよく似ている。上流域に分布し，

流水から離れて位置する。土壌は粘性の強い赤褐色土

壌でありシャコ山の発達がみられる。Phoenico－

Excoecarietumの中では最も罵水時間が長く，

最も富栄養条件下にある林分と考えられる。

　Xylocarpus　moIuccensis亜群集の林分
はTran9で最も多く記録され，　Krabi，　La－un，　Phang＿

ngaにもみられた。

　b．Cerbera　manghas（ミフクラギ）亜群
集：Cerbera　manghas亜群集はα’方〔〃u〃’α〃一

9乃α∫，H～伽α‘3’〃αぐ8〃5，　qy〃。〃z8〃’α～1ψα，　Cノマ〃〃～一

ノ／o”αなどで区分される。これらの区分種の多くはマ

ングローブに接した湿生林に生育の中心をもつ種群で

ある。高木層にはE灘‘08cαノ「忽αg〃061zα，盈’漉諭u

／認αη廊，Xッ∠oαz’ψ螂9ノ’α〃α彦z〃πが互いに優占する

かあるいは同程度の植園率で生育している。林床には

ノ1θη漉‘ん～〃π塑βご’05’〃μが多い。亜群集区分種の中で

は，Cb，〃。〃’8〃’αかψζ墨，！ガゐ～∫側∫配’α6β榔，α酌6柵

〃’α〃g加∫が顕立つが，他の種群の常在度は低い。

　生育地はXylocarpus　moluccensis　i｛ll

群集とは反対に，群集の分布域内では最も陸側に位置

しており，湿生林の伍漉融uZ漉。ノ’α臨群落に隣接

している。地形は平坦で，もはやシャコ山の形成はみ

られない。土壌は，緊密な褐色の土壌である。

　Cerbera　Inanghas　1｛「1群舞ミはシャム湾側の

Khanom，　Donsakに限って分布がみられる。

　c．　典型亜群集1特別な区分種をもたない下位単位

を典型亜群集として区分した。一般的に疏co6αηゴα

αgα〃0訪αが優照し，時に1脇06〃揺！）認”ζ／0∫αが優占

する。C8’ゴ。が孟α8認，　He1伍｛ぞノ’α1漉orα如の常在度

も高い。幽現種は10種内外の林分が多いが，人為的影

響の強い林分では3～4種に低下している。　とくに

Chumphong，　Chanthaburiにこのような退化相とも

云うべき林分が多い。立地は前述の2亜群集の中間的

な性質を示している。分布はアンダマン海側，シャム

湾側ともに各地に記録された。

4）分布

　Phoenico｝Excoecarietum　の分布域は
アンダマン海側，シャム湾側ともすべての調査地区に

出現している。傾向的にはシャム君側の方がわずかに

広い御調にみられる。またPha119－nga，やKlrabiの

ように，石灰岩を基岩とする地域にE螂。β6αノ臨α8αム

1‘勲αが殆んどみられないことは注目に価する。しか
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し1砺。β〃1ζτ♪αZ’κあ∫αの出現度は高い。

5）　人為的影響と自然保護

　Phoenico－Excoecarietum　の標徴種の
E∬CO8ω1ゴααgα♂♂OC1～αと区分種の習ZO8〃’」じραZ～～403α

は共に殆んど人為的には利用されていない。したがっ

てマングローブ林域で，有用木の伐採が進む地区では

両種はむしろ競争相手が除去されることにより，生育

域の拡大が起っている。とくに伐採のはげしいChan－

thaburi，　Chumphonなどでは広大なEτビ08αηゴα林

がみられることがある。

　マングローブの本群集は上～中流域において水際を

ふちどるように生育し，その林地の立地保全上の役割

は比較的高いと考えられる。したがって，有用樹木の

生育園斜な上流域ではむしろ保全にっとめる必要があ

る。

　13）　Lumni£zeretum　littoreae　ass。

　　勲ov．（Tab．15）

　　　アカバナヒルギモドキ群集

　標徴種：ム！〃〃〃庸8／8α〃”01コ口Syn．ムご706ビ’〃（～の．

1）組成と構造

　Lumnitzeretum　httoreaeは常緑広葉樹
高木林の一つとしてマングローブ林内に生育する。植

生高は一般的に24～25mに達し，発達した林分では30

mに及ぶことがある。高木層の優占種は五’‘〃〃～液θπ

1瞬ωでαであるが，高木層には他に1《1～舵砂ノ～oノ’α砂～α’一

Z‘～如，が高い常在度で出現する。高木第2層には

NyOα砂榔91U〃α”〃〃，ノ《ノ～1加助0’Uψ‘マ’1α’α，が多く，

低木層ではC8ノ初ρ∬α8認，＆うψノ～〃～o”α1り16Zノーoρ1～y－

1ααノα，H8’伽θ’αZ認。ノ「凶∫などが高い常在度で出現し，

局所的には優占種となっている。草本1鰻には撫γθ5が

‘ん～〃厚ψβc～o∫～〃厚，Dα〃♪8’79～α6αノz‘Zβノ～‘～’6〃∫ノ5，R〃κ～α〃～’∫

SP・などが低い植被率であるが，高い常在度で出現し

ている。出現種取は3～4種の単純な林分から24～25

種に達する林分まで，多様である（F19．18）。

　本群集はPhoenico－Excoecarietumと
は種組成的に共通的な特徴をもっている。群集内には

E剛06α説ααgα伽0ノ～αは全く出現しない訳ではなく，

低い常在度にとどまっている。またPノ砂8／z捻ρoZ～κ10∫α

も同様にきわめて低い常在度で存在する。

2）　立地条件

　Lumnitz6retum　littOreaeの生育立地は

Phoenico－Excoecarietumとよく似た条件
下にある。すなわち，マングローブ林域では最も内陸

よりに生育しており，冠水時間は最も短い。塩分濃度

も0．6～0．7％を記録している（p．41）。

　調査されたLunmitzeretum　litt・reae
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Fig。18　Lurnnitzeretulnlittoreae
　　　　の群落粗観（ChumPl｝on地区）。

　Physiognolny　of　Lu！unitzeretunl

　littoreae　（ChUlnphon），

の林分から判定される立地の性質は，地形的に平坦で

あること，シャコ山の形式がほとんど見られないこ

と，流水辺には｝＝i二擁しないことなどである。また土壌

条件としては陸成の黒藻色をおびた土壌で団粒構造の

発達が不良で通気に乏しく排水がやや不良であること

があげられる。このようなわずかな条件の差によって

Lumnitzeretuln　BttoreaeとPhoenico－
ExcoecarictUln　がすみ分けしていると考えら

れる。

3）　下位単位

　ししmユni£zeretum　littoreaeの＆3ψ1～～一

ρ1～om1り・4’砂1z5，”‘～‘6αを区分種とするScyphiph－

ora　hy（lrophyllacea　工建i群集，　R〃～‘1α〃～’5sp．

を区分種とするPa11（lanus蕪群集，および特別

な区分糧をもたない典型1匝群集に分けられる。

　ScyPh1Phora　hydrophyllace乏芝1臣牙洋集
は低本暦に＆ひψ1～ψ1～o”α1り’め砂1zッ♂面‘，8αを比較的高

い頻度でもつZ・己〃朋歳ご”α　林である。R1歳砂1～θ’瀦

砂’c～痴態の擾占度が高いのに対し，Xメ。θ8妙榔g1距

’～α孟κ〃～，Coノ『～oρ∫如gα♂はほとんど出現しない。　また

五θη∫ご勲～〃〃∫ρ面。∫～〃〃の植被率も低い。　このよう

な種組成から本亜群集は，群集域の中では，比較的流

水辺に近く生育し，冠水時間が長いと推定される。分

布地は殆んどKrab1地区に集中している。

　Pan（1乏mus噸群集はR乙〃‘～ω～～’3sp．を区分種と

し，さらにHめ～5昭5躍～αぽ～ご∫，ル滅∫～α漉彦ω堀ム，

C6乃8ノ’α〃’α〃g1昭3などでも区分される。種組成的に

はPhoenico－Excoecar三etumの　Cer－
1）era　manghas亜群集と同位の群落単位と考え

られる。

　Pandanus亜群集の生育地は，群集の生育範囲

内では冠水の頻度が最も少ない陸側に位置している。

地形は平坦で，シャコ山の形成はみられない。土壌は

比較的乾燥するため，酸性で基色をおびている。

Pandanus亜群集の分布はシャム湾側のKhanom

のみに記録された。

　Pandanusエ臣群集は：さらにScoropia　macro－

Phylla変群集と，　JungelmanniasP．変群集

とに区分される。後者は前老より，さらに塩分含量の

少ない立地で，マングローブ林としては最も陸側に生

育している。

4）分布

　LUnmitzeretUm　lltt・reaeの分布は
Khanomが最もきわだっており，他にChumphon，

Krabi，　Khuraburi，　Satun，　Chanthaburiなどほとん

どすべての地区にわたっている。したがって分布を決

定づける要因は温度条件，地理的条件，さらに土壌の

化学的条件などに左右される度会はきわめて少ないと

考えられる。

5）　人為的利用と自然保護

　Lumnitzeretum　llttoreaeの漂徴種であ
るゐ～’〃〃～～‘26’幽α”πo’mは高さ30mにも達する直立し

た幹をもち，樹形は均整がとれ，群落全体で美しい森

林を形成する。ゐ～〃〃〃庸8照玩餅孜z材は製炭にも利

用されるが，建築用材としての利子の方が多い。現在

広く伐採が進んでいるのはChanthaburiで，同地域

ではまとまった残存林はほとんどみられない。

　ムκ川〃～錠β紹♂読。’僧ωはマングP一ブ林の最も陸側

の塊界付近に発達し，その現存量もきわめて高い。し

たがって森林経営上重要な樹種と考えられる。また上

流域にあって立地保全に果す役割も高く，現存林分の

保護育成が望まれる。

b．その他の植物群落Other　communit隻es

14）　Scyphiphoretum　hydrophyl一
　蓋aceae　ass．　nov．　（Tab．16）

　　ウミマサキ群集
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　Fig．19　5c：yρ1～4）1zo～墳1Lツ4’『oρ1～y♂αcεαの花

　　　　　　（Donsak地区）。

＆，〉ρノ～ψノ～oノ・α1ぴ4mρ／～♪7〃αビ8αln　bbom（Donsak）．

　標徴種：5c：y♪1ψノ’ω’α／り・4’ψ妙1如。侃．

の　組成と構造

　＆ぴψ1ゆ／zα¶α／り・訪’砂ノLツ〃α螺はアカネ科の常緑低

木で，マングローブ四域にしばしば低木林を形成す

る。＆躍）1～11，／301’α1露y訪冑（4）1LツZ♂α68αの樹高は4～5m

の場合が一般的である。ときに主幹の一部が伸長して

7mに達する林分もある。葉は円形で厚味があり，耐

塩性の形態を示すが，葉群の密度は比較的薄い。

　Scyphiphoretum　 hydrophyl互aceae
は3釧勉ψ／～o／u1り・‘Z’一〇ρ1zyZ‘～α翅　1種が優占種とな

り，低木層の主要な構成種である。しかし，場所によ

ってCθがoρ∫’α9α♂，C．‘た‘，α〃6かα，β1・〃9～’～6’・αくゾ～〃一

‘1ノ’～（罷瓦τ‘η8α〃・～‘zα9αZZoご1～α，／rノ～08ノ～～ユコρ‘～ZzκZo∫αな

どが植被率10～30％程度で混生している。これらの種

の中ではβ’¶’‘99’”8”αり，♂1〃6疏αヱと瓦τω8ビωゴααgz～Z一

～061zαの常在度が最も高い。低木層の植被率は70～90

％である（Fig，19）。

　これに対し，草本層の発達はきわめて悪く，その植

被率は調査された大部分の植分で10％に満たない。草

本鱒には低木層に現われた種麹の幼苗がみられるのみ

で，群落特有の草本植物はほとんど生育していない。

とくにマングローブ林に多いノ1θ『05∠’‘流〃〃’spp・カミほ

とんど出現しないことは，この群集の特徴である。

　つる植物としてはDα♂ろヴg如でU〃46〃α’81～粛，7｝おム

8”α鹸αα～‘∫ケαんz5～躍，　Cα6∫α砂∫π1αθ¶競‘zなどのつる

植物が草本贋から低木1蕾にまたがって生育している。

2）生育地

　Scyphiphoretum　hydrophyllaceae
の生育地はマングローブ林域の上～中流域を中心に位
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遣している。自然状態では流水辺に低木林を形成する

が，多くはLumnitzeretum　littoreaeや
Phoenico－Excoecarietumの代償植生と
して出境する。地形的には起伏の少ない平坦地から，

シャコ山の半ば崩壊しはじめた立地に生育している。

土壌は赤褐色をおびている。

3）下位単位

　下位群落は3っの箆群集が記録された。Ceriops

taga1工二二はα・ゆ5’響4Dα伽9～α・σ〃46一

〃α’6〃5～∫で区分され，伍癬諭u♂漉。昭傭群落に

近いマングローブ林山の最：奥地に出現している。

Khuraburi，　Krabiで記録されたXyloca「Pus

m・1u・cen・is亜群集はXン♂…吻・・融κ・d〃・ゴ・，

C8ノゴ。が‘1‘～ごα”4’¶α　で区分され，　AcrOsticho＿

Xyloca「Petum　moluccensis域に接して
分布・生育し，前亜群集より冠水時間が長い。典型亜

群集は中～下流域の流水縁にみられ，3亜群集中最：も

冠水時閥の長い立地に生育している。Xylocarpus

moluccensls亜群集と典型！瞳洋集は共にシャム

湾側のDonsakで普遍的に生育している。

4）　自然保護

　Scyphiphoretum　hydrophyllaceae
は低木林として自然植生，代償植生とも安定した林分

を形成することができる。したがってDonsakのエ

ビの養ダ直に伴う森林破壊地での植生復元には適した群

集の1つであると考えられる。

　15）Lu斑n童tzeretum　racemosae
　　ass・nov・（7al）．17）

　　　ヒルギモドキ群集
　標徴種：L～‘〃～〃～詑β1’αノ・αご8ノ〃05α．

1）組成と構造

　Lumnitzeretum　racemoSaeはマングロ
ーブ四域に生育する常緑低木である。植生高は2～6

mで，低木層と草本屡とからなり，ときに草本層を欠

くこともある。標二種のL～〃嬢～薦8’¶αア’αご8’～zo∫αは優

占種として殆んどの三分に幽現し，枝を横に拡げて密

な群落を形成する。低木層にはさらにB1’Z’8’Z‘諭π¢y・

♂～ノπ〃1αz，ム～〃ノ〃z～舵ω’αZ漉。ノ’礪，C6ノゴoρ5如9躍，　M冶」‘レ

♂8醒αZ6醐α4伽諭ηηなどが生育しているが，いずれ

も常在度は低い。草本層は・4‘γo漉ご1z〃ノ〃∫♪伽。∫z〃μ

が比較的高い常在度で出現し，植被率20～30％で地表

をおおっている（Fig．20）。

2）生育地

　Lumnitzeretum　racemosae　はマング
ローブ林域内では比較的上流域に限って出現する。し

かも冠水時間の長い流水辺に生育することはごく稀
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Fig．20泥土が流され，1酬1気根が露1＝Uしている

　　　　　LumnltzeretumracemOsae
　　　　　（Chanthaburi地区）。

LUmnltZeretUmraCemOSaeWithknee－
roots　covered　in　san（1．　　Lu1n　n　itzeretun玉

racemosae　is　a　substltute　vegetation　of

Lumnitzeretum　iittoreae（Chanthabしlri）．

で，多くの場含後背湿地の平韻地形上に群落を形成し

ている。またLumnitzeretum　racemosae
はLumnitzeretum　littOreaeに接して生
育している場合が多く，Lumnitzeretum　llt－

toreaeの半ば崩壊しかけた林分内にもしばしば出

現する。土壌条件は粘性の強い黒褐色の土壌を主と

し，その性質はLumnitzeretum　littoreae
の土壌に近似している。しかし，Pattaniでは砂丘に

接した砂質土壌上にもみられる。

3）動態

　Lumnitzeretum　racemosaeは低木；林の
もつ特性により林縁群落として自然状態で生育する。

また，隣接する高木林のLumnltzeretum　l三t－

toreae，　Phoenico－Excoecarietumなど
の森林の伐採あと地にも侵入し，生育域を広げる。

Chanthaburiの林分はほとんどがこのような二次植

生でしめられている。

4）下位単位
　B7協9～磁ノ’αCツ♂加dノ脅α，〆レα漉1躍∫沼‘ヴ∂々’∬によっ

て区分されるBruguiera　cylindrica亜群

集と，ゐ～θ〃ノ漉π‘〃u1漉01でα，　D認みヴ9！α‘α〃漉ηαオ6ノ説∫

で区分されるLumnitzeralittorea工｛i！群集お

よび典型ll巨群集の3！｛li群集が区分された。　Brugui－

era　cyhndrica亜群集は中流域に近く位置し，

群集の生育比隣の中では最も冠水時間の長い立地をし

める。これに対し，Lumnitzera　littoreaの亜

群集はLumnitzeretum　littoreaeに接して
生育し，冠水時間が最：も短かい。典型亜群集はこれら

の亜群集の中間的な生育条件下に生育する。

5）分布

　Lumnitzeretum　racemosaeはChantha－
buriに最も広く分布し，さらに，　Chumphon，　Pat－

taniなどにもごく小面積で出現し，全般的に分布がシ

ャム湾側に傾よっている。

6）　自然保護

　Lumnitzeretum　racemos琶eは低木林と
して林子植生を構成することができる。したがって，

上流域では流水辺の護岸，あるいは伐採地の一時緑化

に役立てうる。

　16）　Acant蓋。＿Finlayson皇et犠嫌

　　ma「iti漁段e　ass・nov．　（7ab．18）

　　　　ミズヒイラギーウミベガガイモ群集

　標徴種，区分種：況腋り’∫o〃～α〃～α’ゴ’～〃～α，撫翻諏’∫

漉‘ガb〃～’∫．

1）相観
　瓦〃Zαツ50〃1α〃～αノ露’〃’α，！1‘w励榔漉曜∂Zピ郡，Z）8r－

7廊〃ガ∂Z磁α，Z）α∠ゐω窺αα〃κた1κ膨’癖∫など，おも

につる植物を優占種とする低木一つる植物群落である。

植生高は1～2mで全植被率は80～90％となる。通

常林縁部や林内の光斑都，シャコ山上に斑状あるいは

帯状の二分を形成する。森林伐採地などでは颪的に広

がる場合も多い。

2）構造

　つる植物，低木類からなる単層群落である。隣接す

る森林からB加g”～ε脇《y1∫〃‘み¶’6α，！ヒ1庸。勲0～・αψ．

c”磁α，β’「z‘9擁1’αカα’噂吻こZo昭などの木本類が混生し，

疎らな低木暦を形成する植分もみられる。

3）　立地

　満潮時には海水または高い塩分濃度の汽水に浸るマ

ングローブ前部を生育地としている。植分はRhizo－

phoro－Bruguierion　gymnorrhizaeお
よびAcrosticho－Xylocarpion域の林縁
部，シャコ山上，光脚部，森林伐採地に発達している。

4）下位単位

　特定の区分種をもたない典型亜群集とDα伽ノlg忽
ごαノ～610〃α’8〃∫’∫，躍‘zg〃ωゴαゴ〃イ16α，ノ161弓。漉‘ゾz～〃〃∫ρθ一



ビ～o∫～θ〃などで区分されるDalbergia　canden－

a£ensis亜群集に区分される。　Dalbergia　ca一

凱denatensls亜群集は典型董匝群集と比較しより

内陸側に生育し，汽水に侵される時間はより短かい。

Dalbergia　candenatensis亜群集は内1睦の
シャコ山上を中心に発達している。

5）分布

　Chanthaburi，　Ranong，　Satu11，　Krabi，　Phang＿nga，

Chumphonなど，マングローブ林の発達地のほとん

どすべての地方に分布している。Dalbergia　ca－

n（lenatensis運群集は　Chumphon，　Phang覗ga

などで広くみられる。

6）　保護と禾冠用

　本群集は自然状態よりも，伐採などのマングローブ

林への人為的麗乱によって生育地が広がる傾向が強い。

マングローブ林の復元などの際に土壌保全，小林分の

保護の目的で利用可能である。

　17）　Nypetum　frut圭cant量s　ass．nov．

　　　（T3h．19）

　　　ニッパヤシ群集

　標徴種：遅yραノ〉¶’漉。αノz3．

1）相観

　八馳αノ）’μ加瑚∫の優占した高さ4～5mの植分。

1＞：ノ｝¶Z癖Cα那の純群落になることもまれでない。流水

辺に帯状の植分を形成する。Nガ’～‘批α〃3は高さ40cm

以下の塊状の茎から長さ2～4mとなる大形の葉を叢

生し，特異な群落相観となる（Fig．21）。

2）構造

　Nノ〉’～癖‘α〃∫のみの単暦群落となる。　または高さ

4～5鶏，二二率70～90％のNノ〉弓～”α〃～5の下層に

A‘α〃孟1耀∫〃ごゲ∂Z々ぜ∫，F～ノ～♂の・∫oノ～∠α〃～α廓∫〃～α，　A‘ノリー

∫’～‘ノ1～〃μ‘z〃で♂〃ノ’などからなる高さ0．4～1m，植下

率1～30％の疎らな草本層が形成される。

3）立地

　河口近くの河辺に発達し，マングローブ林域の

Acrosticho－Xylocarpion，£xcoecario
－Lumnitzeretalia域の流水辺にも帯状の植分を

形成する。淡水やそれに近い塩分濃度の1氏い汽水によ

る浸水時間の長い水辺を生育地とし，海水や塩分濃度

の高い汽水に浸る区域にはみられない。Nノ函加α那

は二二でありマングローブ山内ではほとんど生育しな

い。

4）　　「ド｛立単｛立

　混生種には偶生種が多く，明確な下位単位はみられ

ない。

5）分布
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Fig．21　Nypetumfruticantisの相観
　　　　（Ranong地区）。

Standof　Nypetum　fruticantis　a！ong

the　upPer　stream（RanQng）．

　Nノ｝’～‘批απ∫の分布に伴なってタイの沿岸全域に広

くみられる。植生調査資料はRanong，　Kapur，　Chu－

mphon，　Donsakなどから得られている。

6）　保護と利用

　N，ノ｝’Z‘漉侃5の葉はマングローブ周辺の村落では蒙

屋の量根，壁に用いられ，ニッパ・ハウスと呼ばれて

いる。また種子は食用とされ，タイ沿岸地の国道脇で

は袋につめ売られている。Nノ｝’Z‘漉α榔はマングロー

ブ樹種の中でも有用性が高く，一部のマングローブ林

では植栽，管理されたニッパヤシ園がみられる。

　18）　Clerodendro－Derrietuln
　　trifo重iatae　（Tab．20）

　　　イボタクサギーシイノキカズラ群集

　標徴種，区分種；既‘配～αわ耀αU，αθノ層04επ訪・0π

ゴノ～ε〃〃8，πα9〃αノ毎∫ノκ玩α．

D　相観

　植生高0．8～3m，全植被率80～90％の低木一つる

植物群落である。概β‘配fαム卯。／u，α81¶o漉η診。ノ～

～〃8ノ？〃6，F如9〃α1ゴα加4記α，！）8〃廊かゲ配∫α如などが優

遷する。通常，帯状，斑状の三分を形回する（Fig．22）。

2）構造
　W闇闇Z∫αゐげ♂orα，α87¶04θノz4mπ加εノ¶〃zθなどの（亜）

低木，1）8r溶’ノ・びoZf漉α，　FZα9認αガα加漉侃などの
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F圭9，22マングローブ内陸域に生育するClerodendro－Derrietum　trifoliatae（Chanthaburi地区）。

　　　Clerodendro・Derrietum　trifoliatae；Oneofthemantiecommunitygrowing
　　　三nthe　inland　of　the　mangrove　area　（Chanthaburi）．

つる植物に丑cro∫如／z　1〃〃‘zど〃珈〃～などの草本植物が

混生した単層群落となる。

3）　立地

　満潮時にも高塩分の汽水の浸水を受けないマングロ

ーブ域内陸国に生育する。おもにExcoecario－

Lumnitzeretaha域に分布しAcrosticho－
Xylocarpetum　moluccensis　域の発達し
たシャコ山上にもみられる。　マングローブ後背の

Mご弼徽7α林周辺にも生育している。シャコ山上，林

縁部などに小面積の斑状，帯状植分を形成することが

多い。伐採地などでも面的に広がる場合は少ない。

4）下位単位

　種組成の変化は少なく，現在までの植生調査資料で

は下位単位は区分されない。

5）分布
　Chanthabur量，　Ranong，　Chumphon，　Chaiya，　Phang－

ngaなどマングローブ発達域のほとんどに分布する。

6）　保護と利用

　マングローブ林後背地の水田利用地では畔や林縁に

普通にみられる。人為的干渉には比較的強い。

　19）　Derrio－H隻biscetu玉n　ti茎iacei

　　ass．　nov．（Tab・21）

　　　シイノキカズラーオオハマボウ群集

　標徴種，区分種：H翫∫ビ〃5’～”αごβ～‘5，Cα8∫α砂加忽

θプ∫彦α，T1螂力θ∫～α少砂～’〃～8α．

1）　相観

　植生高1．8～6mのH～ゐ～∫α‘∫オ”α06zご∫優叢林。と

きにα6プ04劔4ノー。〃細ノ’〃～8が優聾する植分もみられ

る。河川に沿った林縁部に帯状に生育する場合が多い。

H砺∫6郡配～αご6郡をよ，海岸に根をはり，水面上に大

きく張り出して繁茂し，特徴的な群落相観を形成して

いる（Fig．23）。

2）構造

　ほとんどの植分は低木屡，草本履からなる2層群落

である。低木層は植被率70～80％でH～’み’∫ζマ’∫オ〃鷹♂～’∫

が優占し，α8’掘θ～諭’θ〃～ノzω’ノ〃8，D碑廊かψ♂ゴ畝z，

躍‘馨81／α’ゴα加‘11‘！‘τ，Tノ～（ノ∫！）8∫～α力砂～’Zノ～8α　などが混

生する。草：本暦は高さ1～1．6m，植被率2～70％
で，．46’・o轍，ん～〃μαz〃で～〃π，・4・5ρ86’o∫～θ〃ノ1伽’～ぬイ∫

8ゐ峨ぐ’αぬ5などが生育する。

3）　立地

　ExCOeCariO－Lumnitzerion　littoreae
域を中心としたマングローブ内陸域とマングローブ後

背地にみられる。満潮位には浸水するが，汽水の塩分

濃度，浸水時間ともに低い。Lumnitzeretum
littoreae，　H8漉～（〃’α”’‘01’α！～∫群落の自然の林縁
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Fig．23　Derrio・Hlbisce亡umtillaceiの群落相観（Donsak地区）。

　PhysiognolnyofDerrio－Hlbiscetumtiliacei（Donsak）．

群落として河岸に発達する。

4）下位単位

　やや広薦積に広がった植分には周辺の森林から
π6r漉εノ’α臨オor凶5，　XツZOα妙～イ∫9ノ㍑ノZαご～〃ノ～，　qyノ～0一

〃’θ”α～ノかαなどの木本樹種が侵入し，Her三tiera

littoralis：1暇煙霧を形成する。その他の未発達植

分は1碗48♂～‘z酵7αuで区分されるWedelia

b量flora亜群集にまとめられる。

5）分布

　Chanthaburi，　Ranong，　Phang－nga，　Khanom，　Cha気・

ya，　Donsakなど。　日本の西表島の植園（宮脇ほか

1982）も本群集にふくめられる。

6）　保護と利用

　森林が開放難癖域に接する林縁部で環臆緩衝機能を

果すと考えられる。また河岸の侵食をゆるめ，土壌保

全効果も期待できる。マングローブ林の保護対策の上

で利用価値は高い。

　20）　Pん。επε；じpα伽｛908αcommunity（Tab．22）

　　　マライソテツジュロ群落

　区分種：1「1zoβ〃盆PαZ～κZo5α．

！）相観

　PILO6〃1¢餌癬405αの優醸する植生高3～6mの低

木林である。H砂’屠6耀z磁01u傭などの木本樹種が混

生する林分では8～10mに達する場合もある。搬06一

〃ぼρα♂～κZo5αはシュロ状の樹形となるが，葉に大形の

刺が発達する。そのため優占林分ではやぶ状の相観と

なる。

2）構造

　低木層と草本層からなる2層林分となる。ときに疎

らな高木層を伴う林分もみられる。低木雇は高さ3～

6m，藤織率50～90％でPノ～oωz揺餌頗ゐ5αが優占

し，五18’¶屠απZ漉。”認～5，Dα伽”9～α‘α〃481z認8ノ画5

αノゴ砂5‘1α，α〃41噛αなどが混生する。草本層は高さ1

～2m，植被率5～30％で五c1’05”61z～〃π功80∫o∫z4”ら

Z）6ηゴ∫ケσb伽’α，α8ノリ46〃‘ゐ’oπ〆ノz召1層ノ〃8，迎α9θ♂♂αノ毎

～〃‘跳αなどが生育する。高木層を伴なう林分では

PlzO6ノ～ぼρ‘zZκ40鏡，　Hθノゴ漉1U♂漉0’冨～5，　X：yZOぐα1ψz’5

2〃。飯。ご8漉∫などが高木贋に生育する（F19・24）。

3）　立地

　Phoenico－Excoecarietum　域のシャコ
山上，林内の光斑部，河川に議した林縁部などに生育

する。Phoenico－Excoecarietum，　Lum－
n玉tzeretum　littoreaeの伐採地にも斑状の植

分を形成する。

4）下位単位

　やや先駆的な　W砒勧αるびZo薦下位群落と，森林
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　　　　　F呈g．24　河辺に発達したP1～08ノ～∴τ如Z♂κ♂o∫α群落（Chanthabu「i地区）。

卿zo8ノ～勘卿」～，405αco皿1munity　occurs　on　the　river　bank　of　the　mangrove　area（Chanthaburi）．

群落に移行的なH8’痂87u♂漉。ノ厩お下位群落に区分

される。Wセ漉♂∫αδケ70雌下位群落はW協躍α∂ゲZo鵡，

飾プ漉θ醜♂漉0ノ認お下位群落は魚r漉θ1一α臨彦orα」露，

C8r如ρ5盈0αη4プα，孟α’05批1Z～〃π5ρ8Cガ0∫Z〃πなどによ

って区分される。

5）分布

　Chanthaburi，　Satun。

6）　保護と利用

　代償植生としての性格が強く，保護，利用上の意味

は低い。盈。θπ㍑ρα伽405αの束Uを利用して遜譲立ち

入りを防止する壇に用いることが考えられる。

　21）　πθrεだεrα」ε麗orα置ε8　co獄π田nity（Tab．23）

　　　サキシマスオウノキ群落

　区分鍾：H診プ漉6プα臨’or詔5，　H翫5α‘∫躍ガα68～’5，

　　qy1～0〃z8〃αカψα，　Cブα〃3卯01罵αrろθrα7ノ～απ一

　　9んα∫，IrZαηc1307z〃α060ηα孟α，〆1π薦’αZ魏。プ罐5，

　　Z）’o∫ゑγ7’05声r2僧α，／1」ρρ13ツZ♂z‘560ろ肱

1）組成と構造

　挽r観θプαZ読。雌あ5が優占し，マングローブの種を

ほとんど含まない林分をまとめて漉r漉θ薦Z漉。ブα傭

群落とした。区分種は上掲の種群であるが，これらは

魏’薦Cμ5オ読αC8郡をのぞき優占することはない。記

録された林分は植生高が6～16mと低く，ほとんどが

二次林である。

　優占種のκ8ノ露瘤u♂読。”α薦1ま高木第2層，低木

層を構成し，／）α伽’lg’αωノ～4ωZα彦θ〃∫お，躍α8’”αrどα

～1z読。α，αθ’804伽41書。〃∫〃6’・1〃8，　Cα05召♂／）’〃’αcノお∫）αな

どのつる植物および半つる性の植物が混生している。

草本1馨には・4ぴω此んκノμ功戯05’〃〃が高難度で生育

している。

2）　生育地と分布

　群落区分種の紐r読6rα♂漉α僧αZ’51よPhoenico－

ExcoecarietumやLumnitzeretum　lit・
toreae　などの林分内にも高い常在度で出現してい

るが，H8漉諭uZ漉。ブα伽群落は河川上流域または内

陸域のマングローブ域よりはずれた地域に生育してい

る。したがって雨季に冠水するが海水の影響を受けな

い。

　土壌は上流から運搬された粘質土壌が主で，赤褐色

をおびている。

　H6r読6rαZ癖orα薦群落はChumphon，　Chantha－

buri，　Phang－ngaなどで記録された。

3）　その他

H8漉諭π伽α緬昌よ分布域が広く，わが国にも

発達した林分がみられる。　西表における林分は，

H瞬漉rαZ魏α噂α♂∫5を標徴種とし，Heritlere－

tum　littora11sとして記載されている。この林

分は植生高は15m内外で，サガリバナ，フクギ，リュ
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疑

面懸

騒識

繍

．麟磯
　無琶

無罪．

灘
F玉g．251協Zα如καZo～κα48〃6如’1の林分（ChUlnphon地区）。

Stand　of　MβZα如κ‘z♂θ♂κα‘Zβ〃‘〃。〃community（Chumphon），

ウキュウガキ，コミノクロッグなど30種内外で構成さ

れている。またサキシマスオウの板根はいちじるしく

発達している。これに対し，タイ国各地のマングロー

ブ林に接した地域ではあまり発達した林分はみられな

い。また種組成的にもわが国の林分とは異なる。した

がってHeritieretum　littoralisとは異な
る群落単位となる可能性がある。しかし，現在までの

植生調査資料はほとんど二次林であり，本来の種組成

を示しているとは考えられず，単に群落として記載す

るにとどめた。

　22）　2漉’αεe麗。α　εθ麗。α♂θπdroπcommunity

　　　（望ab。24）

　　　カユプテ群落

　区分種：M8Zα♂6’κα♂β～κα481z41臨。〃・

1）組成と構造

　．M8偏ακαZ6～κα4ω～諭℃πは熱帯地方に分布するフ

トモモ科の高木である。樹高15～18魚ほどで白くては

がれやすい構皮をもち，厚い全縁の葉をつけ，他の樹

木とは相観を異にする（Fig．25）。

　M8Zα如καZ侃6α46πごか。π群落は，マングローブ林

が内陸地方でほぼ生育限界のところに出現する。一般

にハ売翅齪。αZθ礁α46π6か。πの単純林を形成し，共存

する高木にはH伽∫α’5晒αc8郡，ノレ4説αZ漉α躍∫

などごくわずかな種に限られる。森林全体は植被率が

低く，開放的な相観を示す。低木層にはpzα〃cllo刀”α

060て嬢α，C‘z∬∫解sp，，0∠o∫ρツ1’o∫声〃’αなどの低木

に，躍α9認αノ毎加♂磁，（ろ・・z侃ぬ柵SPP，σノz6α’毎

SP，かα伽ノ19∠αα胴漉ノ瞬8〃廊などのつる植物が高い常

在度で生育している。草本層には矛10ro∫漉加那αz〃鞍

～〃π，澱〃～6’・説y〃∫読clzo妙〃α，＆如厩ぬ8ηななどがみ

られ，とくに・4㈹漉ぬ〃μαz〃でん〃多の優占度は高い。

出現総数は釆同定の種を含め14～24種である。

2）生育地

　ルたZσZ6’καZ6’‘cα48／zぬηz群落はLumnitzere．

tum　nttoreae　の生育限界付近に位置する場合

が多く，地形的には平坦で，地表面は乾燥状態にあ

る。土性は硅砂を含む砂質で排水がよく，白味をおび

る。地下水の影響を受け，また時に海水の侵入も受け

るため，地下水は高い酸性度を示すことがある。

3）動態
　M8Z認8κ6α面κcα461～41噂。π　は樹皮を利用されること

と，火に弱いこともあり，しばしば人為的な破壊が行

なわれる。したがって植生調査された林分の多くは開

放的であり，つる植物が多く，火入れの影響などもみ

られることから二次植生と考えられる。これらの林分

は遷移の進行とともに，他の樹木との混生林を形成す

る可能性がある。

4）分布
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　現地調査で記録されたM6Z厩ακαZβ〃碩68／z酢。π群

落はChumphon，　Kurabiに限られた。　Chumphon

にはまとまった林分がみられる。　なおPattani市に

近い海岸の砂丘上には広い範圏に五戸α」8～κα1召～κα一

‘た1駆りηの側生林が生育している。

　c．　マンゲ凝プ林の群落体系　Phytosociolog圭cal

　　syste斑of　maRgvore　vegetation　in　Thailand

　植物群落の把握，決定には目的，調査法などによっ

て，色々な方法がある。種組成を基礎に広く各地方の

植生調査資料の比較・考察によって決められる植物社

会学的な群落単位が他の群落把握法と比較して優位な

特徴の！っは，単に個々の群落単位：の個別的決定だけ

でなく，相互比較によって体系化されることである。

とくにマングローブ林のように東南アジアはもとよ

り，世界3大熱帯に広く分布している植生の生態学的，

林学的さらにエネルギー，水産資源の確保，内湾，河

口周辺の自然環境保全などに対して各分野の研究成果

が地球的視野で比較，応用されるためにも910balな

群落システムは，きわめて重要である。とくに個々の

assoclatlonレベルで場所，地方によって異なった群

落であっても種組成を基礎とした群落間の類縁関係を

考察する際に，群落システムとくに上級単位えの体系

化はきわめて重要な手掛りである。

　マングローブ林のような，一面的で極端な立地上に

わずかな環境条件の微妙な変化に対応して圃有の群落

を形成している種組成の躯端に貧化している植生単位

の決定は，かえって標異種の決定などに困難を伴う。

　タイ国海岸のほとんど全域から得られた2，2GO以上

のマングローブ植生調査資料を広域的に種組成の比較

から群集が抽出された（P．7～32）。マングローブ林

の海や河口付近の最前線に2～9種の限られた種群か

ら形成されている植分は，　SOIIneratio　albo－

Avicennietum　albae，　Sonneratletしun

caseorahs，　Aegicerato－Kalldelietum
cande1および，群集として現状でまとめにくい
50〃ノ～ε～闇α磁～～～α’・’‘ピ〃～α一CQmmunityは，　AτごC8π〃εα

α乃α，50〃〃87羅～α認6αおよび∠1θ9～‘8薦∫coηz’α4‘乙・

オ～‘〃呂を門門種または区分種として，群団；alllance，

Sonneratio－Avicenn｝on　albaeにまとめ
られる。

　タイの種組成のきわめて貧弱なSonneratio－

Avicennion　albaeは，現在までの植生調査資

料では，同じ標丁子または区分種によってorder，

SQnneratiQ－Avlcennietalaalbaeにま
とめられる。現在までの資料では同様にしてclass，

Sonneratio－Avicennietea　にまとめられ
る（Tab．25）。

　マングローブ林の中核部ともいえるRlz～zo♪／zoノ認

群落は内湾，河口付近のSom｝eratio－Abice－

nietea帯を除いて，河川，クリーク沿いの中，下流

域最前線に発達するRhizoph・retum　mucr・一

natae，その背後にもっとも広い面積を占めている，

Rhizophoro　ap董culatae－Brugu三efetum

gymnorrhizaeおよびRhizophoro　api－
culatae－Bruguieretum　gymnorrhizae
などの主として二次林として生育している　Cerio－

petum　tagalは，次の群団；alllance，　Acro－

sticho－Xybcarpionに対して，特有の共通
種をもっていないことでまとめられている。すなわち，

群集の標徴，区分種が，そのままalllanceの標徴種とし

てRhizophoro－Burguierion　gylnnor－
rhizaeにまとめられた。

　また，主にRhizOphoro－BurguieriOn
gymorrhizaeに接して，その後背地に発達して

いるCeriopo－Xylocarpetum　granati，
立地的により高い，シャコ山の発達している立地に生

育しているAcrostlcho－Xybcarpetum
moluccenslsおよび中，上流域の水深の深いク

リーク泊いなどの開放水辺に沿って生育しているSo－

nneratietum　ovataeの3群集はXyoαηブw5
g・一α・1α々’〃1，x．〃～・如α7θ〃∫～5を標徴種，　遼θ’o語雛z〃〃

脚（2’o∫～〃〃，Cピ1ゴ。が漉α〃κかαを区分種としてAcro－

sticho－Xylocarpionにまとめられる。

　AcrostichG－Xylocarpicnは組成1’｛勺には
以上のXyoごα1ア～’∫9ノ’αノ～α々〃〃，五θγ脱～ぐ1～z〃π砂ε‘～o一

∫～〃〃などの木本植物やシダ植物を標野種および区分

種とする。このAcrosticho－Xylocarplon
の相観は，R1～～之。〃～o，uαρ～α4α1α，　Xyocのψ‘‘5　gプα．

〃6zオz〃π，　Xツ♂oω厚・〃5〃zo♂μ‘声‘81～3～∫，　Cβが砂5如9α♂を中

心に林冠を形成しているマングローブ林である。群集

によっては草本層に！101η頭‘13～侃5カ6cご。∫κ〃みなどが

繁茂している。

　高木が間伐されている林分や再生林では10m以下の

低木林をなすこともあるが，発達した林分では30mを

超える高木第1層以下，高木第2層，低木層，草本層

の4層構造を形成している。間伐の影響が少ない林分

では，高木第1層の植被率が80％を越えているが，高

木第2層および低木層の植被率が50％以上になること

はほとんどない。高木第！層，高木第2層および低木

摘の構成種としては，Xッ♂ocαψ‘‘∫91’αηα‘Zf’π，　C爾oρ5

6α9α♂，Xツ♂0‘ωψZ‘∫〃10Z鷹‘θ〃5～5，∫ヒ13舵0ρ1zorαψ1α4一



～‘κα，Rん揺0ρん0’斌〃惚Cノ¶01κ磁の常在度が高く，　こ．れ

らの種の内1種あるいは数種が高い三度，二度で生育

している林分が多い。草本暦は，群集によって差があ

るが，A‘1で漉clz～4”～5ρ8び。∫z〃〃が繁茂しているのを始

め，木本植物の幼木，　D6〃廊　ご’ガ腋‘πα，五。α〃ぬ’∫

漁ヴ協～∬，君認α）’∫ω～’α〃～αア’～’～〃～αなどが生育してい

る。出現二軸は各植分の間に差がみられる。今までの

調査では，2～15種目数えた。

　Acrosticho－Xylocarpionの立地は，

Rhizophoreto－Bruguierion　gymllor－

rhizaeにまとめられているRhizoPhoretuln

mucronatae，　Rhizophoreto　apiculatae－

Bruguieretum　gymnorrhizaeなどの内
陸側，より高位レベルの土地に生育している。より内

陸側で汽水による冠水の期間が少ない立地では，Ex－

coecario－Lumllltzerio111ittoreaeの
生育地となっている。

　Acrosticho－Xylocarpionにまとめられ

ている群集は，　Ceriopo－Xylocarpetum

granati，　Acrostlcho－Xylocarpetum
moluccensisおよびSonneratietum　ova．

taeの3群集である。

　Acrosticho－Xylocarpio11は，α1・～σ！）∫一

xメ・‘溜ψ”∫林としてタイ国のマングローブ林に発達

している。今回現地踏査がおこなわれた各地点から植

生調査資料が得られている。

　Acrosticho－Xylocarpionの構成種である
茂y♂・α〃伽59’u〃α’・θ〃，x）伽α’ψ～’5〃ωz～κ・珈添，

Cθ’勿が如9αZなどはパルプの原料，ポール材，建築

材など用材として利用されており，1《1庸。少加ノ’α妙1一

α廊如，R1識0効01吻α〃呂Zκ”0〃α如は木炭用として現在

でも伐採が行なわれ続けている。また，一部は，マン

グローブ林の立地の破壊をもたらす魚やエビの養殖地

として土地造成が進められている地区も少なくない。

　Rhizophoro－Bruguierioll　gymnor－

rhizaeとAcrosticho－Xylocarpionは
R1庸ψ／～01π槻κro／Zαオα，　R．妙’α‘♂α’α，1タrZ’9’‘～81U

鼠y〃Z〃0η痂πα，B．ρα1‘τガZOノ’α，君．ごメ∠ノZ41盆α，ゑて，～68〃一

〃～α瞭’（カ～α臨を標徴種または区分種としてor（1er，

Rhizophoro－Bruguieretalia　gylnnor・
rhizaeにまとめられる（Tab．26）。

　タイのマングローブ林から抽出された6群集，2群

団が共通の標記種，区分種によって総合されたRhL

zophoro－Bruguieretalia　gymnorrhi－
zaeは，いわゆるマングローブ林の典型的な群落を

包括している。組成的にもマングローブの主構成種群
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からなっている。また分布域は，もっとも広い。製炭

材，建築材などの各種木材利用にも，このorderの

主な構成種群のR1～詑砂1～o～rα妙～αζ♂αオα，！ぐ．〃’～償γo一

〃α如が使われている。

　反面，広い面積を占め，経済的にも有用材が優占し

て生育しているために伐採，択伐など古くからきわめ

て強く，様々な人為的影響を受けている。タイのAn－

daman　seaからGulf　of　Thailandの全沿岸部のマ

ングローブ植生調査結果でも明かなように，厳密な意

味でのvirgin　forstは，現在では全く見出せなかっ

たほど広く伐採などの人間活動の影響下におかれてい

る（Fig・64，81，他参照）。

　開放水面からもっとも内陸側で，地形的にも高く，

古いシャコ山の間の凹状地以外には，通常の潮汐では

冠水の影響が少ない立地に発達している　Lum玉ni－

tzeretumlittoreae，　Phoenico－Excoe－
carie亀umは，五μ〃〃～’伽’α1～‘ωノでα，班‘・8αz加

αgαZ如ご1～αを標冠根，H6’・漉θ1’αZ漉0／8α♂～∫，　P1～08ノ～婬

ρα1～κ！o∫αを区分種としてalliance，　Excoecario－

Lulninlzerion　httoreaeにまとめられる。

　現在までの植生調査資料の比較からは，Excoe－

cario－Lumnlzerlon　littoreaeは，群団の

標高種，区分種をそのままの標高種，区分種として，

or（ler，　Excoecar三〇　一　Luエninize「etaha

littoreaeにまとめられる（Tab．27）。

　黒い樹幹と濃赤の小さいが目立つ花，小形で光沢の

ある濃緑の葉が，マングローブ林の中でもっとも目立

つゐ～〃〃〃歳β堀伽01でαは，樹幹が革質で大形な葉に

一口に毛茸が発達しているH8ノ伽海Z癖ω層α傭などで

相観的にも特微ずけられExcoecario－LUmni’

zeriOn　littoreaeは，マングローブの生育域で

もっとも内陸側の乾湿の差がはげしい，地形的にはや

や高地に，いわゆるマングローブ後背林を形成してい

る。

　以上の6群集，2群鴎のRhizophoro－Bru－

guieretalia　gymnorrhizaeと2群集，1群団

10rderのExcoecario－Lumllizeretalia
は／ぐ1～～2砂1～01’αζψ‘7～♂1α孟α，α’噛～o汐∫’α9αZ，Xメ。（uψ”∫

g’瀦〃α甜〃～，β1マ‘g～‘～6”α6）・曲’41”ぐαを標徴種，区分種

としてclass　Bruguiero－Rhizophoretea
にまとめられる。

　現在までのタイ国のAndaman　see沿いからGulf

of　Thailand沿いのカンボジア国魔近くの　Chantha－

buniまでの16地域の各地の数多くの植生調査資料の

比較考察の結果，タイ国のマングローブ林はP・96～

97のsystemに集約された。さらに広域的なマングμ
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一ブの植生調査，とくに，いわゆるback　mangrove

植生については今後のより厳密な数多くの植生調査結

果に待ちたい。

　タイ国各地のSonneratio－Avicennietea

およびBruguiero－Rhizophoreteaの各群
集域の林縁のマント群落として，また林山のクリーク

沿い，および樹林伐採跡地の陽地的開放地につる植物

や低木植物を主とした群落が発達している（Fig・19～

24）。　これらのマント植分は4群集，1群落にまとめ

られている。

　つる植物を主とし，水辺に生育している　Acant－

hO－Finlaysonietum　maritimaeと特異
な生育形を有し，自立った相観を示しているニッパヤ

シ群集；Nypetum　fruticantisは，群落構成

種群が限られており，Acantho－Finlaysonie・

tum　marlt三maeの標西面である乃ノ’1の・50ノ廊

1〃ω痂〃～αと孟α掘加∫ぬ曜∂”～βを，同時に群団標同

種としてFinlaysonio－Derrilion　trifo－
hataeにまとめられた（Tab．28）。

　またmangfove林の内陸個林分ともいうべきEx－

COeCariO－Lumnitzeretaliaの各群集域林
縁部，汽水に冠水する時間の少なくなる各河川の中，

上流部の軸捻，人為的に生じた陽光透射地などに発達

しているClerodendro－Derr玉etum　trifo．

llatae，　Derrio－Hibiscetum　tiliacei，

刀～08〃∫ζむραZzで405αcommunityはClerodendro

－Derrihon　trifQhataeにまとめられる。
このaUiance；群団をまとめる標品種および区分種と

してはαεノー。‘伽z47℃π’ノ～81’醒θ，17αg〃αパα甜読α‘，

W編麟αわゲ♂ω「αがあげられる。

　以上の両群団を比較すると，このCleτoden－

dro－Derrllion　trifolia亡aeセこ対してF三n－

1aysonio－Derrilion　trifoliataeをま，君羊

落構成種が少なくなっている。極端な伐採などの人為

的干渉や水辺の最前線に生育し，高塩分濃度の汽水に

冠水するなどの一面的で，極端な環境条件の画一化に

よって総成が貧化した群団といえる（Tab．28）。

　以上は，主にタイ国のほぼmangrove林全域の植

生調査資料を，既存の文献資料，Floraなどと比較し

ながらシステム化された最初のマングローブの群落体

系化の試みである。今後，タイ国内はもとより粟南ア

ジア各地，さらにアフリカ，アメリカ熱帯各地の本格

的なmangroveの数多くの植生調査資料が蓄積され

ることが期待される。地方ごとに対応群集v玉carious

aSsOciationまたは対応群団vicarious　allianCeなど

が見出されることが予想される。

　現在までのVJ・Chapman　1976らの発表資料と

flora的比較・考察も行った結果によるタイ国におけ

る以上のmangrove林の群落体系を基本に，今後各地

方で新しく調べられた植生調査資料によるsystemの

厩熱と，より客観的な総合体系化が期待される。

　　　　　　　　（宮脇・奥田・藤原・鈴木・村上）

2，植生と土壌　Vegetation　a整d　soil

　a．マンゲ日一ブとその土壌Vegetation　aRd　soil

　　of　mangrove　forests

　1）　調査の概要　OutHne　of　survey

　マングローブは常に潮の干満による定期的な冠水を

受けている。そのため，マングローブの土壌は，青黒

色の還元層や黄褐色の撚基性硫酸第2鉄の斑紋をもつ

特徴的な土壌となっている。一般的には無生硫酸塩土

壌add　sulfate　soils，猫糞霜土cat　clayなどと呼ば

れている。FAO／UNESCO（FAO　1974）の土壌分類

では，Thionic　FluvisolSに分類されている。日本の

南西諸島の亜熱帯性マングローブの土壌は，グライ土

壌群；Gの汽水グライ亜群；MGに分類されている

（黒鳥　1983）。

　マングローブの生育域は，河川や海から供給される

堆積物の量と堆積速度，潮汐の程度，地形などにより

規定される。その土壌断面は海岸からの距離によって

異なっており，その変移は海岸線から内陸へ至る植生

の変化にほぼ対応している。

　種組成を基礎とした植物社会学的方法（Braun－

Blanquet　1965，　EUenberg！956，他）により植生調

査されたマングローブ林床で，1ケ所ずつ簡易的な試

坑を掘り，土壌断面形態，層位，土性，土壌構造，堅

密度，根系などについて調査された。これら土壌断面

の各項目についての判定は，野外の現場で可能な観察

によって行なわれた。

　F19．！に示されている中の10地区の調査地点にお

いて，合計88か所の土壌調査資料が得られている。各

土壌断面の特徴は，項目別に群落組成表に一括してま

とめられている（Tab．29）。

　2）　土壌概況　OutliRe　of　soils　in　a　ma皿grove

　　forest

　マングローブ土壌は，河川，海から運積された砂，

泥土から成る未熟土壌である。その土壌断面は，汀線

域であるか内陸域であるか，河口部下流域であるか上

流域であるかなど，地形的な差による砂漏の堆積様

式，冠水時間の長さの違いなどによって異なっている。

　豊富な有機物と海水からの硫酸イオンSO～一の供

給は，過湿による無酸素状態下で，有機栄養細菌he・



紐otrophの働きによって硫酸還元が進行し，青黒色

の還元層が形成されるとともに，硫化水素を発生させ

る（Burlngh　1979，久馬／982）。実際にマングローブ

林内ではイオウ臭が漂っている。また，表層部の大気

と接触の多い部分は，鉄細菌によって酸化反応が行な

われ，塩基性硫化第2鉄の赤褐色の歯状斑（斑鉄）が

生ずる。この近状斑紋をもつ粘土質堆積物は，猫糞油

粘土cat　clayと呼ばれ，マングローブ土壌のもつ大

きな特徴の一つである。

　汀線付近では，マングP一ブ構成種から供給される

落葉，落枝は，潮汐によって沖に運び去られるので，

土壌表面にAo層；粗腐植屡が形成されることはな

い。しかし，枯死した呼吸根，細根が過湿のために未

分解で残されるため，きわめて有機物に富んだ土壌と

なっている。

　また，汀線域の土壌は非常に柔かく，歩くと腰まで

埋まることも稀ではない。内陸に近づくにつれて，土

壌は締まり竪くなってゆくが，これに関してはマング

ローブ構成種の細根による働きが大きいと考えられ

る。

　より内陸部の潮汐による1誘水時間の短い立地や，支

流沿いの地形的に高くなった立地では，アナジャコ

7ソ認α55加πα〃。〃’α」αによって形成された，高さ1～

2mの塚状の小丘が出現する（以下シャコ山と呼ぶ）。

シャコ山はマングローブ土壌の中でも特徴的な土壌と

なっており，・4c’405漉1乙〃μ功魔。∫～〃〃，滋．α～’1ぞ～〃〃，

窺α98”α’伽加4’Cαなどが生育している。

　さらに潮汐の影響が弱くなる内陸側低湿地では，海

からの砂泥の供給はなくなり，土壌母材としては川か

ら運ばれる堆積物のみとなる。潮汐によってhtterが

運び去されることがないために，表層は枯死根に加え

てlitterが堆積し，泥炭層を形成している。

　マングローブ土壌の土壌断面は，一般的な森林土壌

の断面と異なり，明瞭な層位の分化はほとんどみられ

ないのが普通である。しかし，地下水位の変動状態，

砂泥の堆積状態などによって，ある程度の層位がみら

れる場合も多い。層位の分化は2層の場合が大部分で

あるが，稀に3層目分かれていることもある。

　遠浅の汀線沿いでは常時冠水状態にあるため，誌面

直下から還元状態を帯びているが，表面に薄く0，5～

1cm位の新しく堆積された泥土がみられることがあ

る。また，平均的な最低潮位線より下は還元磨になっ

ているが，それより上部の大気にさらされる部分は，

酸化され斑油層となっていることも多い。また，内陸

部の1itterのたまるゐz〃朋∫薦81闇αZ漉or印優占林など

では，表面に泥炭質のAo層が堆積し，以下は斑鉄層
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となっている例もみられる。3暦の場合は，表層は斑

鉄がみられ，その下が還元層，さらにその下が枯死細

根から成る層となっている。

　シャコ山では，山頂から平坦面まで断面を切った場

合，上から，堅い塊状構造のみられる斑鉄平，カベ状

構造の斑鉄層，青黒色の還元層の3層に分化している

ことが多い。

　3）土壌の堆積様式とマンゲローブの遷移　Rela・

　　tionship　between塩e　sedimentary　forms　o£

　　SOi茎a籍d　the　SUCCeSSiOn　Of搬angrOVe

　マングローブ林の地域的な生育域の拡大は，干潟へ

の先駆樹種の進出と，その根系による土壌の締めつ

け，立地の高揚，陸化の進行に伴う新たな機密の堆積

による干潟の形成と先駆樹種の生育という，陸化の過

程の繰り返しであるといえる。したがって，マングロ

ーブの土壌堆積に伴なう群落形成は，1っの植生遷移

であり，汀線から内陸へのマングローブの配列は，マ

ングローブの遷移系列としてとらえることができる

（Watson　1928，　Richards　1964）。

　Satunにおいて観察された，最前線から，・∫ωz〃6ノ’α一

”α‘z乃α優周忌，・生窃‘8〃〃～α‘泌α優占林，R痂zひ

ρ1LO”ααρ～c畝πα，βノ．～轡’～61『α鯉山自浄α混生林の植生

配分をもつマングローブの発達過程は，土壌断面およ

び植生配分から以下のように考察される。

　　（1）50朋8ノ厩1αα嵌zの干潟への進入。3α乃αの

　呼吸根，根系による泥土の保持。・4窃ぐ6〃〃～ααZゐα

　の進入。

　　（2）泥土堆積物の新たな堆積により古い呼吸根が

　枯死し，腐植が堆積する。過湿により還元層が形成

　される。

　　（3）立地の高揚，淡化に伴なって，R1庸oρ1LOm

　妙’‘～4雄αがAη卿’〃Zぬα緬α優占林に侵入する。

　汀線側最前線では，根系により堆積物が保持され，

　さらに干潟が拡がるため5．α伽が海に向って進

　出する。

　　（4）R．αρどα磁∫αの生長に伴なう根系による土壌

　の締めつけ，陸化の促進。細根の枯死による粗腐植

　の形成。

　　（5）時問の経過に伴なう優占種の交替。Aα伽

　優占林からR・‘ψ融山彦α優占林へ移行。

　褐色の枯死細根は！1，α乃α，Sαあαではあまり発

達しておらず，R．‘ψα廊彪において最もよく発達し

ている。この細根は生きて活動している間は白色であ

るが，古くなると根系から離れ砧死し，褐色となる。

　4）植生と土壌　Vegetation　and　soil

　調査されたマングローブの植生と土壌断面の特徴は
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Fig．30に示されている。マングローブ林は汀線から

内陸に向って，主に地形の変化に伴う潮汐，塩分濃度

の違いなどによって帯状に群落配分されている。土壌

も植生と同様に，地形の変化に対応している傾向がみ

られる。したがって，植生と土壌はある程度の相関関

係が認められる。

1）　Sonnerat玉。　albae－Avicen玉etum

　albae
　Sonneratio　albae－Avicennietum　al－

baeはマングローブの中でも海際最前線，汀線域に

生育している。50〃〃6’厩ぬα乃α，！1盟～僻〃z～α，α必αな

どが擾馨している。R屠之（4）ん01一α畷）ぬ♂♂鷹α，　R．〃，Zfひ

1η〃α如，且6g融‘α∫ωノ’〃融イZ磁〃πが混生することもあ

る。土壌はまれに砂質のことがあるが，大部分は泥質

土壌である。非常に泥深く軟質で，調査時には膝から

腰まで泥に埋まる。多くの植分で還元層が発達してお

り，深さ1～30cm以下に出現している。この還元履の

上限の深さは，平均的な最低潮位を表わしている。土

壌は緻密なカベ状構造で，クリーム状の場合もある。

土壌断面には，枯死した根が多くみられ，赤褐色の桔

死した細根が暦状に残されている植分もあるが，一般

的には枯死細根は，まばらに散在していることが多

い。干潮時に地表に露出する表麟部では，血色の斑鉄

が部分的に論りながら散在している（Fig・26）。

　Sonneratio　albae－Avicennietum
albaeの立地は，土壌が非常に軟く泥質のため，優

占種の50〃〃ピ1’露α‘一州ま全体的に制旬形態をとρて

F量g．26　Sonneratio　albae．Avicennie

　　　　tum　albaeの土壌断面。

　　SoilprofileofSonneratio　albae－

　　Avicennietumalbae（Satun＞

いる（Fig．3）このことは，上流域の締まった土壌に

生育している同じ5ω〃～6ノ噂α加属の30盟如が直立

形態をとっているのと対照的である（Fig．16）。

2）Rhlzophoretum　mucronatae
　Rhlzophoretum　mucronataeは，主と
して沢1z～πoρ1～o”α乙ψα’Z‘故1，沢．〃〃’‘1’o〃αごαの2種が

混生するマングローブ林で，瓦1〃醐ηノ～認α1種が優

占している士分もある。Sonneratio　albae－

Avicenietumalbaeの背部にも生育するが，
潮干帯の短い，傾斜の急な海岸や河川沿岸では最前線

に生育している。土壌は砂質土壌もみられるが，泥質

土壌が多い。土壌構造は通常カベ状構造であるが，粒

径の粗い砂質土壌では単粒状構造となっている。表1蕾

都には斑鉄と青黒色の還元斑が混在し，典型的なcat

clayの特徴を示しているが，赤褐色の枯死細根に富

んでいる土壌断面ではcat　clayの発達はみられない。

沿岸最前線では，深さ約40Ci似下に還元層が現れる。

3）　Rhizophoro　apiculatae－Brugui－
　eretum　　gyl憤norrhizae，　　Ceriopo－

　Xyiocarpetum　granati，　Bruguiera

　gymnorrhlza亜群集
　ノタ”’gz’～6’層α8＝y〃～ノ酬γ1庸αを標微雨あるいは区分種

とするマングローブ林である。Rhizophoretum

mucronataeの後部に生育しており，∫ぐ1～1之ρ〃～o惚

妙～α’Zα如，β耀9～4妙u81y〃〃～oノブ¶1ぬα，　XJ痴α〃ア〃58γα一

〃畝〃ノ～などの優占および混生林である。他にα1噛～砂∫

ごα9厩，β’w9〃～61曾α‘ヅ〃～4”1ビα，R1露0φノ～0”α〃川（フ90〃αごα

なども混生している。よく発達した老齢林では高さ30

願を越える。海や河川から直接の砂石の運積を受けな

い，安定した後背地に生育している。

　土壌は泥質あるいは砂質土壌である。地形が少し低

くなっているために地下水位は高く，試抗を由ると表

薦直下から水が湧出することがある。しかし，還元層

や還元斑，斑鉄は，発達していないことが多い。これ

に対し，表層部20～40cnlの層位では，赤褐色の枯死細

根が非常に発達している。この細根は厚く泥炭状に密

集し，堅いクッション状の弾力性をもった層位を形成

している。土壌断面に還元層や斑鉄の発達が少ないの

は，この厚く残されている断罪細根と関係があると考

えられる。

4）　Ceriopetun烹　tagal　Bruguiera　par－

　v三flora振分，　Ceriopo－Xyiocarpetum

　9τanatiBruguiera　parv玉flora一分

　RhizophoretuIn　Inucronataeの後部に
は／3耀8冨6昭ヵ‘〃8τゲZoノ’αの優占または混生する面分

が生育している。R1～’£oρ1zo／uζψ〆侃ごα’α．　XyZoωψ～45
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　Fig，27　Ceriopo－Xylocarpetum
　　　　　granatiの土壌断面。

Soilpro丘1eofCerioPo－Xylocarpetum
grana亡i（Sa亡ull）．

gノ’ω～α々θ〃，C（瞬oρ∫如g認などが混生し，二次的な植

分も含まれている。

　土壌は泥質で，軟かいカベ状構造を示している。

cat　clayの特徴である斑鉄は全体的によく発達してい

る。Sonneratio　albae－Avicennietum
a恥aeの土壌と比較すると徐々に堅く締ってきてお

り，地表面を歩いても，深さ5～20c匪1埋る程度である

（Fig．27）0

5）Ceriopetum　tagal典型コ亘群集，　Cerio－

po－Xylocarpetu！n　granati典型亜群集，

AcrostichuIn　speciosum植分
　Ceriopo－Xylocarpetuln　moluccen－
sisやAcrosticho－Xylocar！）etum　gra－
natiの手前に生育している。　R・砂’α’傭αあるい

はX．gノ¶α〃翻〃πが優熱している他，　R・”～〃θ¶o〃認α，

＆くゾ〃～41ゴαz，C81’～oが孟αgα」などが混生している。

両群集の典型亜群集は，大部分が泥土上に生育してお

り，砂地に生育することは稀である。Bruguiera

parviflora亜群集と比較して，還元斑や斑鉄の

発達は悪い。大部分の土壌断面はカベ状構造を示して

いるが，単粒状構造を示していることもある。
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　Ceriopo（lo－Xylocarpetum　9τanatl
Acrostichum　speciosum｝lll群集ではシャ

コ山が発達しており，堅果状あるいは塊状，単粒状構

造を示している。還元斑，二二もみられる。典型亜群

集では細根がよく発達しており，堅密度は軟の場合が

ほとんどであるが，Acrostichum　speciosum

亜群集では土壌は緻密で堅く，細根もほとんど発達し

ていない。

6）　Acrostlcho－Xylocarpetuln　molu－

　ccenslS

　Acrosticho－Xylocarpetum　molu－
ccensisは内陸側に発達するマングローブ林であ
る。Xン／0躍～診郡〃～01躍τβ～説5，　X．91鞠α〃π々〃μ，　Rん£ぴ

ρ1～01’α妙1c配α∫αあるいはA窃68／z加α《卿冨刀αZおが優

占または混生している。生育域には塚状のシャコ山が

多く，シャコ山上には’4θ’0躍ごノエκ〃15ρ8C∠0∫μ〃～，エ）81’・

ノ廊オノガb〃α如などシダ植物や沼縁生植物が生育して

いる（F1928）。

　土壌はさらに固く締ってきており，褒颪を歩いても

5cnl程度沈むに過ぎない。土性は泥質でカベ状構造で

あるが，シャコ山の表軸部では塊状あるいは堅果状構

造もみられる。斑晶はよく発達し，地表面から40～

50cmの深さまでcat　clayが観察される。赤褐色の粘

死細根は多いが，シャコ出ではみられない。シャコ山

の謡曲よ，粘土が天日で乾燥し，きわめて堅くなって

いる。また，アナジャコアノ認α∬～〃αα〃ω〃α如が下層

の硫化物含有堆積物を地表に運び上げ，これが酸化さ

れてcat　clayを生ずるため，地表面は強酸性となっ

ている（久馬1982）。このため，シャコ山の頂部周辺は

無植生となっているか，稀に・4θη漉訪Z’〃’5♪8ビ103z〃〃

や窺αg‘・〃ω厩～〃‘1～c‘乞が生育しているに過ぎない。

7）　Lumnitzeretum　httoreae
　LUInnitZeretUln　littOreaeは蝦：も内陸域

に生育するマングローブ林である。高木町にはム〃〃ト

ノ1庸e昭臨如孜乙が優占し，下層にはX．9／Uノ～α‘～’〃～，

R．砂16雇漉α，ノ1θ幽。藤訪～〃〃rψβビ～o∫～〃〃，Dα1加ノ「9～α

αZ〃‘～8〃α蜘溶などが生育している。

　土壌は堅く締っており，シャコ由が発達している地

域もある。土性は砂質土あるいは泥質土で，1itterが

厚く堆積し泥炭状となっていることも多い。還光斑，

二三の発達は悪い。細根が良く発達しており，土壌構

造はカベ状あるいは単粒状を示している。回暦はム

Z漉。紹αの根系が良く発達しており，試坑を掘るのが

困難な場合も少なくない。

8）　翫1ゴ漉1・αZ磁01’α／～3植分

　正動・1加ノuZ漉0ノηZ～51まLumnitzeretum　ht一
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慧：

’7a

Fig．28　アナジャコによって形成された小丘（シャコ山）。ノ1θ¶o語clz～〃〃鐘＞6‘’o～〃〃が優占している．

Amound　which　was　made　by　the　mu〔l　lobster，71～ロ♂ζ～∬～〃αα〃。〃～α♂α．　Its　dominant　species　ls

／1θり3’勲～〃〃5♪6ぐ’・∫〃〃（Klrabi），

toreaeなどのマングローブ林にも混生するが，本

来はバック・マングローブ林の主要構成種として後背

地混生林を形成する。施ノ躍’加1－αZ漉α’αZ’5植分は

Krab三で植生調査された後背地湿生林である。

　土壌は還元斑，斑鉄はみられず，もはやcat　clay

の特徴を示していない。地下水位が低くなり，森林土

壌に近い粒状あるいは団粒状構造がみられる。土性も

砂質壌土である。深さ約35cmで層変移がみられ，塊状

構造で埴質の層位に移行する。

9）　M8Zα如’‘α♂召〃躍‘♂8ノπか。〃植分

　ム46Zα如καZ甜6α48〃語℃〃はマングローブの後背地

にピース林を形成する。M♂Zα」甜。αZ配α虚1～酌’oπ殖分

はKlong　Bara　Gateで植生調査された。林内には
ノ〃ψβ版α‘）伽‘カゴビα，F加爾∫り・薦sp・，β～θ’〃～α〃〃～・1

sp．などが生育している。土壌断面は深さ約15cmまで

腐植が浸透して黒禍難を聡しており，うす茶色の下層

に移行する。土性は砂土（ケイ砂）で，非常に掘り易

い。深さ約40cmで地下水が滲出し，下層は熱鉄に富ん

でいる。

　M｛痴’8”（πZ8’rαエ‘～‘’〃‘Zノ切～はケイ砂上に生育する

他，泥炭質土壌にP1～08〃捻♪μ面‘～03αと混生する植分

を，Chanthaburiにおいて観察している。

　以上のようにマングローブの土壌は，汀線から地蓑

Fig．29　λ駕α♂徽π～甜ビα漉ノκかω～三分の土壌

　　　　断面。

　　So三lpro且1eofA4”～α～α’ご㍑／ακ召ぼθκ～♪η〃

　　stand　（Satun）．

面が高くなるにつれて次第セこ固結し安定してゆく。ま

た地形的な違いによっても断聞形態が異なっている。

この土壌形態の変化はある程度植生に対応している

が，種組成的な植生単位よりも優占種の違いに対応し
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ている傾向がみられる（Fig．30）。 （鈴木　紳）

　b・地下永塩分濃度とマングローブ林　Relaもion・・

　　ship　between茎nangrove　vegetation　and

　　groundwater－salinity

　1）調査の概要　Out甑e　of　survey

　マングローブ林は海水と淡水の混じる汽水域に発達

している。そのためマングローブ樹種は他の多くの陸

上植物にはみられない塩分に対する耐性をもっことが

知られている（Chapman　1970）。この地一ll＝，地下塩

分環境は土壌条件，浸水時間，浸水時の水深などとと

もにマングローブ林の大きな成立要因と考えられ，筆

者らは西表島においてマングローブ林の植物社会学的

調査と並行して土壌地下水の塩分濃度を測定している

（’産「脇々まカ、　1983）。

　1982年度，1983年度のタイ，マングローブ林の植物

社会学的調査に伴ない，マングローブ林の塩分環境を

示すひとつの指標として，マングローブ林の土壌地下

水の塩分濃度が測定された。測定地点は2年間の合計

で171林分，調査された植生単位は13群集，3群落で

ある。測定方法は植物社会学的調査が行なわれた林分

の中央を掘削し，浸出してきた地下水を採取した。採

取した資料は当日中に宿舎において塩分濃度計（堀場

SH－7）で測定を行なった。

　2）　群落の二一ド水塩分濃度　Groulldwater　salinity

　　of　each　plant　commu獄ity

　群集，群落ごとの地下水堀分濃度一調査林分数が

　Fig．31に示されている。以下各群集，群落の塩分

濃度に対する配分がまとめられている。

1）　Sonneratio　albae－Avlcennietum
　albae

　もっとも浸水時間の長い，軟泥上に発達するSon－

neratlo　albae－Avlcennletum　albae
については16林分の地下水が測定された。水位は0～

50cm，塩分濃度は0．6～2．75％，平均1．78（±0．75：

標準悩差）％であった。調査地はRanong，　Pang－nga，

Krabi，Satunなどである。Sonneratio　albae

－Avicennietum　albaeの地下水の塩分濃度は

1～1．5％付近にギャップがみられ1．5％以上の11林分

と1％以下の5林分に分けられる。後者はRanong，

Krabiなどの河川蛇行部の滑走叙面最前部に発達した

林分である。これらの林分は引き潮時には土壌は淡水

もしくはそれに近い低塩分の汽水の三三を受ける，

Sonneratietum　caseoral三s，　Sonnera－

tietum　ovataeと共通した立地に生育してい
る。一方，1．5％以上の塩分濃度を示す11林分はその

多くが海に直接面した海岸部に生育し，満潮時には海

水の浸水を受ける。Sonneratio　albae－Avi－

cennietum　albaeの平均塩分濃度は金体で1．7

％であるが河辺の林分をのぞく1玉林分の平均では2．21

（土0。40）％に達する。

2）　Rhizophoretum　Inucronatae
　河辺沿いに帯状の林分を形成するRhizOPhore－

tum　mucronataeの試料は16林分から採取され
た。採取された地下水位は0～60cm，地下水塩分濃度

は1．4～3，0％，平均2．21（±0．49）％であった。調査地

はKapur，　Khuraburi，　Krabiなどである。　R　h　i　z　o，

plloretum　mucronataeの地下水塩分濃度は

Rb三zophoro　apiculatae－Bruguieretum
gymnorrhizae，　Ceriol）etum　tagalとと
もに最も高い塩分濃度域に達している。

3）。Rlz詑9ρ1～αη砂沈z廊≠α群落

　R乃～π（ψ加1¶α‘4・’αぜZα♂α群落はKhuraburiの1林分

の試料が採取されている。水位はほぼ地表面で3％の

値が得られた。Khuraburiの沢1庸砂1z・ノu‘ψ～‘・〃～‘E∫α

群落は高さ20mに優占する瓦αρ～c〃Zαごαの草本層に

最低被度で13ノマ’9〃’θ「α乙ツ1〃’ごか’rαを混じえる単純林

分である。

4）　Rhizophoro　apiculatae－Bruguie－

　retum　gymnOrrhizae
　131¶～’g厩ピ18α8y〃～〃01γゐ～澱によって特微づけられる

RhizoPhoro　apicuiatae一］Bruguiere・
turn　gynlnorrhizae々よRanong，　Kapur，　Khura－

buriの7林分が測定された。地下水位は0～20cmと

高く，地下水塩分濃度は1．65～2．70％，平均2，26（±

0．40）％であった。平均値2，26％は，1試料のみが得

られた！～1歳。助。一州1α4α如群落を除くマングロー

ブ林の群集，群落中で最も高い値を示している。

5）　Cer｝opetun｝　tagal

　Ceriopetumtaga1の地下水塩分濃度は！4林

分で測定された。地下水位0～60Cmで，塩分濃度1．6

～2．7％，平均2．11（土0．33）％であった。測定地は

Kapur，　RanOng，　Trang，　Khuraburi，　Krabiである。

測定された林分はほとんど描～£o効。削ζψ～ビ～4召忽優

占の高木林である。平均地下水壌分濃度2．11％は

Cerlopetum　taga1のふくまれるRhizoph－

oro－BrugUieriOn　gymnOrrhizaeの中
ではもっとも低い値となっている。

6）Coriopo－Xylocarpetum　granati

　Ceriopo－XylocaUetumgranatiの地
下水塩分濃度は30林分で測定された。水位0～80cmで

塩分濃度値は1．3～3．1％，平均！．99（±0．52）％であ



つた．測定地はKh・・abU・i，　K・p・・，　P・・g－ng・，　Kha－

nom，　Trang，　Krabi，　Chumphonなどである。測定さ

れたCeriopo－Xylocarpetum　granati
の林分はXメocα1ψ醐g雌ノz傭躍が優占する林分は少

なく，R1撒砂1≧orα¢∫》ぬ‘ZαオαやC爾。が搬g厩の優

占林が多い。また群集の主部とみられる・xyoαz厚η4∫

gタw撫z〃μ優占林は塩下水塊分濃度が2％以下の比較

的塩分濃度の低い立地に多い。

7）　Acrosticho－Xylocarpetum　molu－

　ccenslS
　おもにシャコ山発達域に生育するAcrosticho

－Xylocarpetum　moluccensisについては
28林分が測定された。測定立地はシャコ山基部で，シ

ャコ山間の谷部に近い部分を掘削し，滲出してきた地

下水が採取された。採取された地下水の水位は0～100

《〕mであった。Acrosticho－Xylocarpetum

琳01uccensisの地下水塩分濃度は！．1～2．6％，

幸均L95（±0．44）％である。測定地はKapur，

Kτab三，　Pang－nga，　Satun，　Pattanl，　Donsak，である。

Ceriopo－Xylocarpetum　granatiと1司
様に，測定されたAcrosticho－Xylocarpe－
tu・n　mOlucCensisにはXンZOcα’：ρ♂‘3〃～・Z～κ‘8η一

添優占林は少なく，またXメ。ごαノψ鰐〃～o伽‘ご8ノ説∫

優占林は2％以下の低塩分濃度の立地に多い。

8）　Phoenico－Excoecarietum
　AcrQsticho－Xy1◎carpetum　molucc－
ensisの内陸側に発達するPhoenico－Excoe－

carietumは24林分の地下水塩分濃度が測定され

た。地下水位は2～80cmで塩分濃度は0．42～2．5％，

平均1，42（±0．65）％である。測定地はPang－nga，

：Krabi，　Trang，　Ranong，　La－un，　ChumPhon，　Khanom

などである。phoerlico－Excoecarietumの
地下水塩分濃度値は大きく分散している。群集の典型

約相観であるPILo衛ぼ∫・α♂遅（♂o∫α，£κc梛。α1ゴαα9αム

／061～αの優占林分は塚分濃度2％以下の立地にみられ

る。Phoenico－Excoecarietumの平均塩分
濃度！．42％はより海国に発達する，Rhizophoro一

一BrUgUieretalia　gymnOrrhizaeの多く
の群集と比較し平均値で0．5％以上低い。

9）　Sonneratietuln　ovatae

　河口中流部の河辺に生育する高木林であるSon一

“eratietum　ovataeは4林分の地下水塩分濃

度が測定された。採取された地下水の水位は5～20

cm，塩分濃度は0．89～1，32％，平均1。14（±0．18）％

である。Kapur，　La－un　の林分が測定されている。

SonneratietUm　ovatae　lよ川に接した低位
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地に発達しており土壌は引き潮時には淡水による洗脱

を受けやすい。そのため塩分濃度値は同じAcro－

sticho－Xylocarpion　の他の群集と比較し平

均で0．7％以上低下している。

10）　Hθノ痂8／u〃オ’oノ噂αZ∫5群落

　魚ノ痂θグαZ漉0ノπ々∫群落は　飢08π鋤」ρα伽405α，

E記ω8ごα1勉α9α♂Jo魏α，五Z〃〃Z漉6㍑Z癖0ブ8αなどを

伴なわず，緬r読げαz漉orα傭によって特徴づけら

れる林分がまとめられる。飾ノ層漉8rα1漉orα薦群落

の地下水塩分濃度はLa－un，　Kapurの5林分が測定

された。試料が採取された地下水位は12～25cm，塩分

濃度値は0．59～1．4％，平均1．02（土0。35）傷である。

測定された林分はH冶廓諭uz漉or認ゼ5，　xツZoατヴ’～‘∫

”zo面‘c8η藤，　X・9／uπ鷹μ1μが優超した高木林である。

挽r認8～闇αZ漉orα薦　1駆落の平均地下水塩分濃度値

LO2％は詞じExcoecarlo－Lumnizerion
httoreaeに含まれるPhoenico－Excoe－

CarletUmとLUInnltZeretUm　httQreae
の中間的な値となっている。

！1）Sonneratletumcaseoralis
　Sonneratietunl　caseoralis　ウよ　Son－

neratietum　ovataeと共通した河口中上三部

の河辺に生育している。地下水塩分濃度はLa唄n，

Chaiyaの2林分が測定された。水位は3～48Cm，塩

分濃度値は0．61～L25％，平均0．93（土0。45）％であ

る。

12）　Lumnitzeretum　littoreae

　マングローブ林最内陸部に発達するLumnitze－

retum　llttoreaeの地下水塩分濃度はNakon－

sithammarat，　Satun，　Klhuraburi，　Trangなどで12林

分が測定された。地下水位は0～40cmで塩分濃度は0．1

～1．9％，平均0．66（土0．56）％であった。測定され

た林分はL～〃〃z漉81u♂∫‘監置の優価する高さ20m以

上の高木林がほとんどである。Lumnitzeretum

litt・reaeの平均塩分濃度0．66％は，最内陸に成

立する立地配分と対応してマングローブ高木林中もっ

とも低い値となっている。

13）　M欲zZ8～κα♂εμcα々セノz4ノ層。〃群落

　Mβ観齪ごα♂衛αz48／z4ノ『oπはマングローブ後背地に

疎林を形成している。ChumphORで測定された
M6Z召Z8配α林の地下水塩分濃度は0．18％（水位3Cm）

で，ほぼ淡水である。

！4）Scyphiphoretum　hydroPhyllace－

　ae

　マングローブ林子の砂質地に低木林を形成する

Scyphlphoretum　hydrophyllaceaeの
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　　　　　　　　　　　　　F隻9。31　マングローヅII産：〔生と地下水塩分濃度。　Mangrove　vegetation　and　tlleir　ground　water　salinity．

S－A：Sonneration　aibae－Avicennietum　albae，　Rln＝Rhizophoretum　mucronatae，　Ra：Rん諺。助。’一α妙∫α，Z鷹αcomlnunity，

R－B；Rhlzophoro　apiculatae－Bruguieretum　gymnorrhlzae，　Ct：Ceriopetumtagal，C－X：Ceriopo．Xylocarpetum
granati，　A－X二Acrostlcho－Xylocarpetum　moluccensis，　P－E：Phoenico－Excoecaτietum，　So：Sonneratietum
ovatae，　Hl：飾r読6ズα儒orαZ～∫community，　Sc：Sonneエatietumcaseoralis，　U＝Lumnitzeretum　littoreae，　Ml：MぬZoz’ごα
Zθπcα漉πみ。ノ～community，Sh：Scyphiphoretum　hy（lrophyllaceae，Nf：Nypetum　fruticantis，C－D：Clerodendro－Derriet1エm
trifoliatae．

お



池下水塩分濃度はKhuraburi，　Donsakで4林分が測

定された。塩分濃度値は2．3～2．4％，平均2．35％（土

0，06）でマングローブ植生中もっとも高い塩分濃度値

を示している。

：15）　蕪ypetuln　frut三cantis

　流水辺に特牛的な群落桐観を形成するNypetum

fruticantisの地下水塩分濃度はKrabi，Ranong，

Trang，　Kapurの4植分が測定された。地下水位は

24～60c01，塊分濃度値は0，59～1。6％，平均1，08（±

（）．46）％である。森林植生として隣接することの多い

Acrosticho－Xy互ocarpe亡um　moluccell－

sisよりはやや低い塩分濃度値を示している。

！6）　Clero〔1endro－Derrietum　trlfo－

　1iatae

　ExCOecarlO－Lumnitzeretalia域など
の林縁部や光輝部に生育する　Cleroden（lro一

至：）eτrietumtrifohataeはLa－u11の1野分

が測定された。地下水位は！8c［ll，塩分濃度は0．75％で

あった。

　3）　地下水塩分濃度と群落の相互関係　Re韮3t量on－

　　sh呈pわetwee殺sal量nity　a鷺d　higher　un茎電s　ofもhe

　　Plallも　COlnn｝U礁i£ies

　マングローブ林の各群集，群落の地下水壌分濃度の

纏は分散が大きい。森林植生の標準編差値でみると，

Sonneratio　a11〕ae－Av量cennietum　aL

baeの0。75を最大にCeriopo－Xylocarpe．

aun　granati，　Phoenico－Excoecarie－

tumなど0．5を越すものが多くその他も概ね0．4以

上となっている。　0％から約3劣という汽水の変動費

を考えると，植生単位と地下水塩分濃度の関係は比較

的ゆるやかな対応関係と判定される。しかし各植生単

位中には二次的林分，自然林分を含めた，質的な差を

もつ下位単位が一括されており，各植生単位内の細部

の群落区分と測定地点の今後の追力口調査が行なわれた

場合，さらに細かな対応関係が識別される可能性があ

る（Fig．3／）o

　各群集，群落の地下水塩分濃度平均値の関係は海岸

線から内陸にかけての地形的配分とほぼ対応してい

る。すなわちRhizophoreto－Bruguierion
gymno「「hizaeで2．1％以上，　Acrosticho＿

XylocarpionでL9～2．0％，　Excoecario－

Lulnnitzerion　httoreaeで0～！．5％という

対応関係がみられる。一方，Sonneratio　albae－

Avicen蹴童etumalbaeやSonneratiet－
um　caseoralis，　Sonneratietum　ova－
taeそしてAひεcε朋1αq勝：6∫照Z∫5林分を含めた80一
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ノ～〃8ノ刎臨・肋～C8ノ～ノ廊林は，塩分濃度と植物社会学的な

植生単位との対応が一義的でない。Sonnerat童o

aIbae－Avicennietum　albaeが低塩分濃度
地（！銘以下）と高塩分濃度地（L5％以上）に分極して

みられる点，さらにSonneratietum　ov乏しtae

が上級単位であるAcrost1cho－Xylocarp1on
の他の群集とはとび離れて低い塩分濃度値を示すこと

などがその例としてあげられる。807ηz8忽々α一五窃68〃・

ノ～’α林は地形配分の上からは共通性がみられ，土壌条

件，浸水時間の長さなど塩分濃度以外の要因に強く対

応して発達するものと判定される。ただしεo朋ω耀∫α一

Aη’ご8〃ノ～∫ζz林の中では，高塩分濃度地にSonnera－

do　albae－Avicennietum　albae，低塩分

濃度地にSo鷺neratietu獄caseoral宝s，　S－

onneraほeヒum　ovataeというゆるやかなすみ
わけ関係がみられている。　！ぐ1ぬ砂110’『α，君’¶z瑠’如u，

X5廊6πノψ～’∫，E認08αz’毎，ゐ’〃〃～∫‘脚τz林はRllizo－

phore亡um　Inucronatae→Rhizophoro
apiculatae－Bruguieretum　gynユnOrr－

hlzae→・Ceriopetum　tagal→Ceriopo
－Xylocarpetum　granati→Acrosticho
－Xy互ocarpetum　mo互uccensis→Pho－

enico－Excoecarietum→Lumllitzere－
tum　littoreae　という地形配分にほぼ対応した

高塩分濃度→低塩分濃度関係がみられる。　しかし

Rhizophoro－Bruguierion　gymnor－
rhizaeでは　Rhizophoτo　apiculatae－

Bruguieretum　gymnorrhizae　がもっと
も高い塊分濃度地（平均2．26％）に発達し，マングロ

ーブ森林中の最高観となっている。地下水塩分濃度は

満潮時の流入水の壌分濃度と浸水時間そしてその後の

滞留水撃と彪燥時間，土壌の透水性と地下水系などの

多くの要尺の上に成立している。Rhizophoro

apicu互atae－Bruguieretum　gymnorrhi－

zaeでは，高塩分水の流入と，土壌透水性の低さか

らくる長期の留水，乾燥などが主要困となり，高塩分

立地を形成しているものと判定される。　（村　上）

　3．　地域植生誌

　　Local　d隻scription　of　mangrove　vegetat玉on

　1）R舐ong地区Ra論ong　area

1）地域概況　Description　of　the　study　area

　Ranong地区は，タイ国の首都バンコックから南西

に約4901｛mの距離にあり，アンダマン海に面したマレ

イ半島基部（北緯10。）に位置している。RanOH9地

区では，年平均気温が26．7℃，年闘降水量が4，345職
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Maps　showing　the　location　of　the　survey　areas　and　their　transects（Ranong）．

　　　　　　A：La－un．　　B：Ranong．　　C：KapuL

Fig．33　Ranong地区のMFRCエリアにおけるSonneratio　albae－Avicennietumalbae。
　　　高さ30mに達する80ノ～〃。’厩’α認蝕，！1耽β〃1～～ααZ～・αの大木が数多く残されている。

　　　Phys玉ognomyof　Avicennietum　albae　attheMFRCareainRanQngdistrict．
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あり，1月と2月の2ケ月間は，降水量が趣端に少な

く，いわゆる乾季となっている。Ranong地区にまと

められている調査地点はほぼ連続した3地点からな

り，地点名（村，集落）がアンダマン海に面して北か

らLa－un，　Ranong，　Kapurであり，いずれもが行政

上，Ranong　Provinceに所属している（Fig・32A～

C）。

2）植生概観　Outline　of　Vegetation

　Ranong地区のマングローブ植生は，質的および量

的に見て，現存しているタイのマングローブの中でも

最も発達している植分の一つといえる。特にRanong

のMFRC（Mangrove　Forest　Research　Center）エ

リアには，高さ30mに達する1～ん詑砂1zorα妙勧♂砿α

45

駕、

亀簗灘

講、

1銀
簾

讐口▼∵

燦

　ド

罫　鯨薦枷ズ

雛薮・．
　濠藩懇、

議4

鉾蹴1

　　．．潔

刷目凝
　　　・認

Fig．34　Kapur（Ranong地区）の炭焼き工場の

　　　　前に残されているRhizophoretum

　　　　Inucronataeo
Welldevelopedstand　of　Rhizophoretuln

Inucronatae．

林，50π肥rα‘～αα乃α認η’‘8πノ～～αα必α林が面として

残されている。MFRCエリア以外でもRanong地区

のマングμ一ブ林は，高さが20mを越える林分が多い

（F圭g．33，　34）o

　Ranong地区のマングローブ植生に対する人間活動

の影響は，他の地域と瞬様にチャコール，用材などと

して材を利用するための伐採（大饗木を中心とする間

伐）が第一にあげられる。さらに，スズの採鉱に伴っ

て生じるマングローブ林の皆伐，地下から汲み上げた

土砂のマングローブへの流入とそれによって既存林の

桔死が冒だっている。

3）植生配分　D三stribution　of　Vegetation

　Ranong地区のマングローブ植生は，外洋に面した

最前線に50πη8ノ厩如α♂うαと・肋どこθ7〃z如α乃αを中
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心として高さが20m以上の高木林を形成している

Sonneratio　albae－Avicen鍛ietumalbae
が発達iしている。このSonneratio　albae－

Avicennietum　albaeは，汀線に添って，幅
が20～30mの帯状に樹冠を広げる5ω〃z8ノ’α孟∫ααZ6α，

ノ1勲蹴ノz～αα乃αの大径木が数列生育している。Rano・

ng地区では内湾に中小河川が幾つか流入しており，

その中小河川によって運ばれて来た土砂の堆積地には，

C8縦ψ5，　xメ。ω1下弓，β〃響細8αなどを混生している

Rhizophoro－Bruguier三〇n　gymnorrhi－
zaeにまとめられるマングローブ林が生育している。

R1庸ψゐα層α〃’z’ごro〃α忽が特徴的に生育し，優占して

いるRhizophore亡um　mucronataeは，
Ran・ng地区における各河li【の河口部に発達してい

る。しかし，R1～工員1こ01一α1～故α一〇ノzα頗は，　R屠20少1zo1視

妙！α面彦αと共にチャコールに使用される有用林であ

るため，大三木を中心に伐採がおこなわれており，

Rhizophoretum　mucronatae林の大部分の
内分がCeriopetum　tagal，　Acantho＿Fi．

nlaysonietum　maritimaeなどの代償植生
に変えられている。Ranong地区のマングP一ブ林の

中で最も広い面積を占める植生は，Ceriopo－Xy－

locarpetum　grana亡iである。現存している

Ce「ioPo－Xyloca「Petum　9「anatiの多く

は，間伐が行なわれており，高木第1層の植被率が50

％以下であったり，二次林である　Ceriopetum

tagalへの移行相であったり，林床に凡ノzZの・50ノ～如

〃～αノ痂〃～α，〆16α〃’1zμ∫磁ガb！螂などが侵入している。

また，シャコ山の成立しているややレベルの高い立地

では，Acrosticho－Xylocarpetum　mo1－
uccensisの生育地となっている。RanOI〕g地区の

Acrosticho－Xylocarpetuln　mohlcce－
nsisは，最近の伐採の影響の少ない立地でも，！5m

以下と植生の高さが限られている細分が多い。さら

に，陸地林との接点域には，　Lumnitzeretum

｝ittoreae，　Phoenico－Excoecarietum
の生育もみられる（Fig．35，36）。

4）地域特性　Areal　characteristics　of　vegetation

　Ranong地区のマングローブ植生の特徴として，以

下の点をあげることができる。（1）マングローブ植生と

してSonnerati◎albae－Avicennietum
albaeから，　Aegicerato－Kandelietum
can〔1el，そしてPhoenco＿Excoecarietum
まで，極めて多彩な植物群落が生育している。その原

因として，年間降水董の多さ，乾季の少なさ，マング

ローブ域の広さ，人間活動の影響が最近まで限られた

規模の傷心にとどまっていたことなどをあげることが

できる。②マングローブ林の保護指定がされている

MFRCエリアには，タイのマングローブ林のなかで

も第一級の麺組成，植生の高さ，群落構造からなる塩

分が汀線から内陸にかけて残されている。すなわち，

外洋に溶した汀線側前線に35mに達するSonner－

atio　aibae－Avicennie£um　albaeの植
生域の細長い帯状の広がりがあり，それに接して

Cer1opo－Xylocarpetum　granati　また
はAcrosticho－Xylocarpetum　moluc．
censisにまとめられているAcrosticho－Xy・

iocarpionの植生域が広い面積に及んでいる。

（3）植物群落の分布という点からLa－un　とRanong

におけるκ6〃～48Zぬビ6〃z46Z林（Aegicerato＿

Kandehetum　can（1el）の生育があげられる。

Kandehetum　candelは，熱帯アジアから臼
本南部まで広い分布域を有しているが，その生育地は，

タイを始めとする熱帯アジアにおいて限られた地点に

留っている。（4＞RanongおよびKapurにおいては，

控地林と接する比較的高位のレベルのマングローブ域

㊥

〔｝ 20 40 6〔｝ 80 100 ｝20 300 350n】

1 2 3 4 5 4 5　3i　6 7 E1 8　　9　8　1G

　　　　　　　　　　　Fig・35　植生配分模式隠i。　Vegetation　pro丘1e　at　Ranong．

1：無植生Openwater，2；Sonneratio　albae－Avicennietum　albae，3＝Ceriopetum
taga1，　4：Rlz批（ψ1zorα砂∫α4α‘αcommunity，　5：Phoenico－Excoecariet心m，．6：R狙lzo－

phoro　apicuiatae－Bruguieretum　gymnorrhizae，7；伐採跡地cuttingarea，8：飢08／z捻

♪α々‘♂05αCummuni亡y，9：Lumnitzeretum　httoreae．
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　　　　　　　　　　　Fig．36　植生配分模式図。　Vegetation　pro丘1e　at　Ranong．

！：無植生openwater，2：Aegicerato－Kandelietum　candel，3：Sonneratio　aibae－

Avicennietumalbae，4：Rhizophoro　apicuiatae．Bruguieretum　gymnorrhi－
zae，5；Ceriopo－Xylocarpetunl　granati，6：Aη’66〃’z∫α（痂’c’ノ～α♂ガsstand．

1こSonneraほetum　ovatae　まとめられる
5ω〃z6’u彦どαoηαぬ林が発達している。現存している

Sonneratietum　ovataeは胸高直径が80clllを

超え，35m以上の高さに達する大乱木も少なくない。

しかし，三冠を被いつくす程高い被度ではない。また

現在，マングローブ植生域およびその隣接地において

スズの採鉱が行なわれており，大量の土砂がマングロ

ーブへ流入している。新たに堆積した土砂の上には，

50”18～観ぬ認5α，遠窃‘習1〃廊認ゐαの2種が先駆的に

侵入して低木林を形成している。　　　（鈴木　邦）

　2）　Khurabur圭地区　　Khurab駐ri　area

！）地域概況Description　of　study　area

　Ranongから南に約80～901（mの地点に位置する

Khuraburiと，さらに南のTakuapaにかけてのアン

ダマン海に面した海岸，入江，沿岸に点在する島々の

海岸線には，広くマングR一ブ植生の発達した地域が

みられる。マングローブ植生の分准ずる地域は，一部

に閥い砂質土の堆積した海岸もみられるが，大部分の

地域は粘質で軟弱な泥土に覆われている（Fig．37）。

　KhuraburiからTakuapaにかけての立地環境は，

メヒ部のビルマ南部から続く年乎均雨量が4，000mm以

上となる熱帯多雨林域に属している（Troll　l966）。

しかし12月下旬から3月初旬までの約2．5ケ月の短期

間，雨量少ない乾期がみられる（Walter　u．　Lieth

1967）。

2）植生概況Descrlption　of　vegetation

　Khuraburi地区に限らず，タイ国の南部地域に分

布するマングローブ植生の大高分は，古くから薪炭林

としてくりかえし伐採が行われており，自然植生とみ

なされる植分は，わずかに断片的な群落としてしか残

されていない。Khurabuh地区においてもマングロ

ーブ植生を構成している大部分の群落は，若齢の再生

二次林である。その他，海岸，河口付近でのスズの採

N
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　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
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　　　　　　　　　　　）　　．こ）　　　　　　　　’㌔／

＼　ノ　絡一一一一‘
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　　　　　　　　　　　～

。1㎞　1

F玉9．37　Khuraburi地区1こおける植生調査地点

　　　　位置図。

Map　showing　the　survey　area　and　the　location

of　its　transect　（Khurai）uri）．

掘は，マングローブ植生破壊の大きな要因の一つとな

っている。Takuapa地区におけるように，スズの採

掘により海岸線の撹乱を受けたところでは，マングロ

ーブ植生の回復は遅く，R傭oρ伽’α‘砂α面’αやR・

ノ〃故γ0〃α’αなどマングローブ樹種の植林による緑地

圃復の方法もあまり効果があがっていない。

3）植生配分Vegetation　profile

　KhuraburiからTakuapaにかけての海岸線に分

布するマングローブ植生の概観と，その配分をみる
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飛9・38　マングローブ植生のなかで，主として内陸側に分布するLUmnitzeretum

　　　　litto「e段eの相観（Khuraburi）。

　Physiognomyofthe　Lumnitzeretum　littoreae　that　is　mainly　found　in

　the　innerinost　part　of　mangrove（Khuraburi）．

と，下部域にあたる河口から外洋に面した沿海部，そ

して沿岸の島暴部の海岸線など，薄く泥土あるいは砂

泥土の堆積した波打際には，A窃6ε〃加αα乃αや501zル

召1冤ぬαあαなど，2種類の若齢樹の生育する単純林

Sonneratio　albae－Avicennietum　al－
baeが5～10m前後と幅の狭い植生帯を形成してい

る。Khuraburi地区におけるSonneratio　al－

bae－Avicennietum　albaeの地域は人為的
干渉が強く作用していることもあり，他の地域に比較

して生育状態も悪く，群落高が2～8mと低木状の断

片的な林分が多い。このような低木林では五麗ご8朋fα

嚥。∫7認∫∫，．肋α〃〃z螂読曜協μ∫が混生した林分もみ

られる。高木摺が17m前後の比較的安定したSonn－

eratio　albae－Avicennietum　albaeで
は，林縁部に低木マント群落の構成種である擁og∠68一

プα∫ω2フ～諭‘Z磁〃ノ露を伴なった林分がみられる。Son－

neratio　albae－Avicennietum　albae
の生育する波打際から，内陸側に入ったところには，

R配πoρ1zorα砂～α4♂‘z診αやR．槻ご‘γωzα‘αの混生する

若歯令一斉林，RhizoPhoretum　mucronatae
が10～20mの1隔の植生帯を形成している。

　さらに内陸側のRhizophoretum　mucro一

nataeの後背地には，粘質で軟弱な泥土からやや固

い泥土の堆積する地域が広がっているが，そこにはマ

ングローブ植生伐採後に成立した，群落高が8mの低

木林から20mの高木林までの種々の遷移段階の再生二

次林であるRん詑砂1zα－ααρ’α4α蝕の密生林やR．α・

♪ど。雇α如，B’層z‘9μ～6”αρα’尋ηゲZo脇B．‘ツ々ノπ11ゴ。α，　Cθ擁砂5

’α9αZなどの若齢樹の混生林であるCeriopetum

taga1が比較的広い面積で生育している。本地域で

は若齢樹の密生した再生二次林だけでなく，伐採後に

放置された倒木や柚死木に覆われた伐開地も多くみら

れた。Ceriopetumtaga1の分布域はさらに内

陸部の安定した麗麗に生育する　Rhizophoro

apiculatae－Bruguieretum　gymnorr・
hizaeの発達する地域に及んでいる。

　Khuraburi地区では，樹高が22～35mの高木とな

る8耀9厩8ノ’α8：y〃〃zαγ1zたαの優占する自然林に近い

林分もみられるが，シャコ山の発達した起伏の多い地

域では，高木暦にXy伽ω伽59ノ’α〃α診z齪を伴なっ

た二次林，　Cerlopo－Xylocarpetum　gr－

anatiが優勢に生育している。　一般にRh玉zop－

horo　apiculatae－Bruguieretum　gym－
norrhizaeの生育地域からさらに内陸側では，カ



F三g。39　乾燥した珪砂の堆積した内陸台地上に生

　　　　育している，パックマングローブ植生の

　　　　ハ4診ZαZ甜。α伽‘ω礁ノz凶帽。πの林分（Khu－

　　　　raburi）。

Theハ42ZαZ8μα48z‘ごα漉〃訪・o〃community，　which

is　one　of　the　back　mangrove　vegetation，　grows

in　s玉1三ca　sand　of三nland　sites　（Khuraburi）．

二山やシャコ山形成密度の高い起伏に富んだ微地形の

発達する地域となるが，Khuraburi地区では，比高

30c皿程度の小丘状のシャコ山が多い。

　マングローブ植生域において，川幅の狭くなる上部

域から中央域にかけての河川ぞいに形成された粘土質

で軟弱な泥土の堆積した河岸土手上にはR1盈砂ノ副u

”」2κ2ηノ2α如，R・妙∫αイ！厩αの混生したRhizopho．

retum　mucronataeが狭い帯状に生育してい

る。RhizoPhoretum　mucronataeの林分
の多くは，群落高が8～！5m前後と，一般に若齢二次

林的群落構造を示している。

　マングローブ植生域の中央域から上部域にかけての

河岸土手に隣接した後背地の土壌状態は，やや固い安

定した泥土が堆積し，比高30cm前後の小規模なシャコ

山の散在する地域となるが，そこには，樹高30m以上

に達するB1’z‘9厩8rαgy〃切or漉詑αを伴なったRhi－

zophoro　ap玉cuユatae－Brugu三eyetum
gymnorrhizaeの残存林分が生育している。本
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地域の大部分は，Bη‘g〃妙α♪αノ噂ηゲ♂o削，　B．く｝疵ル

診～ごα，Rん詑oρ1LO／rα砂’cz4彪彦α，　Cθr∫oψ∫’α9αZなどの

若齢樹の混生するCer圭opetuIn　taga1などの

再生二次林によって占められている。

　網巨状に広がった小運河ぞいには，しばしぽシャコ

山が高さ1m前後の小丘状に発達したところがみられ

るが，そこには高木暦に樹高20m前後のXンZoごαア伽5

9ノーω～磁〃πが優占し，林床の低木層にC師砂∫彦αg認

を伴なった二次林；Ceriopo－Xylocarpetum

9「anatiが生育している。

　Rhizophoro　apiculat乏1e－Bruguier－

etum　gymnorrhizaeの分布域よりさらに内
陸側の地域は，高さ1m以上になる大きなシャコ山の

みられる起伏に富んだ地形となる。そこには高木届に，

X5痴ごαψ～4∫9㍑〃α彦z〃μ，13ノ・κ9厩8ノーα9：y況ノ～oノブ・1z捻α，　E沿

ご08ごαノ毎αg詔0‘1Zαが優早し，低木層に）解OCαノ1ρ硲

9／uノ励〃ノ3，Cθ縦ψ∫彦α9砿飾が‘妙u伽θ1『酒5，飢・8・

ノ～鳶メ）αZ～440∫αの混生したPhOeniCo－ExCOeC－

arietumが発達している。　Phoenico－Exco・

ecarietumの林床にみられるシャコ由頂部の土

壌は比較的酸性傾向の強く，かっ乾燥しているが，そ

こには・4げ。∫漉加〃aψ魔05～〃π，D8ノγおかゲb々認α，

F如9’θ翫がα購読ぐαなどが優勢に生育している。また

シャコ山間の土．壌の湿潤な谷部には，ノ4‘rαノ融郡

ηo鍬耀∫∫の優占した林分もみられる。

　Khuraburi地区では，　Phoenico－Excoec．

arietumの分布域に対応した二次林として，

Ceriopo－Xylocarpetum　granatiが広
く発達している。Ceriopo－Xyloca「Petum

granatiは，　さらに内陸部のマングローブ植生で

あるLumnitzeretum　littoreaeの分布域
にまで広がっている（Fig．38）。

　Ph・enic・一Exc・ecarietumの分弗域よ
りさらに内陸側の，泥土の堆積がほとんどみられなく

なり，砂質土に富んだ土壌の地域には，古い大きなシ

ャコ山のみられる起伏に富んだ地形が形成されてい

る。そこには，高木層に樹高30～35mに達するゐz〃ル

ノ鷹28ノ‘α♂漉。紹αやR1融9ρ1zα噂α妙∫c配α彪の優旧す

るLumnitzeretum　littoreaeが生育して
いる。Lumn玉tzeretum　littoreaeの亜高木
暦や低木層は抽ノ鹿詑rα臨彦or認∫5，　C8プろ8ブα〃zαηglzα∫，

E灘ω8‘αノ伽α9α♂♂oc1～α，α厚砂5彦α9αZ，αα℃4θノz‘1ズ。π

f〃召ノ7〃0などの混生する種類組成の半衿な群落を形成

している。また本来マングローブ植生の構成種ではな

い，いわゆるパックマングローブ植生の植物である，

Zπψ5ゴαゐ加9α，1醐αノzc1ユ。刀8翫　oみ。ηα’α，君Z♂o舜メ～6∫
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F圭9・41　ススの採掘に伴う破壊により裸地fヒした酒翻1部に試験舶栽されている

　　　　沢1～・卯乃・’α煩（Tal・uapa地区）。

ノ《娠・勅θノαspecles　were　plan奄ed・n　the　si｝・re　hne　where　naturξ・l　mangr・ve

vegeta亡10n　was　cleared　by　an　mmlng（Takuapa）

ω6加などか混生した林分もみられる。群落の草木層

には〆1θ書。宿‘1ユ～1〃～～♪8αo～～〃〃，／）αあ8／9’α‘α1π♂61κ溜〃v～，

ノ）8η為ケゲbZ～磁α，」町α86”α〃α1〃6翫αなどのシタ類や

つる植物か高い植被率て生育している。

　Lumnltzeret・m　htt・reaeは分布域か，

薪炭材運搬などに使われる運溝の及ばない内陸にある

ことや，ゐ’〃〃～ηな6’αか薪炭材としてそれほど有用て

ないことから，マングローブ植生の内ても，伐採によ

る人為的破壊を受けることか少なく，自然状態の良く

保たれた群落として残されていることか多い。人為的

破壊を受けた群落てはE㍑oθ6αノ雄α9α1Zo乙1～αの優占

林分やゐz〃～〃鷹溜ノα♂膨07窺zの点在する二次林とな

っている。

　汽水的傾向の強まる上部域ては，河岸のRhlzo

Ph・retUm　muCr・natae域力・らLumnlt
ze「etum　llttoreae　域々こ推移する各植生帯の

広布域か狭くなり，マングローブ植生全体も小規模な

ものとなる。上部域に生育するR／～120P／ZO’α〃ムZイθ0

7zα如の若齢再生林や　Cerlopo－Xylocarpe

tum　granat1などの二次林か，　さらに洪水や

人為的干渉により破壊されたところには，林縁生低木

マント群落てある＆yP1～～ρ1～o’α／～5’4・’oρ1り’”α‘雌co－

mmu麟yかマングローブ植生の林縁部に生省するの

かみられる。

　Lumnltzeretum　llttoreaeは，　マング
ローブ植生を構成する群落のなかて，最も内陸側に分

布しているか，このLumnltze「etum　i1Uo「一

eaeに隣接して，ほとんど海水の影響のみられない

河川ぞいの湿潤な後背低地や珪砂からなる乾燥した土

壌に覆われた台地上には，いわゆるハンクマングロー

ブ植生のλ砲撃8μ‘α♂縦α48／14／o〃の優駕する林分か

発達している。Khurabur1地区ては，沿岸島綾部にお

いて，乾阪型のM6ZαZθ～’‘αZO～‘cα48ノ～‘〃ωZ　COmmunlty

か分布していることか確認された（F1939）。

　このようにKhurabun地区のマングローブ植生

の為線から内陸部にかけて分布する植生配列をみる

と，　Sonneratlo　albae－Av！cennletum

albae一→Rhlzophoretum　mucronatae
一・Rhlzophoro　ap1culatae－Brugmer－

etum　gymnorrhlzae→Cer1・petum
taga1→Cerlopo－Xylocarpetum　gr－
anat1　→】≡）hoenlco－Excoecarletum→
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Lulnnitzeretum　iittoreaeの順に推移して

いる。

4）地域特性　Areal　characteristlc　of　mangrove

　vegetatlon

　Khuraburi地区では，マングローブ植生の一部を

構成する自然植生のAegicerato－Kandelie－

tum　candeiやAcrosticho－Xylocar－
petum　moluccensisなどの植生域を欠如し
ている。　またマングローブ植生域の二次草原である

Acantho－F量nlaysonietum　maritimae
の発達する地域が少なく，伐開地や過度の伐採により

砂地化した地域の占める割合が広いこともKhuraburi

地区のマングローブ植生の一つの特性としてあげられ

る。

　Takuapa地漢では，スズの採掘後の荒廃した裸地

にR1ぬ砂1zo昭類を植栽した地域もみられるが，重

金属の影響もあり植栽後の生育は良好とはいえない

（Fig．41）。

　3）　Pha餓9瞬nga地区　　PhaR9圏nga　area

1）　地域概況　Description　of　study　area

　Phang－nga地区はタイ国領土となっているマレー

半島西部のほぼ中央にある。Phang－ngaの市街地は，

Andaman海ぞいの海岸線が北に大きく湾入したとこ

ろの最奥に位置している。このPhang－nga湾ぞいの

海岸線や湾内に流入する河川の下流域には，比較的広

い面積でマングローブ植生が発達している（Fig，42）。

　Phang－nga地区の沿岸および湾内には，数百の高

さで屹立する石灰岩の奇岩が群立した特異な景観がみ

られる。この特異な自然衆観によりPhang¶gaは，

南に位置するPhuketとともにタイ圓南部の国際的観

光地になっている。

　Phang¶ga地区の海岸線は，　内湾になっているこ

ともあり，外洋の強い波浪の影響は多少緩和されてい

る。このため湾内の入江や河口付近では，石灰岩を母

材とする微細な風化土が厚く堆積した河にi洲が広く発

達している。

　Phang－nga地区の気候は，　Andaman海沿岸にみ

られる熱帯多雨林域に属しているが，北都のRanong

やKhuraburiに比較して年平均雨量は2，500mm前

後と少ない。12月下旬から3月初旬にかけての約2．5

ヵ月間は降水量の少ない乾期となる（Troll　1966，

Walter　u．　Lieth　1967）。

2）植生概況　Descriptioll　of　vegαation

　Phang－nga湾内にある石灰岩島の鐘乳洞の壁面に

描かれた有史後の壁画にも明らかなように，Phang－

nga地区のマングローブ植生は古くから長期にわたっ
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Fig．42　Phang－nga　j也区に：おける植生調査i地点図Q

Map　showing　the　survey　area　and　the　iocation

of　its　belt　transects　（王）bang－nga）．

て薪炭材として利用されてきたため，大部分の地域は

Rlz茂oρ1zoノーα砂’cπZα如，　Cε痒oρ5’α9α♂などの若齢の

再生二次林を主体とした代償植生によって覆われてい

る。またPhang－nga地区東部を流れる河川下流域で

は，現在スズの採掘が行われており，採掘に伴なう森

林伐採と河床の撹乱などによる急激な自然破壊がマン

グローブ植生を蚕食しつつある。

3）植生配分　Vegetation　profile

　内湾および外洋に面したマングローブ植生の下都域

の海岸線など，石灰岩を起源とする軟弱な泥土が厚く

堆積した遠浅な汀線ぞいには，樹高が20～26mに達す

るノ1て，融・zノ～～ααあαと50朋6ノ厩∫ααZδαの優占する

高木林；Sonneratio　albae－Avicennie－
tum　albaeが20～30mと比較的幅の広い植生帯を

形成している。伐採など人為的破壊を受けた所では，

・上汁〃〃’α召Z6αと30ノ～〃8’9α如α伽はそれぞれ1種

のみで構成された林分を形成することが多い。しかし

比較的自然状態の保たれた海岸線ではA曽加朋’α

‘渤αと50〃π6’層α彦1ααあαの混生した林分が発達して

いる。Sonneratio　albae－Avicennietum
albaeの植生帯から，その背後に生育しているRh－

izophoretum　mucronataeの植生帯に移行
する立地では，林床にR1融。幽01一α妙蜘♂漉αやR，

7ノ粥σ”ω1α如を伴なった林分がみられる。　マングμ一
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F互g．43下部域の軟質泥土の厚く堆積して，河口洲に生育しているSonneratio

　　　　　albae－Avicennietum　albaeの林内相観（Phang・nga）。

Sonneratio　albae－Avicennletum　albaegrowinginthenエuddysolls
at　the　lower　reaches　of　the　estuary（Phang・nga）．

ブ植生域の下部域から中央域にかけて分布している

Sonneratio　albae－Avicennietum　a1－
baeでは五漉躍π珈聯‘∫ノ～4薦の混生した林分が

みられる。またSonneratio　albae－Avlce－

nnietum　albaeの林縁に，時として低木マント
群落の構成種である！肋g∫c81’α∫ω〃～～αピ’α孟’〃πを伴な

った林分が認められる（Fig．43，44）。

　Sonneratio　albae－Avicennietuma－
lbaeの発達する汀線ぞいから，やや内陸部に入った

地域の土壌状態は，軟弱な泥土の堆積量の減少に並行

して，やや固く安定してくる。このような立地には，

Rlz薦砂1L・1冠〃z～’6ノ¶o〃α’α，　R，妙’αピ♂α’αがパッチ状に

散生するRhizophoretum　mucronataeの
不明瞭な植生帯がみられる。頻繁な伐採による人為的

撹乱を受けたところや，河獄付近に形成された河口洲

などには，叢叢が5～8瑚の／《1癖砂1LO雌妙’αどZα如

やR．〃’耀rωzα如の若齢低木が密生した二次林が広

い面積にわたって発達している。

　Rhizophoretum　mucronataeの分庵域
から，さらに内陸に入った地域の土壌状態は，固い泥

土の雛積した安定立地となる。本地域には樹高30m以

上に達するβ靴gz48脇g⊃，〃z／zor〃ぬαやR1庸砂1zαu

砂どぐ～’♂‘勲の生育するRhizophoro　apicula－

tae－Brugulere亡um　gymnOrfh三zaeの
植生帯が発達する。しかし本地域には自然状態の保た

れたRhizoPhoro　ap童culatae－Bruguie－

retumgymnorrhizaeの林分は，わずかに残
されているだけで，大榔分はR1眈砂んα’α‘ψぬ諏∫α，

β摺9～‘～61闇αご頭〃41宏α，β．♪α測卯α’αなどの若齢樹

の混生する二次林やC晒。がオα9認の優濁する若齢再：

生：二次林；CeriopetUIn　taga1などの代償植生

によって占められている。Cefiopetum　taga1

の生育する伐開地には，しばしば妊1αエ漉1Zμ∫∫Z比グb頗∬

や　1η〃妨，501融　〃’‘zr励〃αの混生する二次草原；

Acantho－Finlaysonietum　marltimae
が発達している。

　川幅の狭くなるマングローブ植生域の中央～上部域

では，州の流れによる浸食作用と堆積作用の相違に

より，川の両岸に発達するマングローブ植生は異なっ

ている。川の流れによる浸食作用を受ける河岸では，

川辺が急に落ちこむような河岸堤が形成されており，

その土手ぞいに樹高20m以上に達する／く痂π砂1～oプα
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Vegetation　pro丘1e　of　the　lower　rα1ches　at　Phang－nga（Survey　transect　llne：LR－！1）．

1．Open　water　afea（開放水域）

2．Sonneratioalbae－Avicennletum
　　aibae

3．Rh三zoPhoretummucronatae
4．Young　coPpics　oぞRん’痔‘，／）ゐ。ノーααカ～6〃‘～’α

5．Ceriopetum　taga1
6，　Callal　（運河）

7．Ceriopo－Xylocarpetumgranati
8．　RhizoPhoroapicu正atae・

　　Bruguieretuln　gylnnOrrhizae

ア膿θり〃‘諏を伴なったRh三zoph・retum　mu－

cronataeの2～4mほどの幅の狭い植生帯が発達

している。一方河頬の流れがゆるやかな，堆積作用の

みられる湾岸：では，軟弱な泥土が堆積したゆるやかな

傾斜の岸辺が形成される。その汀線ぞいには樹高が12

～22mに達するA耽6ノ〃磁（拶ヲ‘カ～o臨の優占する，

幅の狭い植生帯が発達する。

　Phang鴫9a地区では，マングローブ植生域の中流

部に分布するRhizophoretum　mucronatae

やZ1面6召・Z〃如顔1ε加α臨の優占林分の生育する汀線

に接して，すぐにシャコ山のみられる起伏に富んだ地

域が広がっている。この比高30cm以上のシャコ山の密

度の高い地域には，高木屑に20～30mに達するXツー

～・ぐω次‘∫1’～o々ζご。8’翻∫が優占し，亜高木層や低木履に

R1ゑ隠砂1zo／uαρ∫躍Z‘忽’α，　Xyocα1ψ～‘∫9／uノ～認～‘〃’，　C8ノネ

砂∫46‘αノ～4’癌αなどが混生するAcrosticho－

Xylocarpetum　moiuccens玲が発達し
ている。　Acrostlcho＿Xylocarpetum



55

馨

鞍

麺

講

．勲

羅

懸
翻i離職鞍繋留

蕪

蓼・鞭

　　　　難・繧寛政翁畷
懸鑛講

　拶鱗

噛隷粛

　　　　鱒、

　　　　　瓶
　　擁戯壽

　　響群灘盤遷
ド“ @　　　　影

鑛

蕪

「上

灘

籔

Fig．45　大きなシャコ山の形成された中央域に生

　　　　　育するAcrosticho．Xylocarp．

　　　　　etum　moluccensisの林下相観
　　　　　（Pha119－nga）。

　The　Acrostlcho－Xylocarpeωm
　moluccensis　growing　in　the　middle

　estuary，　where　the　micro　tol）ography　is

　undulated　w三th　a　l・t・f　largc　squll｝a－m（）ids

　（Phang－nga）．

　　　　　～罫
壕囎・＆轍一．，．琶勇綜、，r

騨
蟹

F量g．46Phang－nga地区では一マングローブ植生の

　　　　　中で，最も内陸鋸に分布している

　　　　　Phoenico－Excoccarietumの
　　　　　朴縦見　（Phang－nga）。

Physiognomy　ofthe　Phoenico，Excoec－
arietum　that　is　mainly　found　o臓the　eleva．

亀ed　area　at　the　innermost　part　of山e　man－

grove　forest（Phang・nga）．

moluccenslsの林床に形成されたシャコLi．i頂部

の乾燥した土壌上には，　擁C1’0∫孟161π〃〃　5♪α1～0∫‘〃〃，

／）8ノγ15ケ脚Z～α如ヵミ優勢に生育している。またシャコ

山間の湿潤な谷部には五〇α雇1濯∫躍～ごヴわ〃～’5，F～冠αy－

5ω融〃～α’書励〃αが高い植被率で生育している。運河や

川幅の狭い支流に接した立地では高木贋に！1て，～（でノ～〃1α

の～融α齢を伴なった林分もみられる。

　Acτosticho－Xylocarpetum　moluc－
censisに隣接して，シャコ山の密度が低く，平壌．

面の多い地域にはRhlzophofo　apiculatae

－BrUgUieretUln　gymnOrrhizaeが発達
している。　Acrosticho－Xyloca∫peωm

m。1uccens玉sやRhiz・ph・r・apicula－

tae－Bruguiere亀um　gymnOrrhlzaeの
生育する地域の主な代償植生は，高木層にX5F～oα〃’一

ρκ∫91w～α彦κノ〃，　C61噛～（ψ3‘4g認，　R1～～£（ψんα僧α妙～α～一

観αなどが混生したCehopo－Xylocarpe一

tum　granat三である。シャコ匡i密度の高い地域

に生育するCeriopo－Xylocarpetum　gra－
natiのなかには，群落高が高く，形態的に自然林に

近似した林分もみられる（Fig．45）。

　Acrostlcho－Xylocarpeωm　molu－
ccensisは生育域よりさらに内陸部の，古く大き

なシャコ幽の発達する地域では，高木層を形成する
X5，Zo‘αψε‘3ノ〃oZ～κ2c8〃∫’∫，　X・91¶α〃α’～〃ノ～，　RIL’之砂乃一

〇’U妙’α廊如の植被率が低く，並高木層や低木層に

E記co8ごα’・～αα9實〃06／～ζz，盈1”々61’αZ～’‘oグαZ～∫，　P1～06〃ガ・r

jρ∠～Z〃40∫αが優占するPhoen玉co－Excoecar童e・

1umが生育している。　Phoenico＿£xcoeca，
・i・tulnの林床のシャコ11i上に々ま，五〇’・・置～・1・・〃〃

ψ8（ゴ。∫～〃〃のほか，　1曜α9読αがα黙読ごα，Dαあω召ゾα

CαノZ‘た1顧8〃∫’∫などのつる植物が高い植被率で生育し

ている。一部の林分ではマングローブ植生構成種でな

いルー4翻α属，Mレ〃～磯yZoπ属の低木類を伴なうなど・
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L
2.

3.

4.

5.

Open water area (E;Elttczl<S!Se)

Ceriopo-Xylocarpetum granati
Ceriopetum tagal
Acrosticho-Xylocarpetum
moluccensis
¥oung coppies of Rhtl2oPh.ora aPiculata

6. Rhizophoroapiculatae-
  Bruguieretum gymnorrhizae
7. Canal (ma?ilf)

8. Phoenico-Excoecarietum
9. Land (Pljve)



｝）｝≧oenico－Excoec’arietumはLumni一

｛：zeretum　littoreaeと同様に，種類組成の豊

1｛：i：；ilな群落を形成している（Fig．46，47）。

　このようにPhang¶ga地区では，最も内陸部のマ

ングローブ植生はPhoenkQ－Excoecarie一
圭umで終っている。汀線から内陸部にかけて推移す

るマングローブ植生の配列をみると，Sonneratio

albae－Av三cennietum　albae→Rhizo一
τ）horetum　mucronatae→Rhlzophoro・

蒙picし11atae－Bruguieretum　gymnorr・

難izae一→Ceriopetum　tagal→Acrosti－

c｝｝・一Xylocarpetum　m・luccensis→

Ceriopo－Xylocarpetum　grar｝ati→
：｝）hoeniCO－ExCoeCarietum　の順になって

いる。

4）地域特性　Areal　cllaracteristic　of　mangrove

　vegetatlon

　Pl｝ang－nga地区に分布するマングローブ植生は，

種西成的に他の地域のマングローブ植生と大きく異な

ることはなく，石灰岩を起源とするアルカリ質泥土の

影響は認められない。これはマングローブ植生自体，

ρH殖の高い海水中に生育していることによると考え

られる。しかしPhang－nga地区では他地域以上に軟

弱な泥土が厚く堆積していることを反映して，汀線ぞ

いでは　Sonneratio　albae－Avicenniet．

umalbaeの植生帯が幅広く発達していることが

多い。また中央域でも，他の地区では小面積なノ短1一

ボε〃πぬ（痂ご加α儒の林分が比較的顕著な植生帯を形成

している。さらに軟質な泥土はシャコ山の規模にも影

響しており，内陸部では1m以上の新しいシャコ山が

高い密度で形成された地域が広くみられる。これに対

応するように，Phang－nga地区ではAcrosticho

｝Xyloca「Petum　moluccensisの生育す
る地域が広く発達している。この他，Phang－nga地

区のマングローブ植生の地域特性として，一般的にマ

ングローブ植生の最：も内陸側に分布する　Lumni－

tzeretum　httoreaeの植生帯を欠如している

ことがあげられる。　　　　　　　　　（大　野）

　4）　Krab量地区　　Krabi－area

1）　地域概況Outline　of　survey　area

　Krabi地区はマレー半島のアンダマン海倶L　北緯

9。，東経99。付近に位置している。Phang－nga湾を

中心とする海岸線の入りくんだ湾状地形の延長上にあ

り，Krabi地区も小泊のKrabi湾を形成している。

また，Phang噴gaからK：rabiの沿岸は石灰岩地帯と

なっており，Krabl地区の一部にも石灰岩の岩峰がみ
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　　　　Fig。48　Krabi地区調査地域。

Map　showing　the　surve）・area　and　the　Iocation

of　its　transects（Krabi）．

られる（Flg．48）。

2）植生概観Outline　of　vegetation

　Krabl地区のマングローブ林は，タイの他の地域と

同様に炭焼による伐採の影響を受けている。高さ251n

を越える植分もみられるが，それらの多くが1～1康。一

助。ノ・α‘ψα廊如など有用木の択伐が行なわれている

ために，植被率が50％以下の疎林となっている。厳密

な意味の自然林は少なく，高さ1伽前後の二次林が最

も広く発達している。マングローブの潜在自然植生域

でも集落周辺の土壌改良が進んだ立地では，ココヤシ

などのプランテーションとなっている地域もある。

　Krabl地区の植生調査は1982年10月！8日～10月22日

に行なわれ，約250の植生調査資料が得られている。

今回，以下のマングローブ林の植生単位が区分され

た。

　Sonneratio　albae－Avicennietuma－
1bae，Rhizophoretum　mucronatae，　Rhi。

zophQro　ap宝culatae－Bruguieretum
gymnorrhizae，　Ceriopetum　taga1，　Ce－

riopo－Xylocarpetum　granati，　Acros－

ticho－Xylocarpetum　moluccensis，
Lumnitzeretum　1量ttoreae，　PhoenicQ一
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Schematic　illustration　of　the　zonal　distribution　of　piant　communities　on　the　middle　estuary

1．

2．

3．

4．

5．

　　area　at　Krabi　（LM－！9）．

Rhizophoretum　mucronatae
RIZ舵（ψ乃．0’・αごψ～ご’．面オαcommunity

Ceri・petum　tagal

Ceτiopo－Xylocarpe．tum　granatl

Acantho－Flnlayson1etum

6．　　A6”03々（ゾz‘〃〃　∫1，8ご’o∫’〃π　stand

7．　　Cleared　area

8．Cana1（運河）

9．　　】Land　（内1塵）



風Lxcoecarietum，　A． モ≠獅狽?ｏ－Finlaysoni一

脈um　maritimae，Scyphipl、oretum　hy－

drophyllaceae，　Nypetum　frut1cant玉s，
∫：ツ露06π舵餌伽403α群落，R1庸（ψ1～Or忍妙∫α‘Zαオα群落。

　Krabi湾の河口下部域から中央域の最前線には，

Sonnerat玉。　albae－Avicennietum　alb一

鵠が生育している。Krabi地区のSonneratlo

albae－Avicennietum　a互baeはAηfcεノη磁

認諏の優占林が多く，5ω〃zε1’α孟ぬα乃αの優占林は少

ない。Sonueratio　albae－Avicennietum
澱baeは河口下部域の遠浅な泥質土上に生育してい

る。また，河口中央域では蛇行した河の湾入部の砂泥

が堆積するなだらかな滑走斜面にはSonneratio

ξdbae－Avicennietum　albaeが生育し，

鮒岸の攻撃斜月｛にはRhizophQretum　mucro．

薮ataeやCeriopo－Xylocarpetum　gr－
ana巨が生育していることが多く，地形的な植生の

違いがみられる（Fig．49）。

　Rhizophoretum　mucronatae，　Cerl－
opo－Xylocarpetum　granati，　Acrosti－

cho－Xylocarpetum　mduccensisは自
然林，二次林を含めて最も広く生育しているマングロ

ーブ林である。Rh玉zophoretum　mucrona．

ξaeやCeriopo－Xylocarpetum　granati
の伐採跡や倒木によって生じた空隙地には，Ceri・一

1）etum　tagalが生育している。Ceriopetum

taga1の主要構成種である　C朗（ψ∫喫認は，高

さ7m前後の一斉林を形成することがある。また詞じ

く代償植生として考えられるR1庸oρ1zorα妙ガαゐz厩

1種のみから構成される描た｛ψん。中秋1α‘～碗α群落

がRhizoph・retum　mucronatae域に稀
に生育する。

　河口上部．域，内陸域にはAcrosticho－Xylo．

carpetum　moluccensisが広い面積で生育
しており，立地の高まり，陸化と共にいわゆるシャコ

山が多く見られるようになる。樹冠が疎開したマング

ローブ培養あるいは伐採跡地のシャコ山上には，

か8月目∫∫’ノガbZf認α，　Dα伽1窟α‘απ‘詑ノ～忽8ノ説5，躍α98弘

αがα玩読αzなどつる植物や五ごro漉畿z〃π砂8認05～‘脚

が混生するClerodendro－Derrietum　tri－

foliataeが生育している。　Lumnitzeretum

httoreaeは分布地域が限定されており，BanYai

およびBan　Thlong　Yangに生育している。下ノ聾には

＆砂妙ん。プα妙4’砂妙”αc砲が優占している植分が

多い。Lumnitzeretumlittoreaeの代償植
生と考えられる低木群落のScyphiphoretum
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hydfophyllaceae　も　BanYai，Ban　Th10ng

Yangに多い。

　Phoenico－Excoecarietum，．Pゐ08／zゴ」じραZ～か

605α群落は大部分が代償植生と考えられ，Ceriopo

＿Xylocarpetum　granati，　Acrosticho
－Xylocarpetum　moluccens玉s，　Lumn1一

tzeretum　littoreae域の砂質立地に多くみら

れる。

3）植生配分Distribution　of　mangrove　vegetation

　（1）河口下部域LOWer　eStUary　area

　河口下部域は湾および海から運ばれる泥土が堆積す

るため，砂州や干潟が発達しやすい。遠浅で柔かい泥

質の海岸が形成されており，Sonneratioalbae

－Avicennletum　albaeが最前線に，幅20～
30孤で帯状に生育している。土．壌が締まってくるにつ

れてRh量zophoretum　mucronatae，　Ceri－

opo－Xylocarpetum　granatiに移り替る。
　（2）河口中央域Middle　estuary　area

　河口中央域では直線的な河岸では，R1庸砂1Lα8α

，〃“ぴωzα’α，R．妙∫α住田が優占するRhizopho－

retum　mucronataeが最前線に生育している。

しかし，蛇行した河岸では滑走斜面と攻．撃斜薇とでは

植生が異っている。前述したように砂泥の堆積する滑

走斜面にSonneratio　albae－Avicennle－

tum　albaeが生1無し，攻撃斜面にはRhizoP－

horetum　mucronataeが生育している。　滑
走斜面にはくらψαカ’Z‘痂α烈カミ優座していることも

ある。RhizoPhoτetum　mucronataeの後
部には，内陸に向うにつれてCeriopo－Xyloca－

rpetum　granati，　Acrosticho－Xyloc・

arpetUIn　moluccensisの順に移行して行く

が，微地形の異いや伐採などの人為的影響や，地域に

より植生配分は異っている。

　Jirad川の河口から約21（mの距離の左岸で，長さ約

350mのべルトトランセクトにより植生調査されてい

る（Fig．49）。河岸から25m付近まで高さ8孤の二次

林のRhizoPhoretum　mucronataeが生
育している。35m付近までの間は伐採されて疎林と

なっているが，　Rゐ詑91）1zo1ραの）諭4Zα∫α，　X夕如ごαψ螂

g／wα彦κ〃3などが混生する高さ10m前後のCerio－

po－Xylocarpetum　granatiがみられる。

河岸から約40mで幅1，5mのcana1となるが，

そのcana1の両岸はR．‘ψ～α廊雄の優占する

Rhizophoretum　mucronataeが生育してい
る。高さ6～7mの先駆的な黒血である。内陸に向う

につれて立地は高まり，基点から50～70αn高くなって
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いる60m付近からCerioPo－Xyloca「Petum

granatiの代償植生と考えられるCeriope£um

taga1が出現し，150m付近まで生育している。こ

の間のシャコ山上や　canal沿いの伐採跡地はつる

植物群落の　Clerodendro－Derrietum　tr．

ifohataeやAcantho－F1nlaysonietum
Inaritimaeが生育している。150m付近から少し

地形が低くなり，再びCeriopo－Xylocarpe－

tum　granatiの領域となる。　Ceriopo－Xylo－

carPetum　granatiの生育域は広く，伐採
跡地を挾んで内陸側3001n付近まで続いている。約360

mで内陸の小丘斜面に達するが，300m付近から再び

地形が低くなり，瓦妙如‘如α1種から成るR．妙～α｛一

♂α如群落が生育している。R・妙∫αでZα如群落は高さ

35mに達する植分もあるが疎林であり，高さ！5m以下

の一斉林が多い。

　（3）河口上部域Upper　estuary　area

　上流に向うにしたがってマングローブの生育域は狭

くなってゆく。　河岸の最前線にはSonneratio

dbae－Avicenn圭etum　albaeはみられず，
Aび蜘朋毎（～伊。か～α体が優発することもあるが，Rhi－

zophoretum　mucr・nataeやCerioP・一
Xylocarpetum　granati　が生育するように
なる。さらに内陸側は　Acrosticho＿Xyloca．

rpeturn　moluccensis，　Lumnitzeretum
httoreaeと続いている。しかし，内陸側でも伐

採の影響が大きく，本来の植生配分は改変させられて

いる小舎が多い。
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　　　　　　Fig・50　Krabi地区における河1コ上都域の植生配分模式図（LO－28）。

Schematic　illustrat玉on　of　zonal　distributlon　of　plant　communities　on　the　upper　estuary　area

1．

2．

3．

4．

　　at　Klrab量（LO－28）．

Rhizohoretuln　mucronatae
Ceriopetumtagal

Ceriopo・Xylocarpetum　granati

Phoenico，Excoecarietum

5．Lu組nltzeretumlittoreae
6．　　5ヒ躍）ぬゼ／）1zoノ躍α　1リノ6ゐ’（4）1蔓y♂αα惣　stand

7．　・即zo8π舵ρα融ゐ5αcommunity
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　Ban　Yaiの河口上部域の河岸から内陸への植生配

分（Fig・50）では，最前線にはRhizophore・

撤mmucronataeが生育している。　その後部

25搬付近までCer｝opo－Xylocarpetum　gr－

anatlが生育しているが，これらの植分は高さ10m

以下の二次林である。伐採されたR．‘4・∫αf磁αの切

り株が残されており，かってはR．砂∠α廊如の高木

が擾占したことが推察される。25～150mの間は新旧

のシャコ山の存在により起伏に富んだ地形となってい

る。人為的な影響も強く受けており，砂質立地には

5‘砂んψ1zolu　1弓ゆ用砂1耽yZ♂αcεαや測zo6〃舵餌Zz‘40∫α

が高さ7m以下の優占植分を形成している。これらの

優占植分の多くは種組成的にはCeriopo－Xylo－

carpetum　granatiやPhoenico－Exc一
《）ecarietUmにまとめられる。またCeriopo『

Xylocarpetum　granati　には　／海1廊～εプα

／癖。／u臨の混生する植分も多い。150m付近から平坦

な地形となり，Lumnitzeretum　litto「eae
が出現する。

　LO－28はベルトトランセクト上にXy♂oα〃ア♂‘5

ノ～勲κc8／z廊が生育していない例であるが，河口上部

域ではX．〃zoZ曜ぐ81説∫を主要構成種とするAcro－

sticho－Xylocarpetum　moluccensis

が広い面積で生育している。

4）　まとめConclusion

　Krabi地区では，石灰岩地帯のKrabiと，そうで

ないBan　YaiおよびBan　Thlong　Y加9とでは分

布している植生単位が多少異なっている。

　マングローブの植生配列は基本的には他の地域と同

じである。しかし，人為的な伐採による影響を広い範

囲にわたって受けており，二次林が多くなっている。

また裸地化したところもみられる。今後，無計画な乱

伐は避ける必要がある。地域的な区画による保護区お

よび有用樹種の育林区を設定し，伐採も皆伐をせず周

期的に行なうなど計画的な林業経営，生態学的な保全

が望まれる。　　　　　　　　　　　　（鈴木　紳）

　5）　「罫rang地区　　Trang－area

D　地域概況Descrlption　of　study　area

　マレー半島中央部のアンダマン海に面したTrang

地区は，Nam　Palian河ロ域に広がるマングローブ

（Kangtang小地区）とさらに約！6km南下したWai

Dor1川，　Suso川河口域のマングローブ（Amphoe

Pallan小地区）にわけられている（Fig．51）。

　！）Amphoe　Palian小地区

　　（1）植生概観　Description　of　study　area

　Amphoe　Pahan小地区のマングローブは薪炭林と
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しての利用がさかんで，河口中央域の小河川沿いに中

規模な炭焼工場を数多くみる。マングローブのほとん

どは胸高直径3～5cm，樹高5～10mの再生林からな

る。自然林，半自然林とおもわれる樹高20mを越える

林分は，むしろ炭焼工場のそばにあり，小面積ながら

保護，管理されている。

　　iSo且neratio　albae－Av玉cenlli－

　　etum　albae
　外洋より約5k皿内湾部の下部域でも2本の湾川には

さまれた河口洲では，汀線が1，500mに及ぶ干潟を形

成している。干潟は砂土を主とし，局地的に腰までつ

かるような泥土をはさむ。植生は50ππ6雇彪αZδαの

優占する樹高20m以上のSonneratio　albae一・

Avicennietum　albaeがよく前縁部まで発達

している。　Sonneratio　albae－Avicenni．

etum　albaeは河口洲沿いに幅10～20mで生育し

ている。主要構成種の50π耀rα∫厩αあβ，・4加ごβπ〃∫α

αあαは薪炭材の価値がなく，むしろ土砂流出防止林，

魚つき林として残されることが多い。したがって薪炭

林としては隣接する後背部のRhizoph◎yetum

mucronatae域から伐採されているのが普通であ
る。

　　i三　Rhizophoretum　mucronatae

　RhizophQretum　mucronataeは地形が
平坦で浸水時間の長い河口洲に広い潜在自然植生域を

有している。しかし現存植生の多くは疎開地をまじえ

る伐採跡地再生途上の低木林である。約2mの高さの

R1鷹（ψんorα2π媚802z鷹αをまじえるR．ψα畔塗優

占林である。これらの低木林はR痂£o擁α’α砂～αか

僻α群落にまとめられ，　自然植生のRhizOpor一

etum　Inucronataeの貧化した先駆相に位置づ

けられている。

　Rhizophoretum　mucronataeは後背部
でRhizophoro　aplculatae－Brugule－
retum　gymnorrhizaeに隣接している。流
水辺では，帯状に河口中央域まで侵出し，A窃68ノ〃Zぬ

卿肋～α傭下位群落を形成している。

　　量1i　Rhizophoro　apiculatae－Brugu－

　　　iereturn　gyrnnOrrhizae

　Rhizoph・ro　apiculatae－Brugu玉er－

etum　gymnorrhizae　は　RhizoP1ユor－
etum　mucronataeに続く，河口洲内側の平坦

部にわずかな潜在自然植生域を占めている。現存する

自然林は少ないが，発達した林分は樹高30mを越えて

いる。伐採跡地ではB惚9μ砂u齢ノ〃〃zor〃疲αより陽

樹的性格の強いβ．♪αノー麗刀。㍑，お．‘：yZ魏凄∫cαが一

斉二次林を形成している（CerioPetum　tagal）。

また，さらに伐採が広域に及んだ立地ではAηゴ一聯α

励1‘！照薦が内陸側でも，二次林を形成することが

ある。

　RhizoPhoro　apiculatae－Brugu1er－
etum　gymnorrhizaeの後背部からシャコ山
の形成がめだって多くなり，Acrosticho－Xylo－

carpetum　moluccensisが発達している。

　量vAcrosticho－Xylocarpetum　molu－

　　ccenslS
　河口最：下部より約！，500m上流側では，流水辺に地

形的段差が生じている。流水ぎわからAcrosticho

－Xylocarpetum　moluccensisの生育域と
なり，群賊的にもXンZocα厚・z‘∫ノノzoZ鷹‘8刀藩の高木が

　　　　　　寵
受

三
口

）

翻両

側

磋i癖

‘

0 50 100m

　　　　　　　　F量9．52　植生配分模式図（Amphoe　Pall段n，　LM－38）。

Schema亡ic　distributiQn　of　mangrove　vegetation　on　the　lower　estuary（Amphoe　Palian）．

　　　　　　　　　1，　Sonneratio－Avicennietum　albae
　　　　　　　　　2．　　RILゴ之（4）ゐ。ノ書α　α／⊃∫α‘Zα’α　colPmunity
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　　　　　　　　　　　　Fig．53　植生醜分模式図（Amphoe　Palian，　LM－34）。

　　Schematlc　dlstribution　of　mangrove　vegetation　on　the　middle　estuary（Amphoe　Pallan）．

Rhizophoretum　mucronatae　　　　　5．　Acantho－Finlaysonietum　man－
Ceriopetum　tagal　　　　　　　　　　　　timae
Felling　area　　　　　　　　　　　　　　　6．　Ceriopo－Xylocarpetum　gfana宅1
A・1一・・孟’ぬ〃・’5ρ癬・…〃・stand　　　　　　7．　Pi・neer　stand・f　R1・鳳ψノ…uα♪fα4α’・・

きわだってくる。　Acrosticho－Xylocarpe－

tum　moluccensisはAmphoePahan小地区
でもっとも広い颪積を占め，残存自然植分ならびに植

生調査資料も多い。生育地はシャコ山の発達により微

地形的な凹凸が激しい。しかしこの地形的な特徴も森

林が破壊されることによって，シャコ山の崩壊が強ま

り，平坦地化してしまうこともある。代償植生には

Xメ。ごαψ螂9ノ’α7？磁‘ノπ，C6r19カz．‘∫匁9αZの一斉低木

林が形成され，Ceriopo－Xylocarpetum
grana亡iにまとめられている。　また疎開地ではシ

ャコ山を中心にAcantho＿Fin1歌ysonietum

㎜aritimaeが団塊状に生育している。

　川蟷が5～6mのAcrosticho－Xylocarp－

etum　moluccensis域の支流では，蛇行部の
植生配分も異っている。地形の湾入する政撃斜面では

流水の浸食による地形段差が著しく，流水ぎわから

Ceriopo－Xylocarpetum　granatiの発
達をみる。一方，くの字形に地形のつきでた滑走斜面

では，地形勾配がゆるやかとなり，Rhizophore－

tummucronataeの孟窃0ε1z曜α（≧〃‘カ～αZお優

占植分をへてCerioPo－Xyloca「Petum　9「a騨

natiに移行する。

　Acrosticho－Xylocarpetum　molucc－
ensiSは内陸側で　PhoeniCO－EXCOeCari一

etumに隣接している。

　v　Phoen1co－Excoecarie｛um
　Phoenico＿Excoecarietumは深さ1～2
mに刻みこまれた凹凸の激しい微地形上に発達し，川

幅2～3mの小運河をよくはさんでいる。桐観蜘こは

Acrosticho－Xylocarpetum　moluccen－
sisから続いて高木層に茨yZO6α1ψZ4∫　アノzozπ668ノ～5～∫，

X．97・α刀磁〃ノzが優旧するが，亜高木層以下に1）1zo6ノ～㍑

♪αZ㍑♂o∫α，飾1ゴ’諭一αZ痂01一αZゼ∫，遅プb〃3お，α1’ご（ψ5

認6瑚め¶8があたらに出現してくる。この植生帯は河

口下部から約61（m上流域まで発達が確認されている。

　Phoenico－Excoecarie亡umは伐採などに
より破壊されると，群zo8〃励ρα々♂40∫α謬呑落，　Ceri－

opo－Xylocarpetum　granatiが代償植生
として成立する。

　Phoenico－Excoecarietumは後背地で
Lumnitzeretum　littoreae　セこ接するが，

Amphoe　Palian小地区における　Lumnltzere－

tum　htt・reaeの分布はきわめてまれで，　Suso

州沿いに河口から約8k田上流域で植分を確認，調査し

たにとどまる。

　（2）具体的な植生配分　Distribution　of　plant　co－

　　　mmunltles

　　i　　Transect　　L　M－38
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　河口下部域植生配分の一例である。植生の最前線で

はIGmにつき45c吻地形上昇があり，その後はほぼ平

坦となる。前線から約50m帯状にSonneratio－

albae－Avicennietum　albaeが樹高30m
近い林分を形成している。その後背には樹高6～8m

のRんf2砂加rα砂ガα面ごα群落が続く。この林分は再

生林でRhlzophoretum　mucronataeの
代償植生となる。

　　ii’£「ansect　LM－34

　河口中央部の植生配分である。薪炭林として古くか

ら利用され，植生は単純化している。地形は流水辺よ

り！，4m急上昇したあと平坦に約70m，さらに崩壊

したシャコ山地帯へと続いている。流水側前縁には

Rhizophoretum　mucronataeが幅3mで生育
し，続いてC爾（ψ∫如g認の優占するCeriopetum

tagalがシャコ山の前まで発達している。シャコ山

地帯では根観的にX）廊ごαψ醐g昭ノ～α’z〃μが目立ち，

シャコ山上に　Acantho－Finlayson｝etu．m

marltlmaeが出現している。このシャコ山地帯は

Acrosticho－Xylocarpetum　moluccen－
sisが自然植生としてみられ，　Ceriopo－Xylo・

carpetum　granatlが二次林を形成している。

　　（3）人為的影響慧uman　impact　upon　vegetatlon

　Amphoe　PaHan小地区のとくに北部，　Suso川沿

いは森林伐採が盛んで，胸高直径3～4α1のR1ぬ。・

助orα砂∫‘μZα’α群落が続いている。　Rlz陶砂ん。／9αSPP・

は薪炭材の利用価値が高く，RhizOPhoretum

Inucronatae域が伐採対象となるためである。

　Rhizophoro　apiculatae－Bruguiere・

tum　gymnorrhizae，Acrosticho－Xylo－
carpetum　moluccensis　を潜在慮然植生と
する地域では，伐採によるα按4・∫孟αgζ4の一斉再

生林が多い。しかし樹高301nを越える自然林分も斑紋

状に残されており，利用度はRhizophoretum

mucronatae域よりは低い。

　2）Klangtang小地区

　　（1）植生概観　Outline　of　vegetatiol玉

　Kangtang小地区のマングローブは川幅が1kmに及

ぶNa魚Palian沿いに発達し，中小の：支流をはさん

で広がっている。Amphoe　K：angtangから流下する

Ko　Laen川沿いはR1歳ρカ1z・規妙ぬ露’αの植林も

多く，マングローブ利用が活発である。Ko　Laen川

とNam　Palian川にはさまれた河口州は幅2km，奥

行きL5kmと規模も大きく発達している。流水辺から

＄onneratio　albae－Avicennietuln　al・

bae，　Rhizophoretum　 mucrQnatae，

Rhizophoro　aPiculatae－B「uguie「e－
tum　gymno「「hizaeが配分している。伐採は

Rhizophoretum　mucronatae域より活発
に行なわれている。　伐採をまぬがれたSonnera－

tio　albae－Avicennietum　albae　林の発
達はよく，樹高30mを越える五η認ノ〃廊α乃α優占林

分が続いている。Nam　Pallan川の溝口下部から約2

1｛ln上流域河川沿いでは，　Sonneratio　albae－

Avicennietum　albaeにA厩。ε朋忽（瀕乞ぐ‘・

ノzα廊が混生し，さらに3km地点ではRhizophor－

etum　mucronataeに所属するAη匠C召〃磁（瑳

丑‘加α廊林に移行している。・4競8〃ノ廊。幽‘魏α傭

林の後背には50～！00m幅でRhizophoroapi－

culatae－Bruguieretum　gymnorrl〕izae
域が続き，Bプz49厩召プα♪αノ碧ガノZo紹，β¢y伽油比αの

優照するCeriQpetu皿捻ga1一斉林が多い。

さらにRhizo1）horo　apiculatae－Brugu－

le「etu㎜　9ymnorrhizaeの後背ではシャコ

山の形成が始まり，Acrosticho－Xylocarpe．

亡um　moluccensisが50～80m幅で，ついで

PhOenicO－ExCoeC＆r1etum域に連続して
いる。シャコ山の微地形に対応して代償植生のCe－

riopo－Xylocarpetum　granati，　Acan－

thO－Finlaysonietum　maritimaeがモ
ザイク状に配分している。

　Nam　Palianの約5km上流域では，流水辺の地形的

段差も著しくなる。植生配分は流水辺から　RhizO－

phoretum　mucronatae，　Acrosticho－
Xylocarpetum　moluccensis，　Phoen－
ico－Excoecarietumさらに代償植生となる
Ceriopo－Xylocarpetum　granati，　Plzo8〃飽

ρα♂～κ♂0∫α群落がモザイク状に侵入している。

　　（2）植生配分（Transect　L　M－39）Dlstribution

　　　・fvegetation

　Nam　Palian川溝口から上流地点3km，右岸の植生

配分である。流水辺からSonneratio　albae－

Avicennietum　albaeが20m幅，　Rhlzo・

phoretum　mucronataeが30m幅で続いてい
る。地形の傾斜はなだらかで，母材は粒子の細かい泥

土からなる。Rhizophoretum　mucronatae
の後背はRhizophoro　aplcuiatae－Brug－

uieretumgymnorrhizae域が奥行き200m
地点まで続くが，多くはβ1’z‘g癬ノπ♪α摺’ノZorα，β

¢y〃〃‘読。αの再生林である。また100～UOm地点のよ

　うに疎開地が広がると翫αノ中郡漉0∫ノbZ露5が密生植

分を形成する。200m地点のシャコ山の形成を指標と



して，280m地点までAcrosticho－Xylocarpe．

之um　moluccensisの潜在自然植生域となる。

伐開地のシャコ山上にはAcantho－Finlayso・

爵etum　ma「三timaeがよくみられる。2801n地

点より後背はPhoenico－Lxcoecarietum域
となり，自然植生が残されている。

　　（3）人為的影響　Human量mpact　uPon　vegetaioll

　Kangtang小地擾ζはAmphoe　Palian小地区に比較

して伐採の影響は少ない。マングローブ利用度の高い

のはKo　Laen川流域で，積極的に／～1庸。，12α’αψ一

α廊如の植林も行なわれている。

　3）　まとめ　Conclusion

　Tran9地区はPalian川，　Wai　Don川，　Suso川

などの河口域に発達した河口洲が形成されている。河

手洲はS◎nnerat玉Q－Avicennietea，　Rh玉一

zophoro－Bruguierion　gymnorrhizae
の潜在肖然植生域に判定され，現存植生でも広大な

自然親分の広がりをみる。対照的に中央域以上はシ

ャコ山の発達が著しく，　Acr・st玉cho－Xylo－

carpion，　Excoecario－Lumnitzerion　liレ

toreaeの潜在自然植生域となる。相観的には河口
洲に30～～ノ～81u’如，　A窃。6π厩α，　Rlz詑oρ1王01書α，8～’μ9認ωu

の高木がめだつのに対し，中央部以上はXメ。σαψκ∫

〃励鷹81z∫∫5とX．　g’層α〃磁〃πにおきかわっている。

　Trang地区のマングローブ利用は主に麗質林とし

て古くから伐採されてきたらしい。組成の貧化した再

生林が河隣下部から中央部に広がっている。過度の伐

採が抑制され，計画的に進められること，また植林も

積極的に行なわれることが望まれる。さいわいに錫採

鉱，エビ養殖による広域的な破壊はみられず，今後と

も十分に監視していく必要がある。　　　（申　村）

　6）　Satun　地琵ζ　Satu魏area

I）地域概況　Description　of　study　area

　Sa£un地区はタイ，アンダマン海側の最南部に位i置

している。東経100。，北緯6．6。にあたる。Satun地

区の現地調査域は3小地区に区分される。中心となる

Tangkoi小地区は南に開いた川河の河口に拡がる広い

汽水域である。Shangwat　Amphoe　Muang小地区は

Tangkoi小地区の南に位置し，海岸線近くまで丘陵が

せまり，東西に細長くマングローブ林域が拡がってい

る。Kliong　Bara　gate小地区1まTangkoi小地区の北

方に位置し，中小河川に沿って刃状にマングローブ林

が発達iしている（Fig，54）。

2）　植生概観　Outline　of　vegetation

　Satun地区で植生調査された植生単位はSonne－

ratio－AvicennleteaではSonneratio

65

albae－Avicennietum　albae，　Sonnera－

tietmn　caseorallsの2群集，　Bruguiero－

Rhizophoreteaでは　Rhizophoretum
mucronatae，　RhizoPhoroapiculatae－
Bruguieretum　gyrnnorrhizae，　Cerio－

petumtaga1，　Ceriopo－Xylocarpetum
granati，　Acrost量cho－Xylocaτpetum

mOhCcenSis，　Lumnitzeretum！ittOr－
eae，　Phoenico－Excoecarietum，　Rん詑。－

！）1～orα妙α4α砒群落の7群集，1群落である。しかし

現在（1982年調査時）Satun地区で高さ20mをこす高

木林として残されているのは河口周辺に発達する

Sonneratio　albae－Avicennietum　a1．
baeと，内陸部のLumnitze「etum　litto「幽

eaeの小林分である。他の群集，群落は多かれ少な

かれ伐採を受け疎林あるいは低木林として生育して

いる。Satun地区のマングローブ林で広い面積を

占める群集はCerioPo－Xyloca「Petum
granati，　Ceriopetum　tagal，　Rhizopho・

「etum　mucronataeなどである。　しかし
Satun地区のこれらの群集の多くは相観上はR1庸。一

ρ1LO脇砂∫c厩α娘の低木林である。　そのためSatun

地区のマングローブ林は舟からの観察，あるいは徒歩

で現地踏査を行っても延々とR．妙諭廊如低木林が

連続している区域が多い。また川の堆積面や伐採地中

の小カナール辺に沿ってAτ伽ノZ〃fα（膨1如Zα齢が全

域にわたり広くみられ，ほとんどの群集，群落の下位

単位に出現している。～方B摺9～細u9：y”z／zoη義舵α

は個体そして群集である　RhizophorQ　apicu－

latae－Bruguieretum　　gymnorrhizae
ともにSatun地区では少なく，　Rhizophoτo

apiculatae－Bruguieretum　 gyl纂nor∫一

hizaeはShangmat　Amph。e　Muang小地区で1

林分が植生調査されたにすぎない。B摺9Z鷹rαραハ

曽解。鵡，B惚gz‘！θ’8αの・伽4ノ露αは二次林化に伴なっ

てSatun地区に広がっており，CerioP◎一Xylo－

carpetum　granatl，　Acrosticho－Xylo．

carpetum　moluccensisなどの下位単位に
優占林分を形成している。Sonneratio　albae－

Avicennietum　albaeは河口付近に樹高20～

30mに達する高木林として発達しているが，その大半

は高木樹種が一列に並ぶだけのごく細い帯状の林分で

ある。後背のRhizophoro－Brugロieretalia

gymnorrhizae域は伐採され低木林化してい

る。より内陸の　Excoecario－Luminizere－

taha域も伐採を受け　Phoen1co－Excoeca・
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Fig．54　Satun地区植生調査地域。

Maps　showing　the　study　areas　and　the

location　of　their　transects　（Satun）・

A．Tangko三．　B．　Shangwat．　C．　Baragate，

rietumなどの低木林が広がっているが，部分的に

Lumnitzeretumllttoreae，そしてその後背
のル配αZ8鷹αZακα漉π訪‘oπ林が残された区域もみら

れる（Klong　Bara　gate小地区）。

3）植生配分　Zonation　of　vegetation

　a）Tangkoi小地区

　Tangkoi小地区は河口下流から河口申流まで，マ

ングローブ林では　Sonneratio－Avicennie一

teaからRhizophoro－Bruguierion　gy－
mnorrhizaeまでの各群落単位が広くみられる。

アンダマン海に直接面した河口部や河口に近い河川の

堆積面にはSonneratio　albae－Avicenni・

etum　albaeの高木林が水辺に沿って帯状に配分

している。河口付近ではSonneratio　albae－

Avicennietum　albaeの後背に低木林化した

Rhizophoretum　mucronataeが生育して
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　　Fi9・55河i二1下流域の植生配分図（Satun，　Tangkd小地区　LO－42）。

Schematic（1istribution　of　mangrove　vegetation　on　the　lower　estuary（Satun）．

1．Sonneratio　albae－Avicennietum
　albae
2，Rhizophoretum　mucronatae

3．Ceriopeturn　taga1

4．Ceriopo－Xylocarpetum　granati
5，　Rlz∫之01）ん。ハα　αρ’（＝～4ζz’α　cornm．

いる。さらに同様に二次低木林のRlz舵砂hoノ’ααρ瞬・

～α∠αの優回したCeriopetum　taga1，　Cerio。

Po－Xylocarpetum　granati，　R1歳。メ》ゐ。’π

ψα廊如群落などが続いている（Fig．55）。外洋に

面しない区域では海口近くでもCe「iopetum　ta－

gal，　Ceriopo－Xylocarpetum　granati
などが最前部から生育している。これは段差の明瞭な

政撃斜面；undercut　slope形の湾岸が多いこと，ま

たTangko｝小地区のマングρ一ブ林は比較的高位地

に発達していることが原因と考えられる。河口中流域

には漁業やマングローブ林の伐採を営む小集落か各小

河川沿いに点在している。中流域のマングローブ林は

単調である。水辺に線状にRhizophoretum
Inucronataeがみられる内側はCeriopo－Xy一

｝ocarpetum　granati，　Acrosticho－Xy－

10carpetum　moluccensisなどのXンZoごα一

ψ～‘5林あるいはその二次林であるCeriopetUm

£agalなどの　Bノ認gz48rαくy♂珈47寵α，！3ノ‘～4gz’～8rα

ραr麗プZαu低木林が一面に広がっている（Fig．56）。

また河川蛇行部の堆積面にはCeriopo－Xylo－

carpetum　granatiなどに含まれるA加‘θ〃z観

9が『ご訪α電解が，流水辺にはNypetum　fruti－

cantisの小国分が部分的にみられる。

　b）Shallgwat　Amphoe　Muang小地区

　Shangwat　AmphQe　Muang小地区はTang1《ol小地

区の南西に接している。海岸線から3～4k蹟付近にお

もに石灰岩からなる岩峰や丘陵が連なりその謡曲が南

北に細長：いマングローブ林域となっている。地区内に

は大規模な炭焼き場が点在しており，それに示唆され

るようにマングローブ林の伐採程度も激しい。自然林

もしくはそれに近い高木林として残されているのは河

口部や河口近くの河辺堆積面に発達したSonnerat－

io　albae－Avicennietum　albaeの小林分の

みである。広大なマングローブ四域は伐採後の二次林

がほとんどを占めている。Shangwat　Amphoe　Muang

小地区のマングローブ林はTangkoi地区と同じく比

較的高位の平坦地に発達している。そのためマングロ

ーブ林全：体を通してCeriopo－Xylocarpetum

granati，　Acrosticho－Xylocarpetum
moluccensis，　Ceriopetum　tagalが広い
生育域を占めている。しかしこれらの現存林分は伐採

のためいずれもR1庸gヵ1zorα妙’α4纏α，　R11詑砂1zorα
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　　F隻9・56河口中流域の植生配分図（Satun，　Tangkoi小地区　LO－41）。

Schemat玉。　distribution　of　mangrove　vegetation　on　the　middle　estuary（Satun）．

！．Rhizophoretum　mucronatae
2．Cerio夏）etuln　taga1

3．Acantho－Flnlaysonietum　Inari一

　timae
4，伐採地Cutover　land

5．Ceriopo－Xylocarpαum　granati

捌卿ηノz曜α，Bノ’z轡‘∫βノ’αρα耀沼01『αなどの優占した低

木林に退行している。Sonneratio　albae－Av1一

cennietum　albaeは内陸倶11の丘陵に接した河

岸堆積面（滑走斜面；slip－off　slope）　の水辺部まで

みられる。しかしその内側はCeriopo－Xyloc－

arpetum　granatiなどにふくまれる五麗。6〃ノ～∫α

②卵。ガ〃α臨林が隣接している（LO辺4）。河口付近の

Sonneratio　albae－Avice雛nietum　a1－

baeは幅100mに広がった地点もみられる。しかし

その内陸側はCeriopetum　taga1の低木林が

ほとんどすぐに接し，RhizoPho「o　aPiculat圏

ae－Bruguieretum　gymnorrhizaeはご
く局地的にしかみられていない。河口中流域では

Rlzた砂んorα妙’α廊な孟高木林を都落林として意識的

に保護，管理している集落もみられた。

　c）Klong　Bara　gate小地区

　Klong　Bara　gate小地区は河口中流～上流域のマ

ングローブ林が広い磯積を占めている。中流域では堆

積面でAτノ～c8〃zゴα（之が！ご∫πα〃∫林；Acrosticho－

Xylocarpetum　moluccensisが発達してい
る。そのほかはSatum地区の他の小地区と詞じく

Cerio｝）etur【1　tagal，　Ceriopo－Xylocar・

petum　granatiなどの低木林が広がっている。

河口上流域では河辺にAcrosticho－Xyloca－

rpetu組moluccensisにふくまれるRlzf20一
助0’書αψα廊雄林がみられる。その内側は伐採を受

け　Phoen三co－Excoecarietumや　Cler－

odendro－Derrietumtrifoliataeなどの
低木群落がまばらに生育する区域が多い。一方伐採を

まぬがれた地域では河辺のR1塵砂んorα⑫ガα記α如林

の背後から　Lumnitzeretum　littoreaeが

160mの幅で連続し，その後Mぬ♂6鷹α林に移行して

いる（LO－46，Fig。57）。このLumnitzeretum

littoreaeは間伐を受けてやや疎林化しているが

植生高は26～35mに達している。シャコ1」」上に発達し

ており隣接した凹部にはR加z（ψ1～o㍑妙ゴ。厩α如が集
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飛9・57　河口上流域の植生配分図（Satun　Klong　Bara　gate小地区　LO－46）。

Schematic（listribution　o｛mangrove　vegetation　on　d｝e　upPer　estuary（Satun）．

LR1庸0ρ1ZO’瀦‘ψ～C～’Z‘Zごαcomm．

2，Lumnitzeretum　littoreae

3．Mβ♂α如κα’〔ノ〃（u616〃‘1’u　var．〃～1〃01－cOmm．

4．Grassland

申してみられる。ゐ2‘〃η爵認rα”妙でαは一三，凸部

に共通して出現している。

4）　まとめ　Conclusion

　Satun地区のマングローブ林は各小地区にSon・

neratio　albaひAvicennietum　albae
の高木林が，またKiong　Bara　gate小地区にLu・

mnitzeretum　littoreaeの高木林が残されて

いる。いずれも林分はせまい。他のマングローブ林は

皆伐または択伐を受け，疎林または二次林として広大

な面積を占めている。現在のところスズ採掘やエビの

養殖などの土壌を含めたマングローブ林の破壊は行な

われていない。しかし低木林や疎林が広がるにつれ土

壌流亡などによって潜在的な土地生産力の低下が生じ

る危険性がある。伐期の長期化や保護区の設定などマ

ングローブ林とその土壌の保全策をとることが望まし

い。　　　　　　　　　　　　　　　　（村　上）

　7）　Chumひhon地区　CLumphon　area

1）　地域概況　Description　of　stu（ly　area

　Chumpllon地区のマングローブ林域は4ケ所の林

班に分かれており，そのうち第2林班と第3林班は

Chumphon市より南方15k瞬こまとまって存在してい

る。また第4林班は南へさらに30k皿の地点にある。植

生調査は第2と第4の林班で行なわれた（Fig．58）。

　第2林班は東に開いて位置する内湾を半周とりまく

マングローブ林子のうち北半分を占めている。このマ

ングローブ林域は海岸にそって娘の広いベルト状に発

達している。流入河川の多くは，海岸線に直角に流下

している。第2林班は海二線に対し直角に15の小林班

に分けられている（Fig．58）。

　弓なりに湾曲した海岸線には陸地からの泥土が厚く

堆積し，湾に向って遠浅となって，そのため干潮時に

は岸の近くを航行することはきわめて濁難であった。

　第2，第3林班に対し第4林引墨の湾口はほとんど

閉鎖的である。2っの細い川が蛇行をくり返しながら

下流で合流している。流域のマングローブ林の生育範

翻は比較的狭い。
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　　Fig．58　Chumphon地区調査地点図

Map　showing　the　survey　area　and　the　location

・fits　transects（Chし1mPh・ng）．

　植生調査は第2林班で1984年1月3日に，第4林班

では1月4臼に行なわれた。両地域を合わせ9地点で

ベルトトランセクトの調査資料が得られている。

2）　植生概観　Outline　of　vegetation

　第2林班の海岸線付近は泥土の堆積が厚く，一様に

且τ雇朋ぬαZδαと50／z麗r磁ααZ加が高木林を形成

し，汀線をベルト状にふちどっている。その内側は

R1成妙加プα槻雄ω～α鷹とR．妙’α廊如の混生林分

がつづき，　さらに　XンZo60ノソ濯∫gノη刀α孟14規，　C6が（ψ5

如9配の優占林分とつづき，最奥部では班。・θcαノ毎

αgπ〃。読α，加〃〃z諭8㍑♂漉or8αの林分がみられる。

植物群落の配分はSonneratio　albae－Avic－

ennietum　albae，　Rhizophoretum　mu．

croaatae，　RhizophQro　apiculatae－
Bruguieretum　gymnorrhizae，　Cerio－
po－XylQcarpetum　granati，　Phoenico一

E…　eca・i・t・mの順序となり，典型的な植生

配分となっている。

　　一方第4林班では伐採が進んでいることと，マング

　ローブ林全体の面積が狭いため，発達した林分は少な

い。しかし，上流域にはLumnitzeretumlit－

t・reaeや盈・伽6昭伽・r詔∫群落，さらにε・〃一

〃8ノ『α磁6α380rα廊の林分が断片的ながら存在する。

また中流域にMぬ♂6鷹α18濯α冨θπ4ノ侃群落がまとま

って存在するのも特筆される（F三g・59）。

3）具体的な植生配分　Zonatlon　of　plant　commu．

　nities

　　i　Transect　LR－27（0－890m）

　第2林崎の申で最も大きな川に近し・第6小林班にお

いて，汀線より南北に，ほぼ海岸線に直角になるよう

に調査ラインが設定された。

　汀線付近は内陸地から流出した砂泥が厚く堆積し，

その上にSonneratio　albae－Avicenn三．
etu磁albaeが12～14mの植生高で発達している。

200m内陸に入るとRhizoPhoretum　muc「o’

nataeの群落帯があり300mの地点まで優勢であ
る。この付近よりXメ06召厚）z∬9ノ槻α‘～槻が低木層に

繊現し，400m付近でCeriopo－Xyloca「Pe曽

tu鵜granatiとなる。この群集域は伐採が行な

われているため，C6ノ勿ρ5の優占する林分，　Cerio－

petu狙tagalが散在している。570mからPhoe－

nico－Excoeca「ietumの林分が出現し，
CeriopetUIn　tagalと斑紋状の群落配分を示し

ながら890m地点まで一様な群落帯となっている。

　　ii　Transect　CL－1（一110～5！0m）（Fig．60）

　第2林班の中の第8小林班を流れる水路を2kmほど

さかのぼり，Eぼω86α～毎α8㍑μo魏αカミ出現する上流域

を基点にラインが設定された。この付近は伐採が強度

に行なわれ，：全般的に開放景観を示している。現存林

分は斑紋状に散在し，植生高も13～20mの：二次林で，

場所によって発達の程度は異なっている。地形的には

きわめて平坦で水路も浅く，またシャコ山はほとんど

出現していない。

　基点（Om）から280m付近，および下流方向の
60mまでの範圏では恥‘08ごα1”ααgα♂Zo61～αを高木層

に，C爾。が疏g認を低木暦にもつ亜高木林でしめら

れ，きわめて種組成が均質である。この林分はPhひ

enico－Excoecarietum　の典型亜群集に位：

置づけられる。　300王n付近から林床にD81γお〃かび

伽α，Z）α伽客’α‘αノ幽顧ノ～5’5，7y・ρ1～・ノηSPP．な

どが出現し，Ac7’0∫漉1π‘ノπα躍モr～〃η，　P1～08ノ～ぬ汐α伽405α

などの娼現頻度も高まってくる。とくに後者の2種は
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局所的に密生した草原またはブッシュを形成する。し

かし300～600mの範囲もPhoenico－Excoeca・

rietumの典型亜群集に含まれる。

　　ii圭Transect　CLう（0－160m）

　このラインは第4林班を流れる川のうち，北から南

に流下する支流の上流部に位置している。この付近は

流水路にそってNipetum　fruticantisが帯

状に生育しCeriopo－Xylocarpetum　gra－
natiや50〃z6ズα∫～αぐα∫80rαZ～∫の林分が散在してい

る（Fig．59）。

　ラインにそった植生配分はNipetum　fruti．

cantisに接してCerlopo－Xylocarpetuln
の小林分があり，20mでLumnitzeretum　li－

ttoreaeが出現する。植生高は20mに達し，比較的

自然性が高い。この群集域は90mまで連続する。90m

からはH伽5‘螂彦繊濯～‘∫のブッシュが点在するが，

島所的に魚漉癬uZ漉or認～∫の高木林があり，！60m

付近ではマングローブ林構成種は殆んど姿を消す。

4）地域特陸と植生保護　Conservatioll

　ChUmphon地区のマングローブ林は各地に離れて

存在し，それぞれ異なる特徴を示している。湾に発達

した2林班では集水域からの土砂の流入がはげしく，

海岸は遠浅となり，Sonneratio　albae－Avice一

nnietum　albaeの植生域がきわめて広い。　ま

た，海岸線から内陸への地形的変化も少ない。したが

ってマングローブ林内の植生タイプは広い帯となって

配列している。この地区の内陸部は森林伐採がいちじ

るしく，とくに1）hoenico　Excoecarietum

とLumnitzeretum　littOreaeの生育域は
各地で皆伐地が広がっている。土砂の流出は主にこの

植生域から起るものと考えられ，この植生域における

植生復元（C8吻ρ5如gα♂を主とする植林など）が必

要である。

　第4林班においても森林伐採がはげしく行なわれて

いる。とくにRhizophoretum　mucronatae
がほとんど伐採されている。ここでも流域の狭さにも

かかわらず土砂の流出がみられ，支流の合流地点から

下流でSonneratio　albae－Avicennietum
albaeの群落域の拡大が冒につく。

　8）　Suratt蓋an童地区　　Suratthani　area

　Suratthani市に接して位置するBan　Don湾には，

海岸線にそってマングローブ林が発達している。ホ地

域ではDonsakとChaiyaにおいて植生調査が行な

われた。Donsal｛では，1984年1月1日に，　Chaiya

では1月2日に現地調査が行なわれている（Fig．61）。

　a）Donsak小地区　Donsak　sub－area
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　L　地域概況　Description　of　study　area

　調査地DonsakはSuratthani市から東方約40kmに

位置し，シャム湾を北に向かう袋状の海岸線上に位置

している。マングローブ林域は平坦な沖積低地に広が

り，主要な河川は北上する3本の支流が合流し，弓な

りに東から北に向かっている。このマングローブ林は

大部分エビ養殖のため伐採され，現存林分は，上流部

または中～下流で流域にそって細く帯状に生育してい

るに過ぎない（Fig．61A）。

　2，植生概観Outline　of　vegetation

　前述の通り，本地域のマングローヅ林は殆んど皆伐

状態にある。　とくに中～下流部で本来R1ぬ。助。昭

spp．の発達すべき林地は完全に失なわれている。　流

路にそってわずかにCeriopo－Xybcarpe－

tum　granatiやR．izophoretum　muc■o－

nataeなどがみられるが，植生高の低い二次植生で

ある。X）・Zo侃ψz4∫刀zo伽。ご。榔ガ∫の残存林があること

からAcrosticho－Xylocarpetum　molu－
ccensisの存在が考えられる。流水辺にはScy－

phiphoretum　hydrophyllaceaeのマント
群落が発達している。また堆積土上に作られたエビ養

殖の管理のための小屋付近には＆旧制α，，1α隅々αが

群落を形成しており，紅葉する平町が観察された。

　これに対し，上流域には比較的自然に近い林分が多

く，とくにEエ608ごαがααg詔。ごみαと　H8万漉ブα灘一

60㍑傭の林分や盈ゐガ∫α∬配劾傭‘5，Wセ‘たZ如6ザZoプα

のマント群落の発達もみられる（F19．63）。

　3．　具体的な植生配分　Zonation　of　plant　comm－

　　　unities

　本地域では8ケ所でベルトトランセクト調査がi爽施

された。そのうち3地点についての植生の帯状配置に

ついてのべる。

　　iTransect　DL－2（0－77m）（Fig．62）

　流水辺にH翫5α4ぶ孟耀αC6Z45の低木林が細い帯状

で生育し，すぐ背後に7伽功8r5ぬ釦吻でZ耀αの植分が

接在している。20mではただちに魚漉融πの優占す

る高木林（Phoenico－Excoecarietum）とな

り，これが77mまでつづき陸地に到る。この研漉み

87‘α林は植生高18～23mでXメ。‘α1伽∫gluノ臨～〃μと

混生し，自然に近いきわめて発達した小分である。

　　難　Transect　DL－4（0－140斑）

　流水辺にRhizOPhOretum　muCrOnatae
が5mの幅で生育しその背後はAび卿1z短α（ガ薦ノ～α薦

の優占林　（Acrosticho－Xylocarpetum
moluccensis）が20mまでつつくが，ここで急げ

きに植生が変化し，林床に5鐸が砂船rα引用ρp1～ッム

♂α‘8αの優下するXyo6αψZ6ノ〃。伽。ぐ8刀5∫∫とE島

‘086α万αα9α♂♂oご1zαの混生植分（Phoenico－Ex，

一25m

＼、

帆　冷ノ（

ｽ㊥　ゼ　1辱
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　　　　　　　　　　　　　　Fi昏62　Donsak上流植生配分図（DL－2）。

　　　　　　　　　Distribution　of　plant　communlties　at　upper　stream（Donsak）．

玉．Clerodendro－Derrietum　trlfoliatae　　3．　Phoenlco－Excoecarietun1
2．T1～8塑8’3ノαρ砂”Zノ～8α5’ωκ／
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Fig．63　Scyphiphoretumhydrophyllaceaeの相観（1）onsak地区）。

PhysiognomyofScyPhiPhoretum　hydroPhyIIaceae　（］＝）onsak）．

coecarietumのXylocarpus　moluccensis
亜群集が連続して140mの奥地まで広がっている。

　　iii　Trarlsect　LR－20（0－100m）

　流水辺はScyphiphoretum　hydrophy1－
1aceaeのマント群落がふちどり，　ただちに地形が

盛り上ってCeriopo－Xylocarpetum　gra．
natiが25mまでつづく。その後再び＆ン助ψ1～o昭

妙諭。助yZ醸8αが出現し地沈齢αZ漉01厩f5の多い

Phoenico－Excoecarletumが100mまで
つつく。100m付近からP／zo81～∫露ραZ～’405αが出現し

160m付近では1η‘2～ご5　SPP・が優占し，マングローブ

植物がほとんど出現しない陸地林となる。

　4．地域の特性と植生保護　Conservation

　Donsak地域はエビ養殖によるマングローブ幽幽の

利用が最も徹底している地域である。マングローブの

中流から下流にかけてほとんど森林が伐採され，滞水

池や水路に変えられている。植生は流路にそってわず

かに愚状に残っているが，ほとんど二次植生である。

上流域には，Ph・enic・一Exc・ecarie亡umや

珊ノゴ！加ηZ認。ノ厩～∫群落などの残存植生が，伐採を

のがれて点在，生育しているが，群落のまとまりに欠

けている（Fig，64）。

　したがって，本地域でのマングローブの役割として

はエビ養殖の生産力を低下させないために，上流域で

はできるだけ現存植生を保全し，中流域では流路や用

水路ぞいの植生を保護し，皆伐された場所では帯状に

森林を育成して，立地の生産力の低下を防ぐ方策をと

るべきであろう。

　b）Chaiya小地区　Chaiya　sub－area

　1．地域概況　Description　of　researcl｝area

　Chaiyaの調査地はSuratthaniから北北西約301（nl

の地点にあり，Ban　Don湾が深く湾入した地域に位

置している。海岸線はほぼ東に面している。同地は

Anphoe　ChaiyaとA．　Tha　Changの2局管内にま

たがっている（Fig．61B）。

　マングローブ林は海岸に接在して帯状に広がってお

り，北方の河川は比較的流域は広いが他は河川は海岸

線と直角に流下しており，河成低地はひかくてき狭い。

　なお調査当日の1984年1月2日は風波が強く，調査

は難航した。

　2．植生概況　Outline　of　vegetation

　海岸の汀線はSedimentの堆積が多く，Sonner－

atioalbae－Avicennietum　albaeの高木
林が連続した樹冠を形成し発達している。しかし，そ

のすぐ背後には・4演ご6ノη～～α認∂αとR／～詑。♪1zoノ’α妙～一

α’♂‘磁の混生三分がつづいている。　河川の中流域に

はCeriopo－Xylocarpetum　granat三が
きわめて広い範囲に生育し，　1）hoenico－Exc一
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Fig．64　エビ養殖のため皆伐され，湛水されたマングローブ林（Donsak地区）。

Mangrove　area　distur1）ed　by　the　col職ruct三〇n　of　a　shrimp　farm（王）onSalく）．

。ecarietumも上～中流域でしばしば出現する。

．ヒ流部には飾r屠。順♂1漉rα萬が多く，12～婚mの

高さの林分が広がっている。流水辺には　Sonne－

ratietum　 CaSeoraliSや2▽」yραノ〉フ4～‘uノ～5カミ

点在生育している（Fig．66）。

　本地域の　Phoenico－Excoecarietum
内にはC81宏ψ5漉ごαノ～訪uが多く，　また草本屠には

・10ノ僧。輪読♂〃〃α～’瑠〃〃　が密生するのが特徴である。

さらに加〃～〃加6／u7孤6〃～05αの小林分がみられるの

も特筆される。

　3．具体的な植生配分　Zonatlon　of　plant　CQmmu－

　　nities

　Chaiya地区：では，7ケ所でベルトトランセクト調

査が行なわれた。

　　i　Transect　LR－24（一2～200m）

　このラインはAmphor　Tha　Changに属する第1

2G一
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’
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　　　　　　　　　　　　　Fig．65　植生酎分図　C鷺L－1（Cha玉ya）。

　　　　　Schematic　illustration　of　plant　communities　at　upPer　stream（Chaiya），

1，　A加ご8〃～～αのσ76～〃‘～Z～∫stand　　　　　　　　　2．　Phoenico－Excoecarietum
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林班の川を約8kmにさかのぼった地点に置かれている。

全般的に植生高10～12mの二次林である。水ぎわに

はBノブ轡磁雌‘y加ζ♂ノ’∫侃　が密な低木林を形成し，

XンZocα1ψ～’∫gr研磁ごノμと混生群落となっている。30

m付近は開放地となってAぐγ05批1LZ〃〃α～〃切ノμが密

な群落を作り50m付近ではPhoenico－Excoe9・

arietumが85mまでつつく。しかしその後はふた

たび地形が下って水路に近い低湿地に移行し，R1庸。一

♪1z‘〃認‘ψ～α’Z‘τ’αの優塗する林分が200m付近までつ

づいている。

　　ii　Transect　CHL－！（0－210m）

　第2林班の上流域で行なわれたこのペルー・トランセ

クトの結果はiと基本的にはよく似ている。金般的
にE記ご08Cαがαα9α♂ZOごノ～α，　Xツ面‘αノソ〉～’∫9槻ノ～α‘Z〃μの

混生林分で植生高が12～18mの二次林である。水際か

らPhoenico－Excoecarietumが出現する
が60m付近までは沢1露。♪1101’α妙！ぐ，～‘Z‘παとノ1㌘1ごど〃一

曜α瞭蹴〃α儒の優占度が高い。内陸側はこれらの種

は消え，低木1轍こC8’ゴ妙5虚αエ〃‘1㍑が目立って多く

なる（F｛経65）。

4）地域特性と植生保護　Conservation

　Chaiya地区のマングローブは一般に海岸にそって

帯状に細長く配列しており，地形的にはCh・mph・n

のマングローブ林とよく似ている。植生もまた共適す

鍵灘…

慧灘

一難・

Fig．66　Chaiya地区の海岸前線に多い

　　　　Sonnerati（，　albae－Avicenn－

　　　　ietun｝　aU）ae　（Chaiya　i也【鑑）。

Sonneratio　albae－Avicennietum
albae　（Chaiya，　Suratthani）．

る点が多い。

　海岸線にはSonnerat1o　aibae－Avicen－

nietum　albaeが発達しているがその内側の
1ヒん切／）1ZO1’αのゾーンから奥地は大部分伐採が進行

し，一部ではエビ養殖のため完全に滞水地と化してい

るところもある。散在する林分は君zω8‘αノ’砒α9αム

Zo漉αの二次林が多く，！1θη並clz～〃πα～θでz槻の草原

と化している。この地域一帯は表藺土の流出がはげし

く，立地の質がかなり低下しているものと推定され

る。したがっ’ ﾄ，今後はまず水路ぞいの植生を中心

に，潜在自然植生に対応した植生の復元を行ない，問

時に，マングローブの主要生育地においては造林を行

なう必要があろう。　しかしRhizophoro　api－

culatae－Bruguieretumgymrlorrhizae
を潜在自然植生とする地域は比較的少なく，大部分は

Ceriopo－Xylocarpetum　grarlati　や

Phoenico－Excoecarietumであるから
C8”～砂∫顔g認の植林が中心になると考えられる。

　9）Khanom地区　Khanom　area
1）　地域概況　DesCription　Of　study　area

　Khanom地区はマレー半島の中央都のシャム湾

（Gulf　of　Thailan（1）に面した地域でSuratthani市

より東に約6伽t，Nakh・n　sri　Thalnlnarat衛から北

約901q慌の地点にある。この地域での現地調査は第2年

次と第3年次に行なわれている。また植生図の作製も

試みられた（Fig．67）（i∴1絵着色植生図6参照）。

　この地区は海岸に接して突出した丘陵が位置してい

るため，湾がきわめて狭いことが，他の地区といちじ

　　　　濯・』．、

＼趣炉筆

　　　　　　働

　　　　　Ks壱2
　　　　・＆　　i

　　ミ　の
’幽』~
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－■「』A

Ikm　，．

㎞　　L副　　　　　　　　　．・「「’、
、、・

4

j

Ban　Taklt
B鋤gNot

　Fig．67　KhanOm地区植杢L調査地点図。

Map　showlng　the　study　area　and　the　location

of　its　transects。
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るしい違いである。したがって，マングローブ林の生

育域は，河口部には殆んどなく，河の中流部に集中し

ている。Khano狙地区は全長約30mほどの1本の川

が南東に向って流れ，途中で2本の支流を合わぜて弓

なりになり，東北方向に向ってシャム湾に流出してい

る。流路の勾配はきわめてゆるく，規は蛇行をくり返

している。マングローブ林の生育域はこの川にそって

編2～3k皿，長：さ約！5～16kmの範［鋤こ二広がっている。

　本地域のマングローブ林は，他地域と同様に伐採が

進んでおり，　とくに下流の集落（Ban　Tha　Kham，

璽3an　Talat　Bang　Notなど）　付近ではほとんど皆伐

地となっている。この伐採は一部は高圧線のルートに

位置しているためでもあろう。しかし，中上流から上

流域には比較的自然度の高い高木林が残存している。

とくに流路ぞいには高木が多い。マングローブ域をか

こむ周辺地域は平坦な地形であり，ココヤシの植林が

行なわれている。スズ鉱やエビ養嬢などの利用はここ

ではみられない。

2）植生概観　Outline　of　vegetation

　Khanom地区のマングローブ林は，地形的特徴から

5ω〃z8ノ厩～αα乃αと！1窃。6朋ぬ‘融αの帯を観察する

ことはできなかった。下流にあたる部分にはすでに

xメ。α砂～’59’『ω厩z〃〃が優冠して生育し，二次林で

はあるがこの林分が広くっついている。また伽’C8ル

ηぬ痂冨照傭とEτcαノα〃ゴα囎4ZZoc1～αの林分がよ

く目立っ。　盆ゆごβ〃フZぬ（嵌C加αZ／5はとくに支流部の

流水辺に多い。E欝086αがααg認。漉αをよ有稽木の

R1融砂1｝o’『αψα4‘zオαの選択伐採によって増加の傾

向がみられる。

　中流部では流水辺にRhizoPhoreUIm　muc一
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　　　　　　　　　Fig．68　Khanom地区植委｛顯己分模式図。

Schematic　dlagram　of出e　mangrove　vegetat三〇n　at　Khanon1（LO－53）．

LegeRd：1：Cer三〇po－Xylocarpetum　granati，2：Eπ08ごαノゴαα8認一

∠oclzα一comm，3：Lumnitzeretum　littoreae，4：Ceriopetum　ta－
gal．



78

ronataeが細く帯状につづき，　Ceri・Po－Xylo－

carpetum　granatiと帯状配置がみられる。さ

らに川を少しさかのぼるとLumnitzeretum
littoreaeの高木林が流路よりややへだたった場

所に生育し良好な発達林分がみられる。　Khanomは

Lumnltzeretum　llttoreaeのもっとも発達
した地区の一つということができる。

　上流域では川幅は極端に狭くなり，流水辺にそって

疏赫6κ∫磁α‘8～’∫がマント群落状に生育しはじめ

る。背後には翫プ漉8配腕彦α「認∫5の小林分が断続的

にみられる。この付近では流水の塩分量も減少し，

1／zご∫～αゐψ‘9α，／3ω7カ～9‘ω～∫ζけαc¢〃～o∫α，Eπge疏ω一面α

ψ～‘α如などの他，稀に30ノ〃～8ノ厩～α‘α360rα♂おC8緬8α

ノ2～α〃g1Zα∫などが出現する。パックマングローブの生

育域はきわめて狭い。この小河川は村道を渡す橋を越

えると完全に淡水となり，岸にはLαg6ノ霊roθ厩αsp．

が臼立つようになる。

　フロラ的見地からは，パックマングローブ構成種が

豊富に産すること，β”z’9冨61幽α1zβ加6c読が見出され

たこと，他．地域に少ない翫α〃∫ん郡諭U6孟8α々∬が生

育していたことが特筆される。

3）　具体的な植生配分　Distribution　of　plant　com一
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Fig．69　Lumnitzeretumlittoreaeの林内相観（Khanom）。

Vlewoftheinsideof　Lumnitzeretum　littoreae（Khanom），



　　Inunities

　Khanom地区では，！2ケ所でベルトトランセクト

調査が行なわれた。その主要なラインの植生の状態は

以下の通りである。

　　i　Transect　LO－53（0－300m）　（Fig．68）

　このベルトはLumnitzeretum　littoreae
の最も発達した地域を示している。流水辺にはCer一

｝。Po－Xylocarpetumのせまい林分がありつ
づいてCβrδ6’一α〃zα7～9勉∫を混生するE讃06cα1ゴαの

植分があるが，ただちにLumnitzereturn　lit－

tOfeaeの林分がつづく。植生高は20m内外でほぼ

自然状態の林分である。構成種は比較的単調でXメ。一

ζ，αψμ∫9ノ’α〃α彦‘〃2～，Rlzた。助。ノ・α砂～α盈z如，　Dα乃砂9’α

ζ声απ♂8”確η5ガ∫などが生育する程度である。このLu一

Σnnitzeretumの群集域は西方向約3GOmまで連続

して出現するのが確認された。またこのゾーン内には

C幽砂∫’α8堀の植生高4mほどの密生三分が斑紋状

にみられるが，これらはLulu登itze「etum　lit’

£oreaの間伐あと地に再・生した林分と考えられる。

植生単位は　Ceriopetum　tagalと判定さ了し
る（Fig．69）。

　　ii　Transect　OS－1（0－400m）

　この調査地点は前述のラインの少し下流の左岸に位

置している。地形的には変化は少ない。岸部は　Ce－

rioPo－Xylocarpetum　granatiの10～15m
内外の森林が，内陸方向250mまで連続している。と

くにこの付近ではXメooα1ψ～‘∫91噂ω～α々〃〃の純林が広

範屡1に繊現するのが特徴である。250mより植生は

LumnitzeretumhttOreaeにおき変わり，
基点より約400魚内陸方向までつついている。　この

Lumnitzeretum　littoreaeは植生高25～26
の十分発達した林分で，R1罐妙1zo鵤砂∫α♂傭α，　X苦

如6αψ礁9ノτz1観蝕〃ら　C6が0／）5如g記　などを｛半ない，

β耀g読1－α8ツ〃〃～01γ1磁もわずかながら存在し，群集

としては典型的な林分である。

4）地域特性と自然保護　Conservatlon

　Khanom地区のマングローブ林は約15～161（mの流

路にそって発達し，規模はそれほど大きくはないが，他

とは異なったまとまりを示している。本地域では，中

～下流域のマングローブ植生は伐採が強く行なわれて

いるが，　中～上流域には　Ceriopo－Xylocar．

petum　granati，　Lumn1tzeretum　lit－

toreae，　Phoen童co－Excoecarietumな
どの自然林分がよく残存している。さらに飾回目π

♂読orα薦群落などの湿地林も断片的ではあるが存在

し，全体として，多様な自然植生が温存されている代
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表的な地域の一つに数えられる。したがって，Don－

sak，　Chaiya，　Nakon　si　Thamaratなどの隣接地域が

森林が伐採やエビ養殖などによって破壊されている中

で，本地域のマングローブは多様な植生域を学術的な

立場から自然状態のまま確保すべきものと考えられ

る。

　王0）Patta癖地区Patta贋i　area

1）地域概況Descr玉ption　of　study　area

　Pattani地区はマレーシアとの国境付近にあり，シ

ャム湾側のマングローブ林域ではもっとも南に位置し

ている。調査対象となったマングローブ林は，Pattani

市より，約！5k皿東のYaring付近の海岸に発達してい

る。生育地は海岸線に北西に向って長く角状に突出し

た砂州にかこまれており外洋からの強い波の影響を受

けない内湾となっている。この内湾にYamu川が流

出し鳥足状に分流してデルタを形成している（Fig．70）。

　現地調査は第2年次の1982．10．31に行なわれ，10ケ

所のベルトトランセクト調査が行なわれた。

2）植生概観Outline・f　vegetatl・n

　対象地域のマングローブ林は，15の林班に分けら

れ，全般的によく管理されている。一部にはR1融。一

♪加rα砂ごα‘Z躍αの植林地や帯状伐採がみられる。

　調査地域を通じて外観的にはRZ庸砂1zo・8α妙こご認α融

の優幸する二次林で，植生高！5～16mの亜高木林が連

、P“
ゐご！1増

0 1kロ主・

墾q16

、3いll

　　Fig．70　Pattani地区イ値生壽周査地点園。

Map　show玉ng　the　study　area　and　the　location

of玉ts　transects　（Pattani）．
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続的に生育している。　孟η卿〃痂α（り鈴瀦刀α」ノ5が比較

的よく目につき，R1歳砂1zo耀妙∫α4」のαと混生して

いる。5ω〃～8r磁ααZ飽やA四∫ご8〃〃ガα鋤αの二分は

きわめて少ない。

　R1ぬoρ1zo18α帯の内部にはX：yZo（コα～ψどイs〃～oZ～｛cc6’厭∫

が比較的多く，落葉を始めているものもあり，個体に

よって季節相に差がみられた。　また内側にはβ∬coび

侃ノ毎α9α伽盈αの二次林もみられた。さらに砂州と

背中合わせになる場所にはLumnitzeretum
「acemosaeの低木林やC爾。が4αノαノ～4rαの低

木林分が局地的に生育している。

3）具体的な植生配分　Distribution　of　plant　com－

　　munities

　　i　ライン　LO－47（0－200m）（Fig．71）

　開放水面に面する地点から内陸方向に200mのベル

トが設置された。最前線はR1庸Ojρ1～or‘z昭・～6配α如に

わずかに・4η如ノ〃廊αあαヵミ単木状に混生している。

さらにβノマイg～4ε惚ρω’辺孟！∠o昭も共存し，種組成的に

はRhizophoro　apiculatae－Bruguier－

etum　gymnorrhizae　と判定される。　この群

集のゾーンは90mまでつつく。その後XッZoαηψ～！∫

〃βo々κc伽爵が出現するが雑木状で，植被率は低い。

種組成上はAcrosticho－Xylocarpetum
moluccensisの初期相と考えられる。この群落

単位は200mまでつづく。β縦g冨87’α《）伽z‘乃廊4の

植被率は全域を通じ高い被度で生育している。

　　ii　ライン　LO－48（0－150m）

　トランセクトの全コースを通じてXγoごαノψ醐ノ〃。一

面66朗∫～5が高木層に優占し，低木層にBノ’～‘gτ・諭㍑

《頭ノZ41㊧αがきわめて高い被度で密生している。

R1寵。助。ノ’ααρぬf♂α如は，水際で優占種となるが徐

々に減少している。すべての林分はAcrosticho

－Xylocarpetum　mohccensis　と判定さ
れる。

　このトランセクトによく似た植生域は本地域に広く

みられる。

4）　地域の特性と植生保護　Conservation

　Yar1ng地域は内湾という，マングローブの発達に

は比較的適した．地形的特徴を示し，しかも地域がまと

まって存在するため，森林の保護管理には好都合であ

る。本地域は前述の通り計翻的な伐採と植林が行なわ

れている。伐採は30年を伐期とし，40m蟷で帯状に行

なわれている。植林樹鍾は！く〃切ρ1zoプα妙∫α’1認αで，

潜在自然植生がRhizophoro　apiculatae－

Bruguieretum　gymnorrhizaeの範闘に植
えられており，生長が良く，密生した樹冠を形成して

いる（Fig．72）。

　一方Yaringの集落に近い陸側には塩田の造成が進

められており，それに伴う伐採が水ぎわのマングロー

ブ域まで及んでいる。　この付近のマングローブ林は

鮎漁ごω〃ゴα（痂瞬πα〃5やEエ608αzがαα9α〃。ご1zαな

どの生育する林分であり，　有用樹種のRゐ詑。カ1zo忽

20一

15一

10一

5一

m 鯨
一 ゑ

、
ノ

　｝一　　　　訟
二3

．　　芸、．　一

y 一
…

｝
一＝

会無7

魚
r

醒

　

、
1 ら　　ヒ・

一
1 i 1 1

（

50 100 150 200m

1

1，

2．

　　　　　　Fig。71植生断面模式図　LO－47（Pattani）。

　　　　Zonal　dlistribution　of　plant　communitles（Pattani）・

Rhizophoro　apicuiatae．Brugu玉ereωm　gymnorrhizae

Acrosticho，Xylocarpetum　moluccensis
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　　飛g．72　R1～∫2砂ノzoノ「α妙’α’♂α’ユの植林の内部（Patta鴛i）。

Inside　view　of　a　plantation　of　RIL舵01）1～o’『α砂’α’」α’α（Pattani）．

ゆα廊如の生育域からややへだたっているため，直

接的な森林への影響は少ない。しかし，岸部から土砂

の流出がみられ，その結果軟泥の堆積している場所も

少なくはない。　　　　　　　　　　　　（奥　田）

　U）　Cha就haburi地区　Chanthaburi　area

1）　地域概況　Descrlption　of　study　area

　Chanthaburiは，タイ国の南東部に位：馨し，　Chan－

thaburi山地からシャム湾に流れ出ているMae　Nam

Welu州の河口付近に，180㎞2におよぶ広いマングロ

ーブ林が発達している。Chanthaburi地方では，他に

東カンボジア近くのTrat，　Changwats　of　Rayong，

Khrong　Kaben　Bayにマングローブ林が生育してい

る。198！年および1983年に，Mae　Naln　Welu川河口

と，Khrong　Kaben　Bayのマングローブ林の植生調

査が行なわれた（Fig，73）。

　Chanthaburiはタイ国でもマレー半島のRanong，

Phang－nga，　Puhket，　Pattaniと並び年間降水量2，400

mm以上の多雨地域である。とくに，　ChanthabUfiで

は3，025．2m　m，　Trat　3，387，0mm，　Rayong　1，343．1

mmの年間降水量を有する（Donner，1978）。降水量

の大部分は5～9月に300～500rmn以上があり，4

月の143．lmm，10月の271。3mmを加え，4～10月
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が雨期といえる。

　Mae　Nam　Welu月購口付近は，砂州や泥土堆積が

多くなく，Bankの地形を形成している地域が多い。

河川の地形では中流域から上流域の形態を示してい

る。土壌はsilty　clayかあるいはsilty　clay　loamか

ら構成されている。siitは43～55％，　clayは28～43

％，sandは14～18％の混合比で，　silty　clay土壌が

Mae　Nam　Weluの植生分布を規定する一因ともなっ

ている。

　Khrong　Kaben　BayはLoam土基盤の地域とsilty

clay基盤の地で植生が異なっている。　Loam土が基盤

となっている湾岸やマングμ一ブ林後背地はswamp

forestsと呼ばれる五414αZ8‘イ。αZ8z♂cα48／z41’01z（Chan－

thaburiではS距metと呼ばれる）林が発達してい

る。山が海岸近くまで迫って，平地が少ないKhrong

Kaben　Bayは，マングローブ林を伐採，開墾して水

田耕作を行っているところが多い。

2）植物群落Plant　comm面t三es

　Cha捻thaburiにおける植生は，薪炭林として伐採が

頻繁にくりかえされたあとの若齢林が広がっている。

また一部にはゐπ1〃zf薦ωu　7幽α‘6〃～05α　community，

αω¶048ノ～諭ηπ　∫ノz8r1ノ～8　community　の低木林や，

Acantho－Finlaysonietum　maritimae

のつる植物群落が繁茂している。流水地には卵ヵα

ガ’～漉ごαη5の帯状の群落もみられる。伐採地には君ひ

ノro漉疏〃π側紹～〃πのコロニーや，　丁鞠4θZ∫α6ヴZo7遼

の草原が形成されている。

　　a　マングμ一ブ林

　1）　激ノ’c8〃～如ノ〃ζzノカzαcommunl亡y

　Khrong　Kaben　BayのLaem　Sadetでは海岸が

硅砂を主体とした基盤で，沿岸の海浜部は砂堆積地と

なり鐡高1mのAo∫06ノη～如1／3α1’加αが純粋落を形成

している。植被率30％と低いが，草本層にナガミノオ

ニシバが被度3で生育し，出現回数2種からなってい

る。このような植分はタイの勉地域からは今回の植生

調査では得られていない，

　2）　Sonneratio　albae－Avicennietuln

　albae
　Chanthaburiでは水際の流水縁，あるいは波打際

に発達する　S・nnerat玉・　albae－Avicen．

nietum　aibaeの発達は悪い。マレー半島西岸に

広く，20～30mの高さで生育する・4z，配朋’αα♂加や

30〃〃ω厩～αα飯zは，わずかに4～6mの高さで流水

沿にみられるにすぎなかった。植生幅も5m程度の狭

い面積で発達している。多くの場合，根を岸辺にはり

っけて，5・〃〃8剛1ααz伽が枝を水面に広げている。

2km

　　　　　　　　Fig．73　Chanthaburi地区調査地域図。

Map　showing　the　study　area　and　iocation　of　lts　transects（Chanthaburi）．
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ほび認〃ノ～～α‘幽αの大木は，比較的内陸まで生育し，

切られずに残されている。Sonne「atioalbae一

λViCennietUm　albaeは流水沿の301〃ZωU’～α

ご融αを標徴種とする植分がまとめられる。Chantha・

buriでは発達は良好ではない。

　3）　Rhizophoretum　mucronatae
　河口部や下流のbank上，流水沿より80mあるい

はcana1沿いのbank上に幅！0～20mで，　R1庸oρ1zo縦

〃～～’θ”o・zα≠α　を標徴種とする　RhizOPhQ「etum

mucronataeの若齢林が広がっている。Rhizo・
ph・retum　mucr・natae々よR1ゴ吻1～・・㍑・ψ～・

α廊厩，R・ノ”～ピご’り〃α如により構成されるが，他に

加加1～〃～α痂ぐ加αZ～5や幽瑠ノ〃磁αZゐαを高木あ

るいは低木にもっことがある。時にXメ06αψ～f∫g／u一

ノzαオμノπ，醒酔μ8幽ぬβノ旧α＆yノ〃ノzoηヲ｝’2αの芽生えをもっこ

ともある。出現種数2～4種と少なく，樹高6～8m

の林分が多い。

　4）　RIL詑。カ1～orαα♪～α4‘z∫αcommunity（F三9．74）

　流水域より幡50m，あるいはマングローブ林内陸部

の一部にR1ぬ。♪1zo配ζψ～ご～廊雄の優蔑する単純林が

みられる。これらの単純林は，五窃砂ηZ～ααあα，・画’〃一

奴y∫o〃～αノ〃μ’ゴ♂！〃～α，Aθ‘o∫君～ご1Lμ〃αど〃でん〃～，　C6々。ノ‘5

’α8冠などを時に混生し，出現種数1～3種と構成極

が少ない。樹高5～8mの林分は，たこ足がからまり

合い，泥土上に林立し，現地調査で“monkey　way”と

表現される様に，気根が複雑にからみあい林下をおお

っている。　Rhizophoretum　mucronatae
よりもN－value　7以上のmu〔1　clayの層が3～5c旧

と浅いところでRhizoPhoretum　mucrolla・

taeと同様に満潮時に海水に遅くまでつかる地域に

多い。

　したがって，mud　clayの堆積が深い所では，　R　h　F

zophoretum　mucronataeに移行し，より

mudclayが1黄1結し安定するとRhizophoro
apiculatae－Bruguieretum　gymnorrhi－
zaeに移行する。また発達したシャコ山（mounds）

間の愚状地においてもR1庸0♪1～Orα妙～α4ζ漁の単純

林を形成しやすい。このようなところでXメ。ごωψ～ご5

g／U雌々〃πやNJψαプ）巳Z4～αZ〃5の単木が混生したり低

木がみられる。これらの終講はR1ぬ。勲。配ψ（7～廊’α

群落の初期相としてまとめられた。Chanthaburiで

は伐採され二次的にmud　clayやsilty　clayが流出

され立地が変化し，R1融。♪ノ～o’『α砂～ご”Zα∫αの低木林

が広がっている。

　5）　Rhizophoro　apiculatae－Brugui－

　　eretUm　gymn・rrhiZae

轟露離鑓細細
　　　　　　　　　　　　　　諺．

亀

Fig．74　R1熊。汐1zo1遼αμα’Zαオα群落（Laem　Sadet，　Chanthaburi）。

R1庸oρ1～o／uψ’αZα孟αcommunity　at　Laem　Sadet，　Chan毛haburi

with　Ejじco¢cα’ゴαα9αZ♂ocたαon　the　baHk．
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　河口部や下流域の河岸より50～250m内陸付近に

B2’μ9Z48rαg：yη魏01γ1廊αを標徴種とするRhizO－

phoro　apiculatae－Bruguieretum　gym－

norrhizaeが発達している。　Rhizophoro

apiculatae－Bruguieretum　gymnorrhi－
zaeの分布域は，中流域では，実際の現地における

植生調査結果では6～260m，0～258mまで，比較的

広い面積で分布している。Chanthaburiの植生の代

表的林分の一つといえる。Chanthaburlの地形が中

流域の地形，すなわち，bankより平坦地あるいはゆ

るやかな長い傾斜地が続き，Inud　clayの堆積が多く

ないこともRhizophoro　apiculatae－Bru－

guieretum　gymnorrhizae発達の原因の一
つと考えられる。

　ChanthaburiのRhizophofoapiculatae

－Bruguieretum　gymnorrhizaeはAv・
icennla　alba亜群集と典型亜群集に区分される。

Avicennia　alba亜群集はcanal沿いのbank上

の平坦地に発達する。A痂8ノ〃滋αあαは薪炭材として

の利用価値が低く，伐採されずに残されるため，樹高

12～20mの高い林分をつくっているが，低木層は他の

林分飼様6～8mの　B1マf9♂ゼガ〃α9ツ〃」〃。／7¶痂加，　Rlz∫一

之砂んω闇α‘吻α’♂‘磁の若齢林を構成している。蓑層の

泥土が流出して，少なくなった所では，　Xlゾoc印ψ鋸

ノπoZz4‘‘6／z∫ゼ5，ノloプ05痂11πη多α躍で～41μ，ハ砂，αノ〉’z癖‘α刀3，

君ノ1Zαツ50η∫αη～αプ鋭ノァzα，　Dεプr∫∫〃ヴb♂翻α，ノ4ごαノz疏㍑∫

漉。げb伽∫などが生育している。一般に典型亜群集は

出現種数2～3種だが，Avicennia　alba亜群
集やXメ。σαψ溺ノπoZ～κ‘8π廊他をもつ国分では4～

9種と多い。

　6）　Bプκ9厩召1闇α釧諭z4がごζ乙若齢林

　Rhizophoro　ap玉culatae－Bruguiere－

tumgymnorrhizaeの立地で，　mudclayが
流出し，少なくなったところの，陽光生の若齢林は

8ノ’㍑9ぬ8rα♪α脚魂。プαやB駕9協θrαくy伽47廊αあ

るいはC8r∫oが如gα♂が混生した2～6mの若齢林

を形成する。Chanthaburiでは，　B7’μ9認82uρ即ηゴー

〆Zo鵜はみられず，　B2覗g’認8rαの・」加み記α，乙πη切が薦6プα

ノ’αご8〃～0∫αの低木林が植生調査された。　／～1旗砂1zorα

αμC〃Zα厩はきわめて常在度が低くなる。現地調査地

点では水際から55m，内陸部の50～！80mに分布して

いる。

　おノブ4gz4∫ωπ6ン1〃2酌ゴ6αはRhizophoro　ap三一

culatae－BruguieretUrn　gyrnnOrrhizae
の主要な構成種である。しかしB．9ツ〃〃zo’γ1成‘zが陰

樹的性格をもち，活着，発根，生長が遅いのに対し，

Fig．75　二次林として広がっているL5～2mの樹高のCerioPetumtagal。

　YoungCeriopet田n　tagal　growsasasecondaryforestofCer玉opo．

　Xylocarpetumgranati　inChanthaburi．



拭の・伽4ア鹿αや且♪α7噂暖π01層αは陽樹的性格をも

ち，発芽，生育がよく，低木林を形成しやすい。

　7）Sonneratietum　ovatae
　5ω〃zθr磁αoηα彦αを標微種とするこの群集は，

ズ癖‘ωηzガα罐冨ノz擁5，βrμ9癬’η《頭ノz訪廊α，盈π一

／の，∫伽如7♪～α漉∫〃’αを伴い，　Chanthaburiで一ケ所

詞査された。　水際のbank上で周辺の植生が伐採に

よりβ「μ9ど磁忽（ッ伽諭比αの若齢林を形成している，

上流域の流水沿の植物群落である。　Chanthaburiで

は，5～10mの樹高の5・2ηzθη加・uα’αの残存木が

点在しているが，薪炭材として利用されないため残さ

れたものである。

　8）　Ceriopo－Xylocarpetum　granati
　若齢林には，Cθ1『∫oが薦9認，　XンJocα’ψ郡9rα照彦z”π

の若齢林がみられる。時には生長し20mの高木林を形

威しているが，上流域のmud－clayが5cm以下になっ

ている地域ではこのような林分ができやすい。水の流

入が激しいところではR1融砂1LOrα妙∫c～イZ硯αが，優

均しやすい。上流部のbank上より生育し，広い面積

で発達する。Chanthaburiでは樹高3～20mの林分

を形成している。

　9）　Ceriopetum　taga1

　樹高2～6mの低木林を形成している。出現種数1

～3種ときわめて単純である。C爾（ψ∫畝9α♂，　Rノぬ。・

♪1zorα妙∫Cz‘Zα‘α，　Acro5痂11～‘〃’αz〃で～〃πが主な構成

種で，時にW厩躍αδ耀。昭，窺α9〃α磁力泌。αな

どが混生している。N－Valueが7＞N＞5の地域に

発達している（Fig．75）。

　10）Acrosticho－Xylocarpetum　mo一
　　ユuccens重S

　Mae　Nam　Welu川支流の上流域では，　Rlz∫之。勲。雌

ψfα磁如が卜占するが，Xッ♂oビα’1ρ螂”励‘cごθ”爵

が混生する林分が，bank上から島状にみられる。本

流域では，内陸100～！20mとmud　clayの安定した

立地に発達している。　Cha凱haburiでは樹高5～10

m，出現階数3～4種の若齢林である。わずかに安定

した，あるいは発達途上の林分では，樹高15m，出現

種数7種と多くなる。

　11）　恥ご08αzノ毎αg認／o‘んごzcommunl亡y

　Acrosticho－Xy1Qcarpetum　moluc－
censisが発達するマングローブ四域のさらに内陸

部で，0，5～1mのシャコ山が成立する地域には，7

～20mに達するE駕。θ‘αr’αα9αZ♂oclzαcommunity

が発達している。林床にAcノリ並c1耀〃多君門〃μを被

度1～4で伴っている。R1鷹gρ1zα『α妙’α！～α如が3

～4と優占することもあるが，五～〃〃π庸α「αア鷹8ノノ～05α
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やX：yZo6αノ1ρ～で∫2〃oZ～ご。6θπ∫～∫を伴う際にはRlz舵。汐1～o一

㍑ゆα4磁を欠いている。出現種数は3～9種と

変化が大きい。疏co6偲磁α8詔061～αは，樹液によ

りかぶれを起すことにより，あるいは，薪炭材として

使われないため伐採をまぬがれることが多い。

　12）　　Lz‘〃～〃露之（～ハζz　Z∫孟ごor召α　comrnunity

　Mae　Nam　Welu川の本流の中流で，河薦から75～

305m内陸側や支流の上流域に，広く加〃〃癖溜rα

Z漉。紹αが10～20mの高さの高木林を形成している。

またCθ1’∫妙∫如gα4R1ぬ0ρ1ZO厩妙’C認α如と混生し

た4～6mの低木林が発達している。　N－value　5以下

で，暗に砂土を混合した立地にみられる。

　！3）　漉漉∫8ノ㍑〃彦孟α噂αZゼ5commu賦y

　Line　14の中流域で内陸のcanalの奥に漉漉’ωu

臨彦。プα距∫が群落高10mの林分を形成しているところ

が植生調査された。Chanthab面では，流水賂より

132～142mの一地点と，さらにゐz〃η漉28ノ’αZπ∫or侃

community中に一ケ：所調査されているσ群落は砂質

土の乾燥地に発達している。〆16ro並。勧〃」∫ρ頗。∫z〃π，

1）81ガ5かかb♂忽α，πα9〃αノゴ漉η‘♂～ビα，τξを48Z∫αわげZorα

など5種目より構成されている。

　14）　1ヲzo8／z㍑メ）α♂z‘（♂o∫αcommunlty

　Mae　Nam　Welu川支流の上流域で，内陸の植生

　（D膨81‘oω・：〆）～β林）やSwamp　ForestのM8Zα・

z8鷹α♂6εκα‘♂β〃面ηノ’林に接した地域に／「ノz・6／zぼρゆ

Z～κ10∫αcommunityカ～みられる。　P1～06／z㍑ρ‘zZ‘‘‘！05α

カミ4～5と優漏し，　メ駈ン¶o∫が‘ゾ〃〃刀　‘z～，ノ℃1〃〃，Zし場り8－

c∫o∫ε〃〃，躍α9〃ω毎初読ごα，Wを4βZ～α6ぴ’oノーαが混生

している。樹高4～6m，　出現種数5～6種と少な

い。

　15）　Nypetuln　fruticantis
　Mangrove林野の朝地，小流域に1もψαプ1’z‘∠’c‘〃～∫

が，群落高4mで生育している。　Llne　10，14域にみら

れる。珊ψαプ1’～漉ω〃∫は，葉を屋根ふき材その他の

材料として，また実が食用に利用されるため，広い面

積で植栽されることがある。しかし，Cha蹴haburiで

はそれほど広くはない，必ず流水がある所に生育す

る。出現種数1～4種と少ない。

16）Lumnitzere亡um　racem。sae
　Mae　Nam　Weru川の支流域の内陸や，　Laem　Sadet

には，群落高0．8～6mの　LumnitzeretUm
racemosaeが発達している。時には12mに達する

林分もあるが，一般に5～6mの低木林を形成してい

る。Chanthaburiでは，伐採地あとに二次的に広が

り，mud　clayが流出したあとに広い二次林を形成し

ているところもある。屈曲膝根といわれる根がmud
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F圭g．76　マングローブ林後背地の珪砂地に発達するMレZαZα’偲Z6〃ω48’～諭℃〃林（Laem　Sadet）。

MをZ∠～！8〃ごα如κα‘♂8〃4ノ’‘〃～Community　grOwing　in　SwamP乏lrea　behi惣d　the　mangrOve　foreSt　at

Laem　Sadet　in　Chanthabur三．

clayが流出したあとに出現している。砂質土地や

mud　clay流出あと地に発達している。

　b　その他の群落

　！）ノ1び05批1三zθ〃α～〃で～〃〃community，　A，∫μご10∫～〃μ

　　commumty
　伐採跡の伐開地に騒げ0頭ご1臨2π忍～”で’”πや五

5ρ8‘105～〃〃の，群落高1mの繋囚が広がっている。足

のふみ場もない程優馨しているこのようなシダ植物は，

シャコ山上に繁茂しやすい。満潮時に侵水する時間は

きわめて少ない。

　A‘ro航1・・槻α～‘rθ・’η3はChanthabUfiに多㌔・が，

マレー半島西岸ではほとんどみられない。A．5汐8610－

5～〃μよりも・4．α～〃でZ〃μがより内陸に生育している。

日本では・4．α～〃でr‘〃’が西表島や与那国島に分布して

いる。

　2）　Clerodendro－Derrietum　trlfo．

　　1iatae

　Mae　Nam　Weru川の内陸cana1沿いのマングP

一ブ林縁にαどro‘Z8η4ro2～∫ノ～8r〃～βが被度3～5と優

占するマント群落が発達している。2～3mの群落高

でノ1‘1り∫’1漉z〃μ催ノrθz〃〃，1靴48〃α6ヴ701・α，Z）6〃廊

’ノてル1鵡如などを伴い生育している。

　3）　　～yヒノ48〃α　ゐヴγoノ㍉ζτ　conunun三ty

　伐開地に広く草原状に発達している　Wセ4躍αゐが

Zo／uはノi‘γ05オ’oんμノ～zαz〃で～〃～3やα6ro漉π47でノ扉ノz8ノ・アノ～θ

を支持植物として上部がつる状におおい，1．5～2m

の群落高の植分を形成している。mud　clayのほとん

どない伐開地に発達する。

　4）　M4αZ8～κα♂8zκα48ノ励’oπcommunity

　Chanthaburiでは，　Swanp　forestの構成種である

M8ZαZ6～καZα媚40ノ～4roノ～が，加〃切漉βノ’α2鷹β1ノ’o∫α，

・4α℃5∫’訪z〃〃α～〃で‘〃μ，z）α乃6ノ「99砒。αノ～4θ〃αごθ1～∫∫∫など

とともに，6～15種より構成されている。硅砂上に発達

しておりMangrove林後背湿地にPlzoo／z翻ραZ2‘405α

communityに接してみられた（Fig．76）。

　5）　Acantho－Finlaysonietum　mari．

　　tlmae
　マングローブ林内陸部の伐開地にR砂α々〃μの一

種を伴ったβノ滋醒。〃ぬ〃’α々”〃～αが臨急・群度3～

4と優鎖する草原がみられる。出現悪騒3～4種と少

ないが，中流から上流にかけて，伐開地に広く発達す

る植分である。

3）植生配分　Zonation　of　plant　communities

　Chanthaburiは，人為的影響が強く加わっているた

め，自然植生はほとんど残されていない。植生配分で

も樹高がきわめて低い若齢林がつづくこと，内陸のマ



87

.･ag pt ･

:pt'gdw esxes
 tttttttttttt ttt t

 ･･t/ ･･･'gelgl

    tttt  ''' iSII{ .
 tt   '   '     ' 1･l･.. - e pmee¥

･e

ee

ee

x wag

,xes

gesi-.gi

   Fig. 77 Rhizophoretum mucronatae, Rhizophoro apiculatae-
         Bruguieretum gymnorrhizae a)ffi¥.-lajAlzlcXmev9`'J5 I'lioeni::
         i)al･ttdasa gpeva.

IVi.oenix Palz{dctsa community growing behind the Rhizophoretum mucronatae
Rhizophoro apicu}atae-Bruguieretum gymnorrhizae in Chanthaburi.

ge

1ma

and

7G
.n

'

'

ov
J

''

50
."lo

1
ww-t-+rmtrvnvtmattww
2

rvTtt--wu

3

'

v

'

c
'Jt#St

'

c L

'

:

.itt

j'
Sii

'250m

3 4

L
2.

3.

4.

5.

     Fig. 78 llfif/[/',tsilG>K{rt[Jxl (Transect L-6) (Chanthaburi).
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ングローブ林では，群落体系で記載された群集，群落

は分布せず，断片的な三分がみられるにすぎない。流

域沿やあるいはRhizophoretum　mucrona一
重ae，　Rhizophoro　aplculatae－Bruguie－

retumgymnorrllizae地域は若齢林の発達が
広くみられる。

　　i　Transect　L－6　（Fig．78）

　中流域の植生配分が記録された。流域前縁部に

Sonneratio　albae－Avicennietum　aL
baeが10mの1幅で発達する。後背地には，　RhizOP－

horo　apiculatae－Bruguieretum　gym－

norrhizaeが，単調な地形上に100m程続いてい

る。樹高6～9mと低い若齢林である。内陸1！7～150

1n付近では樹高12mのCeriGpo－Xyloc肛petum

granatiが117～！24m付近に，128～1681n付近に

はCeriopetum　taga1が，174～223m付近には

臨‘06cαノ毎㎎πZZo61zαcommunityが分布している。

224～260m付近には再：びCeri・petul｝ユtagal

が分布し5～6mの低木林となる。

　　ii　窪’ransect　L－15　（Fig，79）

　前縁帯状にSQnneratio　albae－Avlcen－

nietum　albaeが，幅6～10mで発達している。

bank上はCeriopo－Xylocarpetum　gfa－
natiが55m付近まで発達しCeri・petum　ta－

ga1がBruguiera　gymnorrhiza亜群集，
Lumnitzera　littorea王fl窮洋舞尋，タ｛ミ蚕墜！Ili君羊套ミと

続き250m付近まで分布して，昂。θ〃⑫ρα♂π405α

cOlnlnunity，　M2ZαZ8～κ4　Z6～’‘・α48／z伽ηc・mmunity

につついてゆく。

　　iii　Transect　L－！6　（Fig．80）

　低いbankだが，前縁5mに　Rh三zophora
aPiculata　facies，9～16m付近にRhizop．

horetum　mucronatae，　Acrosticho－Xy－

locarpetum　moluccensisが36m付近ま
で，E∬co8cαrfααgαZZoc1～αcommunityは112孤付

近まで5～！2mの高さで続いている。130m付近より

内陸ではLum“itzeretum　racemosaeが，
途中159～164m付近で・4cゾ05如1zπ〃aα〃1で’‘〃～com－

munityをはさみ255mまで続いている。

4）　地域特性と自然保護　Censervation

　Chanthaburlは長年の伐採により多くの二次林が分

布し，原生林的な自然林は全くない，また立地も貧化

している。泥土は洗い流され，N－valueが3以下の

立地に変わってしまっている。

　河口部の泥土堆積地に発達するSonneratio

albae－Avice職nletuIn　albaeはわずかに帯

89

状に5～10m幅で，流水沿に点在しているにすぎな

い。地形はすでにbankになり，　Rhizophore－

tum　mucr・nataeは10m幅で，他は，　Ceri－

opetum　tagalの低い二次林や，　Cerlopo－

Xylocarpetu㎜granati，　Acrosticho－
Xyloca「Petum　鵜oluccensisの二次林が
発達している。Chanthaburiでは勉7㍑∫ゴ2娘απ・♂α～～～α

のシャコ山の発達はきわめて少ない。N－value　3以下

の立地が広く，E㍑08‘αノ毎α9召ZZoご1zαcommun1tyや

み～4〃〃癖肥楓Z魏or8αcommunityなどのような断片

的な三分が多い。一般にマント群落として砂地に発達

するLumni亡zeretum　racelnOSaeは，泥
土が洗い流された立地に二次的に広く分布している。

勘06／z∫」じρα♂π40∫αcommunlty，丑ごノー0漉読z〃ノ‘απブ8～4〃’

cOmmunity，五‘γ05漉加〃zゆ昭05z〃z　COmmUnityな

ど伐採跡地に広がる特異な群落である。

　MaeNamWeru川の支流にはNypetum　fru．
ticantisが多く帯状に発達している。

　Laeln　Sadetは，娃砂地の海岸に接し，みη∫66ノηz∠α

ノノz〃脅～αCOInmunityの低い群落や，　Rゐ詑砂口プα

＠ぬ‘ZαごαCQm・nunityの幅広い発達，　Ceriopetum

tagal地域の水田への開発など他地域ではみられな

い植生配分やマングローブ生育地の利用形態が示され

ている（F三9．81）。

　広い地域で人為的影響を受け，植生や立地の変化が

広がっているChanthaburi地域では，植林による自

然環塊復元が，各植生立地毎に望まれる。現在の状態

では，マングローブ林としての地力は，流水二部を除

き，きわめて貧化していることが，植生より判断され

る。　　　　　　　　　　　　　　　　（藤　原）

4．　植生配分と植生図

　　Zonaもio烈and撫apPing　of　vegetation

　1）植生配分　Zonaも韮。獄of　Vegeta£ion

　マングローブの植生は流水辺から内陸にむかって

SonnefatiQ－Avicennie主ea，　Bruguiero

－Rhizophoreteaが配分する。さらにBrug－

uiero－Rhizophoretea域では，　Rhlzo－

Phoreto－Bruguierion　gymnorrhizae，
Acrosticho－Xylocarpion，Excoecario
－Lumnitzerion　littoreaeの1；弩陸にむかった

序列性がある。絹目的にはRゐ舵（ψ1露01畠α林，B耀9♂‘齢α

林，Xメocαψ媚林，ム～〃πノ虚澱噂α林に移行していく。

マングローブ植生配分の一定した序列性は，地形勾配

による潮汐運動の浸水時間の差によってあらわれる。
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　　　　　　　　Fig．81　伐採，開発され，水ll［1に利用されたマングローブ林。

α・・～・♪・ごαgπZc・mmunity　with　many　stumps，　tl・at　was　clea・ed　f・・u・e　a・apa・1dy丘eld（Laem

Staet　in　Chanthaburi），

したがって相対的な塩分濃度，　土壌酸素含有量，土

姓，土壌構造などの内陸にむかった環境傾度によって

マングローブ林の植生配分が規定されている。

　マングローブ林域の地形勾配は，河川の水量，運搬

土の質，呈，満潮時の海水の流入方向，潮汐運動など

のおもに流水の動きに伴う砂泥の堆積と浸食，さらに

マングローブ周辺域の地形によって決定されることが

大きい。地形勾配の変化はマングローブ各植生帯の具

体的な配分となってあらわれる。以下に河口下部，中

央部，上部におけるマングローブ林の植生配分がまと

められている（Fig．82）。

　D河口下部LOWer　stream
　河口下部は河川水路が広がるため流水が放散し，流

速がゆるやかになる。したがって運搬土が堆積し，ま

た，潮汐運動による海水の流入によっても泥土が運び

こまれ，泥質：の平坦な河口洲が形成されやすい。河口

下部は，また潮汐による海水の影響を直接に受けて，

土壌中の塩分濃度が一様に高く，浸水時間も長い。この

ような立地では流水辺からSonneratio　albae－

Av玉cennietum　albae，R1、izophoretum

mucronatae，　Rhiz・phor・apiculatae－

Brugu量ere亡um　gアmnOrr1・三zaeが帯状に

配分している。とくに2っの河川にはさまれた広大な

河口洲での植生の発達はTrang地区のように広い範

隣にわたっている。Chaiya地区では海岸線が直線状

で外洋の影響を受け，Sonneratioalbae－Avi－

cennietum　albaeが猿繋200mに発達してい

る。　Sonneratioalbae－Avicennietum

albaeの背後のRhizophoretum　mucro－
natae域は伐採の影響が強く，潜在自然植生の配分

も把握するのが困難な地域が多い。Ranong地区に

は樹高30mを越える植分の残されている区域があり，

畏重である。Rhizophoretum　mucronatae

の背後に生育するRhizophoro　apicuiatae－

Bruguieretum　gymnorrhizaeは盗難濃度
の高い，平坦地形が比較的内陸まで続く，大きな河口

洲に配分している。Ranong地区，　Pang－nga地区，

Trang地区に発達した植分をみることができる。

　2）河口中央部　Mkidle　stream

　河口中央部の流水辺は河川による侵食を受け，50～

200cmの地形段差が生じている。満潮時に上昇した流

水は，地形段差を越えてマングローブに浸水するた

め，滞水時間が短く，後退時は侵食され，刻みこまれ

た小運河を通っていくことが多い。干潮時は地下水面

が下がるため，泥質土の重みで凝縮が起こりやすい。

流水は河川からの供給量が多く，塩分濃度は河口下部
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F隻g．82　タイ国マングローブ林における自然植生の配分。

Distribution　of　natur乏、l　communities　of　mangrove　forests

according　to　the　topographical　conditions．

に較べて低い。植生配分は流水辺からRhizOPho－

retum　mucronataeのAvicennia　alba
租i群集，Acrosticho－Xylocarpetum　mo－

1uccensis，　Phoenico－Excoecar三etuln
が内睦にむかって帯状にみられる。

　Rhlzophoretum　mucronataeのAvi－
cennia　alba亜群集は流水辺に2～5m幅で発達

し，梢観的にA沈81Z癖αの男C加α傭優占林が多い。

Kapurでは川幅10mの中河川流水辺にAegicerato

－Kandelietum　cande1，背後に幅広くSon－

neratietum　ovataeの植生配分が確認された

が，タイのマングローブではまれな存在となる。

　Acrosticho－Xylocarpetum　mo互uc－
censls域からはシャコ山の形成が顕著で，　Xyo－

cαψ螂滉。伽‘68ノ～5∫5，X．　gノ’α刀α飯濯の優占がめだつ。

植生の奥行きは地形勾配にもよるが，流水辺から200

m幅の範囲内の頻度が高い。Pattani地区，　Khanom

地区，Satun地区，　Trang地区などに発達した植生

帯をみる。

　シャコ由は内陸側で新旧の巣が組合わさって大形化

したり，流水が地形を刻みこむように侵食した結果，

浸水頻度の低い凸状微地形が多くなる。　凸状地に

伍7掘8プα♂臨orαZ∫∫，遅プb〃～’5，昂081Z鉱ρα伽405α

が鵠現すると，Phoenico－Excoecarietum
域である。Trang地区Kangtang小地区中央域の

ように流水辺の地形的段差が2mに近く，著しい

ぼあいは，Acrosticho－Xylocarpetum
moluccensisをはさまないで，　Phoenico－

Excoecarietum　が直接流水辺から出現する立

地もある。Phoenico－Excoeca「ietumは内
陸側で丘や水田に接して，マングローブの植生配分を

終わることが多い，

　3）河口上部　｛Jpper　stream

　河口上部は，潮汐運動の影響が少なく，満潮時の逆

流水も刻みこまれた小運河に浸水していく量が少な

い。流水は河川からの供給を主とし，塩分濃度はマン

グローブ中もっとも低い値を示している。立地はシャ

コ山，もしくは浸水によって刻みこまれ，凹凸の激し

い微地形を呈すか，Kl〕anom地区にみられるように，

まったくの平坦地であったりする。しかし，土憔はい

ずれも，砂，細礫の含有量の多い固結した状態にあ

り，踏圧により埋もれることはない。このような立地
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の植生配分は，Lumnitzeretum　lit£oreae

がマングローブの終わりまで続き，M8配鍬偲Z幽Cα一

48η訪伽の森林，」％π9α〃磁ρZ〃zg8〃∫の森林に接し

ていることが多い。また流水辺では＆ッ助ψ110rα妙一

‘ゐ8砂1り弼αご槻の低木林，R1庸oρ1zorα砂’α4α如の矯

生林に接することもあり，Donsak地区にその植生配

分をみることができる。

　Lumnitze「etum　litto「eaeは石灰岩の多
いPang－nga地区では発達が悪い。ゐz‘〃～1z’薦ε’u

J読ω御が嫌石灰性植物であるか，あるいはシルト状

に風化した粘質土を嫌うのか，Pang・nga地区をはじ

め，Krabl地区ではPhoenico－Excoecarie，

tUmでマングローブを終わっている。　（中　村）

　2）　マンゲローブ林の植生図化　Vegetation

　　maPP量ng　of　tke　m雛grove　forest

　！）植生図化の現状Present　status　of　vegetation

　　rnapPing　in　Thailand

　タイ国におけるマングローブ林の分布の現状はラン

ドサットの映像解析と現地調査の補足による地図化が

行なわれ，縮尺1＝L500，000で2色刷で作製されて

いる。調査対象となった各地域は3枚のシートですべ

てをカバーでき，タイ国におけるマングローブ地図の

基礎的な警報となっている。

　タイ国のマングローブ林はきわめて広範闘に分布

し，しかもそれぞれの地域で広い面積をしめている。

各地域におけるマングローブ林の分布域が示されてい

る地図としては公表されているものでは5万分野1の

着色地形図があるが，より詳細に知るには，それぞれ

の地域を管理するユニットで調べられた白地図や林班

図に求めるしか方法がない。しかしこれらのユニット

ではいずれの地域でもマングローブ群落の分布調査は

行なわれておらず，したがって地域の植生の分布，配

分を示す植生図は殆んどみられないのが現状である。

　2）植生図化　Mapping　of　vege£ation

　過去δケ年の植生調査と平行して，各地域で植生図

化が試みられた。植生図の素図が完成されたのは

しa－un，　Rarlong，　Kapur，　Pha鷺9－nga，　Chanthaburi，

Khanom，　ChUlnphongなどの地域である。本報告で

は縮尺の異なる例として，Kapur，　Khanom，　Chan亡ha－

buriの3地域について考察されている。

（1）Ranong－Kapur地域の現存植生図

　　　（1　：50，000）

　Ranong地区の中でKapur地区は，マングロー

ブ林が自然の状態で最もよく保たれている地区であ

り，植生調査に限らず，さまざまな環境測定調査が同

地で行なわれている。本地域は東薩15klli，南北20kmの

広がりをもち，南から北に向かって2筋と東から西に

緯爆観雪欝聡
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羅
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義

譲
・議二二r

講盛辮
纏慰撫＼

纂忌
中’

響

麟
　　難

懸…

Fig．83　Kapur（Ranong地区）の上流域にごく稀にみられるSonneratietumovatae。

　　RarestandofSOnneratietumovataein出eupperstreamatKapur（Ranong）．



向かう川が河口付近で合流して広い湾となって，アン

ダマン海に流出している。河口付近には堆積物が平坦

な島を形成し，潮の干満によって水面に浮沈してい

る（Fi＆32－C）。

　本調査地域では38ケ所のベルトトランセクトの調査

資料，および，可能なかぎり水路を踏査しながらの植

生図化作業によって作図がすすめられた。縮尺は，調

査域の広さを考慮し，！：50，000で猫かれている（ri

絵着色図5参然）。

　植生図作製作業の結果，1：50，000の縮尺によるマ

ングローブ林の植生図化は，結果的には比較的高次の

植生単位で描かざるを得なかった。すなわち，凡例

は，群集レベルでの衷示はきわめて困難であり，よほ

ど局地的に限定された条件下に生育する群集でない限

り表示はできない。植生図ではSonneratio’

Avicennietea　Sonneratio－Avicen一　　　　　　　　，
n玉on　albaeを1凡例とし，この中に　Sonne－

ratio　alb＆e－Avicennietum　albae，Ae－

gicerat・一Kandelietum　cande1などを含

めた。またBrugu三ero－Rhizophoreteaは

Rhizophoreto－Bruguierion　gymnor－
fhizae，　Acrosticho－Xylocarpionと群
団レベルで分け，さらにExcoecario－Lumni・

tzeretalia同時に，　Excoecafio－LuInni－

tze「lon　httoreaeを加えた。　なおAcro．

sticho－Xylocarpionに属するSonnera－
tietum　ovataeはごく小面積で局地的に存在す

るため，特に凡例に加えた（F量g．83）。また薦ズ曜θ㍑

Z漉orα傭群落も同様な観点から凡例に加えられてい

る。

　群団レベルで描かれたKlapurの1：5G，000の植

生図から，地域のマングローブ林の分布の概観が得ら

れる。Sonneratio－Avicennionは各水路に

そってもっとも水ぎわに位置し，細長く配置してお

り，下流ほどその帯が広がる。しかし，地図の下部に

位置する支流では，比較的上流にも存在しているのが

注目される。水路の合流点では鳥のくちばし状の配置

を示す。

　Rhiz◎phoreto－Bruguieriongymnor・
rhizaeは本地域のマングローブ林の主要な部分を

しめる。とくに中流域では連続した植生域を示し，地

形などの土地的環境条件が均質であることを示してい

る。

　Acrosticho－XyIocarpionは各流路とも
陸海に位置しており，河口付近にはほとんど分布して

いない。とくに地図下端部では広い範囲にAcros一
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ticho－Xylocarpionの群団域がある。この群

団は陸地に直接接している場合が多く，陸地への移行

が地形的に急変することを示している。　またEx－

coecar三〇一LumnitzeriODがきわめて稀であ

ることもこのことを裏づけている。

（2）Khanom地区現存植生闘（1：20，000）

　Khanom地区はシャム湾側に面し，　Nakhon　s1　Tha－

marat県では北端に位置している。本地区のマング

ローブ林は比較的狭く，1本の小河川にそって長さ約

15～16kmで生育している。下流にはマングローブはな

く，中～下流は伐採が進んでいるが，上～中流には比

較的発達したマングローブ植生が保存されている。

　Khanom地区ではの植生図化はl120，000の縮尺で

試みられた。植生調査は11本のベルトトランセクトと

水路の踏査による地図化作業で行なわれた。

　縮尺1120，000の作図からは群集レベルの図化が可

能であることが判明した。凡例は群集および群集レベ

ルの群落でまとめられ，9っの凡例が地図化されてい

る。植生単位の広がりはKapurの1150，000植生

図よりはより細かになり，群落配分がより明らかにな

った。しかし，本地域の水路はあまり発達していない

ため，水路から遠い林内の群落配分はベルトトランセ

クトを数多く行なう必要がある（着色植生図6）。

　Khanom地区の中流域ではPhoen1co－Exco臨

ecarietumの植生域が広く，　Cer1opo｝Xylo曽

ca「Petum　granatiとモザイク状の配置を示し

ている。　上～中流域ではCeriopo－Xylocar．

petum　gralladがまとまって存在している。い

っぽう上流域ではLumn玉tzeretum　littoreae

が広い範囲で生育していることがわかる。また班扉

∫αβ国劇‘εε‘∫のブッシュや遅yραノ）田彦詫αアz5などの

群落がマングローブ雨域の限界地域で出現している。

（3）Chantha　Buri地区の現存植生図（1：200）

　（1）及び（2）で述べられた植生図は大～中縮尺であるた

め，地域全体の植生配分を概括するためには好都合で

ある。しかし，微地形に対応した植生変化を知るため

には，あらすぎる。また前記の2図幅は自然植生と代

償植生の区別なしに描かれているため，その点でも不

十分である。

　Chanthaburi地域の全域を概略的に調査したのち比

較的植生配分が典型的と考えられる地点を選び出し，

水際から内陸へ長方形の広がりを調査地域として植生

図化が行なわれた。縮尺は1：200で國化が行なわれ

たG＝1絵着色植生園7）。凡例は，調査地内での65の

植生調査資料をもとに決定し，抽出された15の植生単

位がそのまま凡例として描かれた（Tab．30）。図化さ
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れた広さは結果的には幅60m，長さ5001nの帯状の植

生図となった。また，植生図の長い方向に描かれた植

生配分模式図が植生図に添えられ，判読の一助として

いる。

　縮尺11200の現存植生図では現地における具体的

な広がり，とくに樹冠の投影部分や個体群の広がりな

どきわめて詳細な地図化が可能である。水ぎわに位置

する　Rhizophoretum　mucronataeや
Rhizophoro　apiculatae－Bruguiere－
tum　gymnorrhizaeの前面はきわめてモザイ
ク的な配置を示している。A沈8ノηz如（が回議廊のス

タンドはまとまりをみせ，そのすぐ背後にAcrosti－

cho－Xylocarpetum　moluccensisが位
置している。　その後は　PhGenico－Excoeca一

嫉etu鵬のXy互oc且rpus　mQluccensis亜
群集とその代償植生と考えられるCeri・petu・n

tagalの低木林が広がっている。図の右側に斜めに

走る帯は帯状伐採のあとをはっきりと示している。

水際より400～500mの地点でLumnitzeretuIn

littoreaeが出現し，その代償植生と考えられる

Lumnitzeretum　racemosaeやPhoenico
－Excoecarietumが斑紋状に配分し，50Qm付近
でマングローブ林域は終り磁ZαZ6～κα如’cα4朗4’『o〃

群落が出現している。

　3）植生図の縮尺　Scale　of　maPping

　以上の3地域におけるケーススタディによってマン

グローブ林内における植生図化過程の概要が明らかに

された。マングローブ宇内での植生図化作業は，いち

じるしい潮汐の変化と，見通しの悪い歩行困難な密生

林のため，陸上植生とは異なる困難さがある。現地に

おける植生図化作業は，最も広いKapurでは基礎的

な植生調査も含めて延100臼程度に達した。一方，

Khanom地区は比較的御積が狭いため20日であった。

またChanthaburi地区ではKhanomと同程度の作

業量：であったが3，0001n2しか図化することができな

かった。

　以上の植生図化の過程からマングローブ林内におけ

る植生図化では植生図作成の昌的に応じた縮尺の決定

が要求される。いかに時間を費やしても1：50，000の

地形図に群集レベルの植生図化は不可能に近いし，！

　200や1：5CO程度の大縮尺の植生図を一地区全域に

行なうことも無理である。地区全体を把握するために

は，l150，000前後の縮尺が適している。また，植生

酋霊跡を詳細に知るためには1：500程度が適当と考え

られる。この際には広い範囲の図化は望めないから，

予備調査によって図化地点を目的に応じて選定する必

要があろう。また図化する形はある環境の傾きに対し

ベルト状にとることが理想的である。　　　（奥田）

　6．　マングローブ林の分布特性

　　D圭str呈but韮。識al　c｝韮aracter量stics　of　mangrove

　　vegetaもio翼

　タイ國のマングローブ植生について，東部のChan－

thaburiから西部マレイ半島のChumphon，　Cha三ya，

Donsakなどを経て南端に位置するPattaniまでのタ

イ湾沿岸各地およびアンダマン海に面したマレイ半島

をLa－un（Ranong）からSatunまで広範隈な植生

調査が実施された。前項までに，今回の植生調査資料

の整理，比較検討の結果明らかにされた群落単位，群

落体系，地域別にみたマングローブ植生の配分とその

特性について考察するとタイ国のマングローブ植生

の分布特性は，以下の4点に総垂舌される。

1．　マングローブ植生の分布は，降水量の季節的変化

　（鞄季の期間），卓越風，潮位，土壌母材など自然

　環境要因に依る点が少なくないといわれている。事

　実，気候要因に限ってみても，Fig．1に示されるよ

　うに地点毎の差異が少なくない。乾季が少なく，

　年間降水量も4，00Qmmを越える　Ranong　地区

　（La－un，　Ranong地点）では　Aegicerato－

　KandelietUmcande1が分布している。ま

　た，Sonneratio　albae－Avicennletum
　albaeなどにまとめられる50ノ〃溜厩ぬ一A麗66ノ～ノ～∫α

　林の広がりは，卓越風の影響を強く受けるPattani

　地区付近で小面積にとどまっている。

2．　同じ自然条件でも土壌母材の差が各マングローブ

　群落の分布に対しての影響が少なくない。すなわ

　ち，石灰岩を基盤とするPang－ngaから　Phuket

　にかけては，Lumnitze「etum　litto「eae’

　Acrostlcho－Xylocarpetum　lnoluccen．

　sisなどマングローブ植生でも内陸側に成立して

　いる植生の発達が悪い。また，同一地域でも入江か

　河口か，河川の上部域か下部域か，河岸の湾入部か

　突出都かなどによってもマングローブ植生の配分が

　異っている。すなわち，河口部から河川に沿って汽

　水の影響の及ぶ上部域まで細長い帯状の広がりをみ

　せるChai翼やDonsakのマングローブ植生は，

　Acrosticho－Xylocarpetum　molucc－

　ens三s　や　Lumnitzeretum　Iittoreae
　の生育面積が相対的に広がる傾向がある。生育して

　いるマングローブ植生の多彩性という点からみれば

　RanongやPang－ngaの地域のような広大なマン

　グローブ植生を有している地域における群落数が多
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Tab・31　マングローブ植生の分布。　Distribution　of　the　mangrove　vegetation．

＼
群集または群落

communities

地　名

Iocat玉on

1 IIl III

寧警1韓
　　　　　　鰯

塁9謹9冒季
1．鉾羅1
垂．8

Aegicerato－Kan〔lelietum　candel

Sonneratio　caseorahs

Sonnerat三etum　ova‡ae

Lumnitzeretum　racemosae

Scyphiphoretum　hydrophyilaceae

Rhizophoro　apiculatae－Bruguieretum
gymnorrhizae

●●●

●

●●o

㊤

o
● 1●●●

●●●●

●● ●●●

Ceriopetum　tagal ●●●●●●●

Cerlopo－Xア10carpe亡umgranati

LUInnitzeretum　littoreae

Acrosticho＿Xylocarpetum　moluccensis
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　い傾向がみられる。

3，現存しているタイ国のマングローブ植生は，その

　大部分が間伐を中心とする人間澹動の影響を強く受

　けている。また，スズ採鉱，エビや魚類の養殖にと

　もなってマングローブ植生やその立地の荒廃が進行

　している。しかし，マングローブ植生の成立してい

　る立地は，潮位の変動に応じ定期的に汽水による冠

　水する極端できびしい条件となっており，陸地林の

　構成種の侵入生育は限定されているため，人閥活動

　の影響により荒廃した立地に生育する代償植生（二

　次林からマント群落まで）の構成種は，マングロー

　ブ植生域の自然植生の構成種と共通していることが

　少なくない。

4．　地球上でも最も多彩な種組成と最も発達したマン

　グローブ植生の一つといえるタイ国のマングローブ

　植生は．種組成，群落構造，分布のいずれをとって

　も北限に位置しているため貧化している日本のマン

　グーブ植生と比較すると，地域差が少なく，反薦，

ヨ本の沖縄から鹿児島にかけてみられる南北間の種

組成の変化の方がむしろ顕著であると言える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木　邦）

ま　と　め

　玉981～19別丁に3遡にわたり，タイ国のマングロー

ブ林調査が行なわれた。タイ国15地区において約230Q

の植生調査資料が得られた。植生調査資料は，ベルト

トランセクト法を用い，（1）もっとも自然に近い植生が

残っている地点，（2）均質な植生配分域，（3＞各地域で代

表的なマングローブ林の相観，配分を示していると判

定される地点などを選定の条件として，河岸より内陸

に200～5001nのべルトトラソセクトをとり，各群落

の基点を中心に植物社会学巨白な植生調査を行なった。

ベルトトランセクトは，調査対象地域に広く多くの植

生配分がみられるように，まんべんなく設置された。

調査対象植生は，マングローブ林より，隣接する林縁
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群落や草本植物群落にいたるまで植生調査された。植

生調査資料は組成表作業による比較検討の結果，マン

グローブ林が2クラス，3オーダー，8群集，林縁群

落他について9群落がまとめられた。マングローブ林

および晶晶群落の群落体系がSumlnaryに示されてい

る。

　　これらの植物群落を基礎に，群集レベル，および群

団，オーダー，クラスの上級単位のレベル，さらに亜

群集以下の下．位単位：のレベルで1／500，1／2500，1／5000

などの種々の縮尺による現存植生図が，　Andaman

SeaのRanongおよびGulf　of　ThailandのKhan－

omとChanthaburiにおいて描かれた。

　　以上の植生調査結果は群落体系として，各群落シス

テムが記載された。同時に，Ranong，　Khraburi，　Pha－

ng－nga，　K：rabi，　Trang，　Satun，　Chumphon，　Surattha－

ni，　Khanom，　Pattani，　Chanthaburiの11ケ所の地域

植生誌がまとめられ，植生概観，ベルトトランセクト

による植生配分が考察された。隣時にマングローブ林

と自然環境要因との関連が，土壌調査，塩分濃度とと

収こ並行して調査された。

Summary

　　　　Mangrove　forests　are　salt－tolerant　ecosystems　found　in　tropical　and　subtropicahnter一毛idal

regions　throughout　the　world．　Among　these　regions，　mangroves　reach　their　maximum　develo－

pment　i無Southeast　Asia．　Mangroves　generally　occur　on　sheltered　muddy　shores　and　other

low4ying　ground　in　estuaries　and　river　mouths　which　are　floQded　by　tidal　seawate士．　MangrQves

rePresent　special　vegetation　com磁unities　characterized　by　their　phytosociology，　ecology，　growth

form，　and　habitat．1）ue　to　differeRces　in　habitats　along　seashores　and　rivers，　various　types　of

田angrove　vegetation　ca王｝1〕e　developed　in　these　areas．

　　　　Field　surveys　were　first　carried　out　in　1979，1980　and　19810且the　Riko　river　mangroves

玉nKali－mantan（Bomeo，　Indonesia）．　Thereafter，　a　team　of　Japanese　scientists　led　by　Prof，

Dr．　A．　Miyawaki，　with　members　from　the　Institute　of　Environmental　Science　and　Technology

and　from　Tokyo　University　of　Agriculture，　Tokyo　University，　Kyoto　U簸iversity，　etc．，　carried

out　more　field　surveys　of　mangrove　vegetation　with　the　cooperation　of　Thai　scientists　led　by

Prof．　Dr，　Sanga　Sabhasr圭and　Dr．　Sanit　Aksornkoae．　These　surveys　were　made　three　times

during　the　peエiod　from　l981£01984　and　covered　the　mangrove　areas　fro磁Ranong　and　other

areas　o阿亀he　Andaman　Sea　and　both　the　western　and　eastern　coasts　of　southern　Thailand，

particularly　i且Chantaburi　near　the　Cambodian　border．　These　surveys　covered　1510cations

and　obtained　2267　relev6s．

　　　　The　data　collected　was　analyzed　and　synthesized　by　phytosociological　methods。　These

methods　inclほde　syste艶atic　procedures　for　synthesis　i航。　tabular　arrangements　and　compila亀ion

of　field　data　in　more　appropriate　formats．　By　this　methodology，　preliminary，　constancy，　partia1，

differential　and　local　community　tables　can　be　compared　with　other　summary　tables　and　an

association　table　in　order　to　deterrnine　higher　classificatory　units，　such　as　alliances，　or〔玉er　and

claSS．

　　　　The　results　of　the　phytosocio玉ogical　procedures　and　of　the　maRy　relev6s　obtained　in　Thailand，

compared　with　mallgrove　vegetation　data　from　other　areas　i織the　world，　yielded出e　following

Rew　phytosociological　system　of　mangrove　vegetation．
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System of mangrove communities from Thailand

class I. Sonneratio-Avlcennietea

 ord. 1. Sonneratio-Avicennietalia albae

  all. 1) Sonneratio-Avicennion albae

    ass. (1) Sonneratio albae-Avicennietum aibae

    comm. 1) Sonneratiamariti7na comm.

    ass. (2) Sonneratietum caseolaris

    ass. (3) Aegicerato-Kandelietum candel

class II. Bruguiero-Rhizophoretea

 ord. 1. Rhizophoreto-Bruguiereta}ia gymnorrhizae

  all. 1) Rhizophoreto-Bruguierion gymnorrhizae

    ass. (D Rhizophoretum mucronatae

    ass. (2) Rhizophoro aPiculatae-Bruguieretum

        gymnorrhizae
    comm. 1) Rhi2ophora mpiculata comm.

    ass. (3) Ceriopetum tagal

  all. 2) Acrosticho-Xylocarpion

    ass. (4) Ceriopo-Xylocarpetum granati

    ass. (5) Acrosticho-Xylocarpetum moluccensis

    ass. (6) Sonneratietum ovatae

 ord. 2. Excoecario-Lurnnitzereta!ia

  al}. 3) Excoecario-Lumnitzerion littoreae

    ass. (7) Lumnitzeretum littoreae

    ass. (s) Phoenico-Excoecarietum

Other shrub communities and back mangrove communities

    (1) Scyphiphoretun hydrophyHaceae

    (2) Lumnitzeretum racemosae

    (3) Acantho-Finlaysonietun maritimae

    (4) Nypetum fruticantis

    (5) Clerodendro-Derrietum trifoliatae

    (6) Derrio-Hibiscetum tiliacei

    (7) Phoenix palecdosa comm.

    (8) Heritiera littoralis comm.

    (9) Melaleuca leucadendron comm.
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    The vegetation linits at the community and association levels were mapped in order to

depict the areal extent of each unit. The main objective of this vegetation mapping is to

transmit the ecological and environmental information in graphical format. The vegetation

units which are determined by species combinations, wiil also be useful to other sciences, such

as forestry, agriculture, pedology and geography.

    The mangrove areas in Ranong on the Andaman Sea and in Chantaburi on the eastern

Gulf of Thailand were studied as particular examples. Mapping was conducted in each area,

at various scales (1:200, !:20,OOO and 1:50,OOO; see vegetation maps).

    The survey areas of mangrove vegetation in Thailand include Ranong, La--un, Khuraburi,

Phan.ff-nga, Krabi, Trang and Satun on the Andaman coast and Pattani, Chaiya, Donsal<,

Churnphon, Khanom and Chantaburi on both sides of the Gulf of Thailand. A regional

monograph of the vegetation of each area was briefly provided. Tlie distribution of mangrove

vegetation from the shoreline to the inland was discussed in detail for each study area, based

on the Iine transect method.
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